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榎田遺跡 現況

S B1468



SG3 (古 墳時代中期～後期)

S K4100 木棺墓 (平安時代 )



上信越自動車道は、長野県の北部、善光寺平の千曲川東岸の山沿いを北進し、新潟県へ延びて

行きます。この建設に伴い長野市内では平成元年度から平成 4年度にわたり、11遺跡の発掘調査

が実施されました。本書はこのうち長野市若穂綿内に所在する榎田遺跡の発掘調査報告書です。

長野市の綿内地区周辺は過去の発掘調査例が少なく、原始・古代の資料にやや恵まれない地域

でありましたが、今回の調査により多くの新知見を得ることができました。

弥生時代から中世に至る数多くの遺構と遺物が発見されましたが、なかでも弥生時代中期の大

型蛤刃石斧の製作関連資料は全国的にも類例の少ないものです。また古墳時代中期の河川址では

大量の木製品が出土し、特に農具・耕作具などからは当時の農耕技術の一端をあきらかにするこ

とができました。また古墳時代中期から後期にかけては500軒 を超える住居址が発見され、当地に

長期間集落が存在した事が判明しました。さらに平安時代の河川址からは、文字を記録した木簡

や、大量の墨書土器などが発見されました。また中世の屋敷跡と思われる、溝に区画された建物

群も見つかっています。

これらの資料は、この地域の先人の営みを知るための貴重な手掛かりを与えてくれるものと思

います。

最後となりましたが、発掘調査から本書干J行に至るまで、深いご理解とご協力をいただいた日

本道路公団名古屋建設局・同長野工事事務所・同東京第二建設局・長野県高速道局・同長野高速

道事務所・長野市・同教育委員会など関係機関、対策委員会を始めとする地元の地権者・関係者

の方々、発掘・整理作業にご協力いただいた多くの方々、直接のご指導を賜った長野県教育委員

会の皆様に対し、心より感謝申し上げる次第であります。

平成11年 3月 31日

財団法人 長野県文化振興事業団
長野県埋蔵文化財センター

所長  佐久間 鉄四郎



例 日

本書は上信越自動車道建設工事にかかわる長野市榎田遺跡の発掘調査報告書である。

発掘調査は平成元年度から4年度の 4年次にわたり、整理作業は平成 5年度と7年度から10年度の 5

年次にわたって実施した。

発掘調査・報告書作成にあたり、下記の諸氏・諸機関のご指導・ご支援を得ている。お名前を掲げさ

せていただき、感謝申し上げたい。 (敬称略、五十音順 )
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に一貫しない部分が生じたが内容にかかわるものではない。
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例凡

1 本書に掲載した実測図の縮尺は、原則として下記の通 りで該当箇所に記してある。
(1)主な遺構実測図

遺構分布図 1:400  竪穴住居址・掘立柱建物址 1:80
土坑・焼土址 1:20～ 1:40  溝址 1:120

121 主な遺物実測図

土器実測図 1:4  土器拓本 1:4  特殊遺物 (玉・
木製品 1:4～ 1:8  建築部材  1三 12～ 1:16
鉄製品・骨角器  1:2～ 2:3  石器  1:1～ 1:3

2 本書に掲載した遺物写真の縮尺は、原則として下記の通りである。
甕 0壺・甑  1:4  不・小型壺など 1:3  ミニチュア土器
弥生時代中期土器は全て 1:4に統一した。
紡錘車 0銭貨・羽口・鉄滓・土製支脚 2:3  骨角器  1:3
木製品 1:4～ 1:8  建築部材 1:10～ 1:20  石器 1

紡錘車など)1:1

遺物実測図の番号は下記のように付し、個別遺構図中の遺物番号と一致する。

(1)土器  各遺構ごとに 1か ら通し番号  ただし弥生時代中期は一括して 1か ら通し番号
9)木器  木製品・建築部材の順に 1か ら通し番号
侶)石器  各器種毎に 1か ら通し番号
に)その他 特殊遺物は時代順に 1か ら通し番号
遺構実測図の表現は下記の通りである。

・鉄製品等 1:2
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○個別遺構図中の土器は原則として1/12

0個別遺構図中の石器は原則として1/6

0弥生時代中期・後期～古墳時代前期の遺構図中に

示した土器は、印刷の都合上赤色塗彩が表現され

ていないものもあるが、正しくは遺物図版を参照

願いたい。



5 遺物実測図の表現は下記の通りである。

(1)土器

技法の表現は下記の通 りとする。複数の技法が重なる場合

合い関係を示している。ナデについては基本的に表現しない。

(例 ケズリ後 ミガキ)は実測図の中で切 り

7.輪積み痕

8.工具ナデ

9。 当て具痕

10。 施釉範囲

11.回転ヘラケズリ

/7

1.ハケ

2.ミ ガキ

3.ケズリ

4。 タタキ

5.絞 り痕

6.指ナデ痕

」

トーンは下記の通 り

鱚
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131 建築部材

丸太材については、柱材を除き材の元口を天に、末口を地とする天地の方向の配置を基本としたが、継

手・仕日の加工を施されたものはそれを天に向けた。したがって、「第 2分冊第V章第 4節 建築部材」

の項では杭状の削りは転用として解釈している。

(4)輔の羽口

実測図に用いたスクリーン トーンは下記の通 りである。

羽回の溶着滓・ガラス状発泡範囲

二次被熱痕 (青灰色)範囲

□
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一
郷
圃
岬

121 木製品及び建築部材

実測図に用いたスクリーン

国
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である。
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削り出し丸木芯もち

黒漆塗彩
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第 1節 調査の概要

第 I章 序

第 1節 調査の概要

1 調査 に至 る経緯

従来より、長野県においては、高速道にかかわる埋蔵文化財保護は広域にわたる統一的措置が求められ

ることから、長野県教育委員会 (以下、県教委)が対応してきた。また、その発掘調査は0長野県埋蔵文
化財センター (以下、センター)が実施してきた。また、側道拡幅などこれらと一体的に行われる開発に
ついても市町村と協議の上、センターが調査を行うことが多い。

榎田遺跡の発掘調査は、日本道路公団 (以下、公団)に よる長野市若穂綿内地区における上信越自動車

道建設に関連して行われたものである。長野市内における上信越道関連の発掘調査報告書は、さきに、大

室古墳群・大星山古墳群等・松原遺跡 (縄文)を刊行済である。今年度、榎田遺跡の他に、松原遺跡・村

東山手遺跡・小滝遺跡等・春山B遺跡等を刊行する。これらの事業は平成11年度に川田条里遺跡などの刊

行によって完了予定である。

榎田遺跡は、高速道路路線決定以前からすでにその存在は知られていた。周知範囲は用地外の小面積で、

過去に発掘調査されたことはなく、範囲・内容は未確定であった。高速道基本計画決定後、文化課による

分布調査が行われているが、遺跡内容および範囲の確定、以後の調査計画策定のための試掘調査は、平成

元年 1月 以降、県教委・センターにより断続的に行われた。その結果、遺跡の範囲は大きく拡大し、密度

も予想を越えるものとなった。

初年度の発掘調査の協議が整ったのは平成元年 3月 であり、工事工程との競合が予想されるなか、平成

元年～ 3年の 3ケ年で実施することとされたが、その後の調査面積・遺構密度の増大、松原遺跡の調査を

優先させたことによる調査の中断、当初計画と施工優先順位の変更等による調査中断および新規地区の開

始などもあって、平成 4年度まで継続する事となった。さらに、上信越道の長野インターチェンジ以北は、

当初、暫定 2車線での施行命令が出されていたが、調査中に暫定解除となったことに伴う変更も調査の進

行に大きな影響を与えた。工事と調査の工程が近接していたため、これらの条件の変化は調査環境の整備

や効率の点で多大な困難をもたらし、その調整のために双方に大きな努力を強いることとなった。

2 調査 における問題′点

榎田遺跡の調査範囲の半分は高架橋部で、盛土工法による用地の半分の幅しかない。またこれまでは暫

定 2車線であっても、通常は全体を調査してきたが、終了を早めるために、当面の調査範囲を2車線分に

限るという方策をとった。その結果、極めて細長い調査区域を設定することになった。また、調査範囲に

は水路や農道が数多く存在し、それらの切 り回しの必要性と、工事工程との整合性を図る必要から、ただ

でさえ細長い調査区域を細かに分割して調査せざるを得なくなった。平成元年～ 3年にかけて、当面の 2

車線開業分の調査を終えるころ、オリンピック開催決定にも関連して暫定解除され、残りの 2車線の着工

命令が出され、平成 4年度はその調査に追われる事になった。以上が外的な要因である。
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榎田遺跡は低湿地で湧水点が極めて高く、止水矢板を打設しても湧水を止めされなかった。特に沼地は

地下水の流路があって、矢板の下から水が吹き上がってきた。遺構は極めて密集し、検出も精査も容易で

はなかった。また、短期間での完了を求められたため、数多くの調査研究員を配置したので、全体像の把

握に苦慮する事になった。以上が内的な要因というべきであろうか。

以上のような内外の要因から、発掘調査は難航を極めた。その結果、遺構ひとつ々を取り上げても今一

つ信頼性を欠く部分が残り、分割調査した調査区相互の整合性も十分とは言えないなど、報告書作成にあ

たっても克服できない課題を抱えることになった。本書の事実記載のなかに不明確:あ るいは不明瞭な点が

存在するのは、こうした理由による。

3 調査の体制 と経過

発掘調査から整理作業及び報告書干J行にいたる全ての業務は、長野調査事務所が管轄した。以下に年度

を追って調査体制と調査期間、調査の概要を掲げる。

*年度別の調査地区、面積は以下の通りである。

(年 度)

平成元年度

平成 2年度

(発掘調査区)

①-1地区

①-5、 ②-2、 ②-3、 ③地区

(調査契約面積 )

4,000m2

18,800m2

11,400m2

05、 ③-1地区   10,270m2

Eコ 平成元年度調査区
匡コ平成2年度調査区

巨コ平成3年度調査区

Eコ 平成4年度調査区

塚原隆明

半田順計

松本忠巳

笹沢 浩

平成 3年度    ①-1～ 4C、 ②-lA地区

平成 4年度    ①-lC、 ①-6、 ②-lB04

*整理作業の期間は平成 5年度・ 7年度～10年度である。

o    (1:6000)  200m

第 1図 榎田遺跡調査区

(1)平成元 (1989)年度

調査体制  常務理事 (兼長野調査事務所長 )

事務局長

(兼総務部長兼長野調査事務所庶務部長 )

同 庶務部長補佐

同 調査部長 (兼長野調査事務所調査部長 )
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長野調査事務所調査課長          臼田武正

同 調査研究員 伴 信夫 上田典男 越 修一 山崎光顕
調査期間 平成元年 4月 14日 ～8月 12日

初年度の調査は①-1地区を中心に行われ、中世遺構の全面調査と古墳時代～平安時代遺構の部分的調
査が行われた。この際、調査区内では弥生時代後期の土器片が採取され、調査面の下層に該期の遺構が存

在することが予測された。同時に①-1地区以南において遺跡の分布を確認するための トレンチ調査を行
い、弥生時代～古墳時代を中心とする遺構が密集していることが判明した。

(2)平成 2(1990)年度

調査体制  専務理事 (兼事務局長)           塚原隆明

長野調査事務所長              峯村忠司

事務局総務部長 (兼長野調査事務所庶務部長)塚田次夫

同 庶務部長補佐             松本忠巳

同 調査部長 (兼長野調査事務所調査部長)小 林秀夫
長野調査事務所調査課長          臼田武正

同 調査研究員 伴 信夫 百瀬長秀 越 修一 野村一寿 深沢重夫 入沢昌基
藤原直人 若林 卓 広瀬昭弘 藤沢袈裟一 赤塩 仁

調査期間 平成 2年 4月 2日 ～平成 3年 1月 31日

前年度の継続として、①-1地区南側に接する②-3地区から調査区南端の③-5地区までと、調査区
北端部の①-5地区の発掘調査が行われた。その結果、弥生時代後期～古墳時代の遺構が全面で確認され、
② -3A地 区と③-3,4地 区では弥生時代中期の遺構 も確認された。調査当初に想定した、奈良時代
～平安時代・中世の遺構は僅少であった。また、①-5地区と③-5地区では遺構の数が非常に少なく、
遺跡全体の南北両端を推測することができた。

(3)平成 3(1991)年度

調査体制  専務理事 (兼事務局長) 塚原隆明

峯村忠司長野調査事務所長

事務局総務部長 (兼長野調査事務所庶務部長)塚田次夫

同 庶務部長補佐 山寄今朝寛

同 調査部長 (兼長野調査事務所調査部長)小 林秀夫
長野調査事務所調査課長 臼田武正

同 調査研究員 伴 信夫 野村一寿 深沢重夫 藤原直人 若林 卓 広瀬昭弘
藤沢袈裟一 清水 弘 馬場信義 西島 力 宮島義和 福島正樹
町田勝則 澤谷昌英 稲場 隆 武居公明 贄田 明 谷 和隆 広田和穂

調査期間 平成 3年 4月 4日 ～7月 31日、10月 21日 ～12月 20日

前年度からの継続で、従来の調査区と並行する①-2～①-4C地 区と②-lA地 区の調査が行われた。
その結果、前年度同様に全面から弥生時代後期～古墳時代の遺構が確認された。弥生時代中期については、

前年度調査された②-3A区 の南東側にのみ該期の遺構が存在し、遺跡中央部における弥生時代中期面の
広がりが推測された。平安時代の遺構では残存状況の良好な木棺墓 (S K4100)が発見されている。
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(4)平成 4(1992)年 度

調査体制  専務理事 (兼事務局長) 峯村忠司

樋 口昇一

神林幹生

小林秀夫

岡田正彦

山寄今朝寛

百瀬長秀

藤沢袈裟一 常永虎徹 太田和夫 馬場信義 徳永哲秀

酒井健次 町田勝則 澤谷昌英 贄田 明 谷 和隆

藤倉美登里

峯村忠司

樋口昇一

神林幹生

小林秀夫

岡田正彦

峯村忠司

西尾紀雄

小林秀夫

参 事

事務局総務部長

同 調査部長

長野調査事務所長

同 庶務課長

同 調査課長

同 調査研究員 野村一寿

井口慶久

広田和穂

調査期間 平成 4年 4月 6日 ～12月 17日

前年度からの継続で、①-lC06、 ②-lB0405、 ③-1地区の調査が行われ、遺跡全体の発掘

調査も終了を迎えることとなる。本年度調査区においても弥生時代後期～古墳時代の遺構が大量に発見さ

れた。その中でも古墳時代中期に属する河川址 (SG3)の 調査では、大量の土器・木製品が出土した。

特に木製品については洗浄と台帳整理も行われた。弥生時代中期面の調査では大型蛤刃石斧の製作関連資

料も発見された。また、弥生時代中期面はSG3以 北には存在しない事が明らかとなった。

(5)平成 5(1993)年度

整理体制  事務局長

参 事

事務局総務部長

同 調査部長

長野調査事務所長

同 総務部長補佐 (兼長野調査事務所庶務課長)羽生田博行

長野調査事務所整理課長

同 調査研究員 野村一寿

原 明芳

本年度より整理作業となる。遺物注記、遺構図修正、全体図作成などが行われた。また平成 6年度は整

理作業を一時中断している。

(6)平成 7(1995)年度

整理体制  事務局長

事務局総務部長

同 調査部長 (兼長野調査事務所長)

同 総務部長補佐 (兼長野調査事務所庶務課長)外谷 功

長野調査事務所調査課長 百瀬長秀

同 調査研究員 広田和穂 贄田 明 徳永哲秀 山本 浩

遺物整理を中心に行った。土器は弥生時代中期～中世までの接合を行い、同時に各時代毎の遺構数を把

握した。木製品はSG3出 土木製品の整理と実測および、PEG処理が行われた。金属製品は保存処理が

行われた。骨鑑定については京都大学霊長類研究所の茂原信生教授に依頼した。
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(7)平成 8(1996)年度

整理体制  事務局長

総務部長

(9)平成10(1998)年度

整理体制  所長

副所長兼管理部長

管理部長補佐

調査部長

調査課長

調査研究員 広田和穂 贄田
遺構・遺物の図版作成、原稿執筆を行い

4 委託事業等

調査部長 (兼長野調査事務所長)

同 総務部長補佐 (兼長野調査事務所庶務課長)
長野調査事務所調査課長

同 調査研究員 広田和穂 贄田 明 伊藤友久

事務局総務部長

同 調査部長 (兼長野調査事務所長)
同 事務局総務部長補佐 (兼庶務課長)
同 調査課長

青木 久

西尾紀雄

小林秀夫

外谷 功

百瀬長秀

山崎まゆみ

徳永哲秀 西鳴 力 臼田広之
遺物整理は、土器の実測を弥生時代中期～中世まで行った。木製品はSG3出 土木製品の実測とトレー
ス及び図版組、同遺構出土建築部材の実測とトレースを行った。また、木製品の写真撮影も開始した。樹

種同定については東北大学大学院理学研究科の鈴木三男教授に依頼した。PEG処理も前年度に引き続い

て行われた。金属製品、骨製品、玉製品については実測、 トレースおよび図版組を行い、弥生時代中期磨
製石斧製作関連資料について接合を行った。遺構整理は、遺構の属性分析、遺構図の修正を行った。

(8)平成 9(1997)年度

整理体制  事務局長 青木 久

山崎悦雄

小林秀夫

外谷 功
土屋 積

同 調査研究員 広田和穂 贄田 明 山崎まゆみ 西島 力
遺物整理は、土器の トレースと図版作成、写真撮影と写真図版の作成。弥生時代中期石器類の実測、 ト
レースおよび写真撮影。木製品のPEG処理も行った。遺構整理は、遺構分布図および時代毎の遺構図版
の作成とトレース、原稿執筆を行った。

佐久間鉄四郎

山崎悦雄

宮島孝明

小林秀夫

土屋 積
明 山崎まゆみ 町田勝貝J

報告書が発行された。同時に遺物・図版類の収納 も行った。

委託事業等に関して下記の諸先生・諸機関に執筆を依頼し、玉稿を賜った。記して謝意を表する。

(敬称略)

土器の胎土分析 :帥第四紀地質研究所 井上 巌
石器の石材分析及び材質鑑定 :パ リノ・サーヴェイ株式会社・野尻湖ナウマンゾウ博物館 中村由克
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石器・玉類・紡錘車等の石材分析 :糸魚川市フォッサマグナ ミュージアム 宮島 宏

ガラス玉分析 :東京大学アイソトープ総合センター 小泉好延

東京大学原子力研究総合センター 小林紘一

木製品樹種同定 :東北大学大学院理学研究科 鈴木三男・農水省森林総合研究所 能城修一

人骨・獣骨鑑定 :京都大学霊長類研究所 茂原信生

弥生時代中期の織物鑑定 :奈良国立文化財研究所 高妻洋成

川島織物文化館 高野昌司・東大阪市文化国際課 酒野晶子

石器の実測用写真・大型木製品の実測 :株式会社シン技術 コンサル

石器の付着物分析 :川 崎テクノリサーチ株式会社  パ リノ・サーヴェイ株式会社

昆虫同定・種実同定・珪藻分析・花粉分析・プラン ト・オパール分析 :パ リノ
。サーヴェイ株式会社

5 整理作業の分担

本遺跡の整理作業では各作業を以下の調査研究員が担当した。

遺物実測 トレース 土器・土製品・玉製品・石製品・金属製品・鍛冶関係…広田和穂・贄田 明

木製品…贄田 明

建築部材…伊藤友久

石器関係…町田勝則

遺構図・全体図作成、 トレース・遺跡内基本層序・地形・地質…野村一寿・山崎まゆみ

土器の復元 0補強…徳永哲秀

遺物写真撮影…西島 力

遺物保存処理・修復…白沢勝彦・山本 浩・臼田広之

本遺跡の整理作業では以下の整理補助員に御協力いただいた。記して謝意を表する (五十音順
・敬称

略)。

阿部高子 安藤武子 飯島公子 池田圭好 宇賀村節子 臼田知子 内山佳代子 内山文枝 内山美砂

大沢映子 大沢 豊 大田節子 片桐ゆかり 唐沢あや子 北沢節子 北島康子 窪田 順 熊木澄江

桑原はるみ 小出紀彦 小平道子 児玉昌之 小林タイ 小山勝子 佐々木勅美 佐藤 進 佐藤弘子

椎塚フサ江 宍戸静江 島崎信江 島田恵子 清水栄子 招田伸子 高橋美穂 田川和枝 多羅沢美恵子

土屋京子 寺沢光子 豊田千咲 中沢さかえ 中村紀子 名取さつき 西川恵美子 西澤すみ江

西沢米子 西村美登子 長谷川征子 深沢恵子 保坂豊子 堀木照美 松沢まさ子 松林節子 丸山和子

丸山園枝 丸山裕子 三石恵子 三井美津子 峯村恵子 峯村敏子 宮入さち 宮沢晴子 宮下勝子

宮下孝一 宮島珠子 宮原明美 宮原ゆき子 八重田るみ子 八代聖子 柳原澄子 山岸隆男 山崎明子

山田理恵 山本洋子 横谷洋子 米田ちえ子 米山広美 渡辺恵美子
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第 2節 調査の方法

1 発掘調査の方法

(1)遺跡の名称と記号

遺跡名称は、長野県教育委員会の遺跡台帳に記載されている「榎田遺跡」としたが、調査過程において

当初の範囲から大幅に拡大している。また記録の便宜を図るために、遺跡記号を与えた。当センターでは、

長野県内を9地区に分けて記号を付しているが、そのうち長野市、上水内郡等の「B」、次に遺跡のロー
マ字表記から他遺跡との重複を避けて2文字をとり、「BED」 とした。この遺跡記号は遺物の注記、図面、
写真など全ての資料について使用されている。

(2)グ リッドの設定

グリッドの設定は、国土座標のメッシュに従うことを原則とした。測量基準′点は国土地理院の平面直角

座標系の原点 (第ⅥⅡ系、X=0.000 Y=0.000)を基点にした200m方 眼を大々地区 (200× 200m)と し、
それを分割して大地区 (40× 40m)・ 中地区 (8× 8m)・ 小地区 (2× 2m)の 4段階とする。本遺跡
は全長約 930mに及ぶ調査範囲を対象とし、北西から南東に向かって I区、Ⅱ区、Ⅲ区……の順に10の

大々地区を設定した (第 2図 )。 この大々地区を25区画に分割して大地区とし、北西から南東へA、 B、

C……・の大文字アルファベットを付した。更に大地区を25区画に分割し、北西から南東へ 1、 2、 3・……

のアラビア数字を付した。実際上の測量基準杭は中地区のメッシュを基本とし、測量業者に委託して設定

した。

調査で検出された遺構の記録および遺物の取り上げには遺構の個別名などの他に、中地区の基準杭、グ

リッド名称を用いた。

(3)工程上の調査範囲と調査区

本遺跡の調査工程は、年次ごとの工事工程や用地買収などの制約により、調査の質、効率の上では極め

て変則的な分割範囲を設定せざるを得なかった。さらに、排土処理の用地及び運搬道の確保、安全対策等

調査実施にともなう諸問題により、年次ごとに調査範囲が限定され、また、調査班内の分担区域によって

細分されている。そのため、調査進行上の必要から、上記グリッドとは別に地区名称として○区―○を用

いているが、上記のグリッド設定は一貫したものである。

本書では、平成元年度から4年間の発掘調査段階で設定された工程に従った調査区の略称を用いた。記
載の上で区別するため、工程上の調査区の場合○内アラビア数字を用いている。挿図及び文章中において

は、○地区とグリッドの 2種の記載をもって調査範囲を明記した。

(4)遺構記号と遺構番号

遺構名称は記録、遺物の注記等の便宜を図るため記号を用い、遺構番号は時代等にかかわらず種類ごと

に検出順に付した。遺構記号は、基本的に検出時に、主として平面的な形態や分布の特徴をオ旨標として決

定するため、必ずしも個々の遺構の性格を示すものではない。本書では混乱を避けるため、記号・番号を

付した遺構に関しては、原則として調査時のものをそのまま用い、変更は行っていない。このため番号に

は欠番があり、 1桁数字から5桁数字など様々なものがある。最終的な遺構記号・番号の決定は整理作業
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(中・小地区割付図)
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第 2図 調査区位置図およびグリッド設定図
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第 2節 調査の方法

の段階で行われた。遺構記号を変更した場合は、変更内容とその理由を事実記載に示した。このような例

は河川址 (沼址で登録)や弥生時代後期～古墳時代前期の周溝墓 (溝址・土坑などで登録)に 多い。
また遺構として認められなかった場合や、番号が重複しているものなどについても変更を行っている。

本書で用いた遺構記号は以下の通 りである。

[SB]2mを 目安とし、それ以上の大きさの方形・円形・楕円形の掘 り込み。 (竪穴住居址、竪穴状遺構 )
[SK]SBよ り平面形が小さな掘 り込み。 (土坑、貯蔵穴、井戸址)
[SD]帯状に連続する掘 り込み。 (溝址)
[SQ]遺物が面的に集中するもの。 (祭祀址、ごみ捨て場等)
[SF]単独で存在し、火を焚いたあとが面的に広がるもの。 (火床、炉址、焼土址)
[ST]小さな落ち込みや石が一定間隔で方形、円形に配列されるもの。 (掘立柱建物址)
[SG]湿地状の落ち込みが広範囲に広がるもの (沼址)
[SX]以上の遺跡記号に該当しない不明遺構。
[NR]自然流路

(5)遺構の調査方法

現耕作土直下が遺物包含層という試掘調査の結果をふまえ、まず重機で現耕作土を除去した後、前述の

ようにグリッドを設定して、人力で遺構検出を行った。この際出土した遺物はグリッド名か帰属遺構名を

付して取り上げた。検出された遺構は、平面形で重複関係を把握してから掘 り下げ作業にかかった。精査

する順番は、重複関係の新しいものから古いものへ、という流れで行った。竪穴住居址を例にとると、ま

ず主軸方向とそれに直交する方向に先行 トレンチを入れて、床・壁と覆土の堆積状況や埋没状況を確認す

る。次に覆土を十文字の帯状に残し、層位毎に掘 り下げるという方法をとった。この際出土した遺物のう

ち、完形品や大きな破片は出土位置に残し、他は一括した。土層記録後は帯状部を除去し、残した遺物の

位置や出土状態を記録して取り上げた。その後、床面を精査して柱穴や炉などの検出を行った。竪穴住居

址・掘立柱建物址の柱穴や土坑などは、三分割して土層断面を観察しながら同様の手順で調査を進めた。

また溝址も溝方向に直交して裁ち割って土層観察を行い、同様の手順で調査を進めた。

(6)測量の方法

遺構の測量は遣り方測量により、中地区 (8× 8m)単位に区切った割付図を作成し、
図として主に住居址と掘立柱建物址や土坑の一部を実測した。縮尺は 1三 20を基本とし、

10と した。この他一部の地区では航空測量を業者委託して行った。

(7)写真撮影

遺跡の景観や遺構、出土遺物の撮影には、ニコンFM2(35mm)と マ ミヤRB 6× 7、
クス6× 7を使用し、いずれもモノクロとカラーリバーサルで撮影した。ただし、 6× 7

また、イ固別遺構

必要に応じ1:

またはベセンタッ

カメラは遺構の

状況により必要に応じての使用を原則とした。

写真撮影は調査研究員が行い、現像は業者に委託した。また、空中写真はすべて委託である。遺物写真

の撮影および遺構・遺物写真の焼き付けは、当センターの写真セクションが実施した。

(8)地図・航空写真

本書掲載の地図・航空写真については以下のものを使用した。
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第I章 序  説

地図については、 日本道路公団作成の上信越 自動車道平面図 (1:1,000)、 建設省国土地理院発行
の地

形図 (1:25,000、 1三 50,000)、 長野市発行の長野市都市計画図 (1:2,500)と 防災基本図を使用 した。

写真図版掲載の航空写真は、株式会社パスコに撮影を委託 した。

2 整理作業の方法

(1)遺構の整理方法

本文中でイ固別に記述した遺構に関しては、個別遺構図を掲げたが、観察表
・全体図だけに止めた遺構も

多い。

A 遺構分布図

弥生時代後期～平安時代・近世 と時期不明の遺構は、切り合い関係で遺構を分離することが困難

なため、該期を総て含んだ遺構分布図を掲載した (第 III章第15図
～第24図 )。 また弥生時代中期 と中世

については独自に遺構分布図を掲載した (第 9図～第14図・第25図
～第27図 )。 遺構分布図中の遺構記

号は、密集度が激しいため、住居址の場合は「SB」 を外して番号のみ示している。それ以外の遺

構は頭に遺構記号を付けた。

B 遺構の記述方法

それぞれの遺構の性格に応じて、下記のように記述し、すべての遺構を同様の方法で記述しな
い。

住居址は時期を問わず、残存状況の良好なもの、または遺物の一括性の高いものにつ
いて、個別

遺構図を示して事実記載をした。弥生時代中期の大半、弥生時代後期から平安時代の約1/3が該当

する。

住居址以外では、周溝・流路・墓坑・井戸など性格の判明したものを同様に掲載した。溝址
・土

坑などは弥生時代中期を除き時期を確定できるものは少ない。掘立柱建物址は時期判定の材料が乏

しいので、時期毎には記述しなかった。本文中で記載しても個別の遺構図を示さなかったものに
つ

いては、遺構分布図を参照されたい。

以上の個別記載遺構の他、住居址のすべてと遺物図を記載した遺構について、それぞれ観察表を

付した。そのため内容の不明確な遺構に関して、本文・個別図版
・表のいずれにも記載されないも

のもある。

遺構図中に示した遺物は出土位置の明確なものであり、これらも含めて、覆土一括とされて出土

位置を正確に示せないものなどは、別に第 3分冊 (遺物図版)に示してある。

本文中及び観察表では下記のように記載した。

a 竪穴住居址

主軸方位 :カ マ ドの中軸線を主軸として、座標北から東西方向への角度を計測した。

カマ ドを持たない住居址では長軸を主軸とした。

形  態 :短軸と長軸の比 1:1.1を もって方形、それを上回るものを長方形とした。

規  模 :主軸上の床面差し渡しと、直交軸の床面差し渡しを計測した。全長が計測できない

ものは ( )を付けて表示した。

床 面 積 :主軸×直交軸の数値を採用した。全体のプランおよび面積が明確でないものは

( )を付けて表示した。ただしカマ ド部分は含まない。弥生時代中期のものにつ

いてはプラニメーターで計測し、 3回の平均値を採用した。

炉・カマ ド位置 :住居内部からみた位置であり、東西南北で表示した。
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第2節 調査の方法

b 掘立柱建物址

記載は、一部を除いて原則的に竪穴住居址 と同様であるが、建物の平面図の長軸を「桁行」、

短軸を「梁行」とした。

主軸方位 :桁行方向について座標北から東西方向の角度を計測した。

規  模 :例えば桁行 3間、梁行 2間の建物の規模は 3間 ×2間 と表す。
柱間間隔 :柱穴の中心または掘 り方の心々間の距離を測り、最小値 と最大値を表示した。

面  積 :桁行×梁行の数値を採用した。

(2)遺物の整理方法

A 土器
土器の整理は以下の手順によっているが、作業内容についていくつか補足しておく。

洗浄→注記→遺構別出土土器の確認→接合→時期別分類→実測用遺構選別→実測用土器補強復元
→実測→法量計測→写真撮影用土器選別→写真撮影→計測用遺構選別→器種組成計測→収納
a 遺構別出土土器の確認
整理時の照合の結果、遺構図内の出土記録と出土遺物が一致しないものも存在する。できるだ

け矛盾の解決を試みたが、混舌Lし たままの音6分もある。

b 接合
基本的に出土遺構ごとに接合作業を行い、遺構間の接合作業は実施していない。これは遺物量

が2000箱 を超え、時間的な制約からも接合関係を充分には行えないと判断したことが大きな理由

である。SG 3な ど大規模な遺構については、土器集中取り上げ地点や、調査グリッドごとに接

合を行い、その後器種別に分類して、各層位ごとに接合し、最後に層位間接合を試みている。こ

れも遺物量が膨大であるため、接合が充分とは言い切れない部分もある。

C 時期別分類

本遺跡においては遺構の切 り合いが激しく、異なる時代の遺構を同時に調査したため、一つの

遺構中においても複数の時期の遺物が混在することが多い。よって接合と同時に、当該遺構の主

たる土器の時期と遺構中での出土状況を検討しながら、各遺構の時期を認定した。しかし同一遺

構中の土器が特定時期にまとまらない場合や、出土量が少ない場合は、明確に時期を判定するこ

とが困難であり、時期不明とせざるを得ない遺構が多数存在する。

d 実測用遺構選別
上記の通り各遺構の時期を確定させた後に、土器を図化すべき遺構を選択した。遺物量からし

て、総ての土器を実測することは時間的制約からも困難であるため、時期の確実な遺構で、器種

組成が比較的良好な遺構を優先的に実測した。この結果、弥生時代中期遺物は検出面が独立して

いることもあり、大半の遺構の遺物を図化した。弥生時代後期～古墳時代前期に関しては、搬入

品が含まれるため、他の伴出品を含め、遺物が少量でも実測を行っている。古墳時代中期～後期

に関しては時期の明確な住居址約300軒のうち約1/3に ついて図化した。奈良 0平安時代について

は認定した住居址の大半を図化し、緑釉陶器や墨書土器については破片を含めて図化した。中世

については破片が中心となるが、時期の判別可能なイ固体を中心に図化した。       /
e 実測
基本的に1/4以上の破片で実測可能と判断したものを実測したが、搬入品など特徴的な破片な

どは残存率に関係なく実測した。しかし、紙幅の関係から実測図の一部を掲載できなかった。ま
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た、土器の情報についても量が非常に多く、観察表の掲載にも限界があるため、技法や調整
の特

徴を、切 り合い関係を含め、可能な限り図面中に盛 り込むようにした。しかし、大量
の土器を

扱ったため、事実誤認の表記もあると思われる。

f 器種組成の数量化

本遺跡では遺構内の混入遺物が非常に多いため基本的に器種組成の数量的計測は行わな
い。た

だし、古墳時代中期～後期の住居址については良好資料も幾つか見られ、何らかの傾向が
つかめ

ると判断して、集計を行った。実測個体 と非実測片のうち、1/4以上の大きさで器種識別可能な

個体を集計の対象とした。

B 石器
遺物の洗浄後、出土地区・出土遺構ごとに遺物台帳を作成し、注記作業を行った。注記後、石

器の器種別分類、接合および計測作業を行い、業者委託による写真実測 (撮影のみ)を 導入した

後、付加実測及びトレースを実施した。計測法・実測法については、
『第 2分冊本文編Ⅱ』第V

章第 2節に記述してある。

C 木製品

木製品の整理方法及び保存処理については『石川条里遺跡 第 3分冊』(長野県埋蔵文化財セン

ター発掘調査報告書26 1997)第 1章第 2節に準拠する。

D 玉製品・紡錘車・土製品

これらは発掘調査段階で抽出が行われており、本報告でも可能な限り実測し、紹介して
いる。

この他一連の整理過程で発見されたものも多く、すべてを抽出していな
い可能性も残る。

E 骨類・種子

骨類の取り上げは、調査時に樹月旨を塗布する方法と、ウレタンで周囲を固める方法などが用
い

られた。しかし整理作業までの期間が長かったために、調査時の状況を残す例は少なく、鑑定は

明確に種類と部位が判明する骨のみについて行った。また小破片などは調査記録に見られても、

残存しない例が多々存在する。

種子類は遺構調査時に肉眼識別して取り上げたものがほとんどで、採取方法に粗密がある。ま

た整理作業時に発見されたものはほとんどない。発掘調査時に一括して鑑定して
いるものの、各

遺構ごとの存否や数量比などは、自然条件や遺構の状況の他に、サンプリングおよびそれ以後
の

偶然に左右されている可能性がある。
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第 1節 遺跡の位置

第Ⅱ章 榎田遺跡周辺の環境

第 1節 遺跡の位置

榎田遺跡は長野盆地東部の長野市若穂綿内に位置し、千曲川右岸の後背湿地と中州状の微高地上に立地

する。調査地は、妙徳山北西部の太郎山山裾から須坂市に向かって、南西―北東―北方向に帯状に延び、

長さ約930m、 面積約44470m2を 測る。従来、榎田遺跡と認識されていた地域は、今回の調査地より東側の

位置であったが、本調査の結果、遺構、遺物が広範囲に分布し、遺跡の範囲がさらに広がることが確認さ

れたものである (第 3図 )。

第 2節 自然環境

長野盆地の地形

長野盆地は北東―南西方向に長さ約40km、 東西幅 8～ 10km、 面積およそ250kln2の規模を示 し、標高330
～400mの紡錘形を呈する盆地である。盆地の中央を南西―北東方向に千曲川が流れ、西側は西部山地、
東側は河東山地に明瞭に区分される。盆地周辺には流入する中小河川の扇状地が見られ、盆地の西側には

南から犀川、裾花川、浅川が流下し、それぞれ緩傾斜の扇状地を形成している。一方、東側には北から夜

間瀬川、松川、百々川が、西側扇状地に比べ傾きの急な扇状地を形成し、綿内以南の山麓には急傾斜の押

し出し地形が発達している。千曲川はそれらの扇状地の発達に影響され、蛇行 しながら流下する(第 4図 )。

第4図 長野盆地の地形(「中部地方 I」 赤羽・花岡1988に加筆)
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第Ⅱ章 榎田遺跡周辺の環境

千曲川の氾濫原上には、自然堤防や旧河道の砂堆・中州などの微高地と旧河道
・後背湿地などの微低地

があり、微地形を形成している。左岸側には、更埴市八幡から長野市東福寺にかけて大規模な自然堤防が

発達し、その西側には後背湿地が発達する。右岸側には雨宮、清野、松代、牧島の自然堤防が発達し、そ

の東側に湾入低地が形成されている。千曲川は犀川と合流後、長野市若穂付近で川幅を広げて網状の流れ

となり、盆地中央に広範囲な氾濫原を発達させている。

遺跡周辺の地形・地質

長野盆地東側の河東山地は、第二紀中新世の堆積岩類とこれを貫 く火成岩類からなり、壮年期の地形を

呈する。山地から北西方向に延びる尾根は、あたかもリアス式海岸のように複雑に入り組んだ山麓線を示

し、千曲川の氾濫原および支流の扇状地下に没している。遺跡周辺の山地は保科玄武岩類よりなる。保科

玄武岩類は、一部で変質した凝灰角礫岩や黒色頁岩を挟み、各所で輝緑岩の岩脈に貫かれて
いる。また、

変質安山岩や石英閃緑岩、扮岩などの貫入岩体も多くみられる。玄武岩溶岩は枕状構造を呈するものもあ

り、綿内大柳や須坂市井上との境界付近には良好な露頭が観察され、長野県の天然記念物に指定されて
い

る。弥生時代中期には、こうした後背山地の豊富な石材を用いて、様々な石器の製作がなされたものであ

ろう。

遺跡北東領1に は、松川、百々川、鮎川の各河川が広範囲な扇状地を形成している。これに比して南側で

は保科川、藤沢川、関屋川、神田川などが、盆地東縁の湾入部を埋積する小規模な扇状地を発達させて
い

る。これらの扇状地とは別に、河東山地山麓では崖錐性の堆積物の供給が多く、急傾斜の押し出し地形が

発達する。大規模なものとしては、須坂市八町の妙徳山北斜面、若穂山新田の集落が立地する妙徳山西斜

面などがある。

千曲川は若穂付近で犀川と合流し、流路をやや北に変更して両岸に広い氾濫原を持つようになる。この

あたりの千曲川右岸の氾濫原は、自然堤防と後背湿地、 1日河道に区分される (第 6図 )。 特に合流点付近で

は、砂礫の運搬量が多く、かつ急勾配で流入する犀川の影響を受けて、現在の流路よりも東側を蛇行して

いたものと考えられる。遺跡周辺の春山や綿内でみられる微低地には明瞭な旧河道地形が認められる。旧

河道は河東山地の山脚を洗い、湾入部に曲がり込んで流れ、多くの中州状の微高地を残している。このた

め、現在でもこのあたりには島、森、菱田、大橋、牛池、牛島などの地名が残っている。

榎田遺跡の立地する低地は、山新田からの押し出し地形の末端部と、旧河道及び後背湿地が交錯する位

置にある。従って、山地の張り出しにより複雑に流れを変えた旧河道跡が多数みられ、古来より洪水の常

襲地帯であったことが窺える。後背湿地には細粒の砂泥が堆積し、現在でも水田として利用されて
いるこ

とが多い。岩崎、菱田、森、島の集落を囲む水田域はかつての河道である。

調査区のほぼ中央を横断する東勝寺ナ巨付近には、旧河道であるSG3が 南西―北東方向に検出されてい

る。SG3は 南岸の弥生時代中期の住居址を切っていることから、弥生時代中期以降に形成されたもので

あろう。SG3底部で確認された礫層は、南側に向かって急に落ち込み、さらに深部へと連続する。②一

lB地区北側でのボーリング調査では、GL-28mま で中間部に有機質土を介在する粘性土層が堆積してお

り、礫層が確認されないこと等から、SG3以 南には旧河道の存在が窺われる。

大柳、清水、温湯付近の低地は、斜面からの伏流水が湧水となり地下水位が高いため、江戸時代から蓮

田として利用されている。調査区南端では、弥生時代中期の環濠集落や弥生時代後期の墓域が展開した後、

集落の発展がなかった。これは居住域として不適な湿地状の土地に変化したためと考えられる。

①-1,2,3地区付近は微高地で、地表面下1.25m付近まで砂質土が分布し、それ以深は砂礫層となっ

ている。この微高地上に弥生時代後期には墓域が形成され、以後古墳時代
～中世まで断続的に集落が営ま

れた。微高地は砂質土や砂礫が堆積し、現在でも畑、果樹園として利用され、集落が立地して
いる。
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(1:50.000)

琵 平成 5年  1

第 5図 遺跡周辺地形図
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日
現河道  日 囲

□

自然堤防

後背湿地旧河道

堤 防

扇状地 (高位)
および押出し地形

崖 錐

囲
扇状地 鮨 個 日

山 地

図第 遺跡周辺の地形区分図 (長野市防災基本図・1988に 加筆 )
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第 3節 基本層序

第 3節 基本層序

本遺跡は、千曲川右岸の後背湿地と中州状の微高地上に位置し、堆積土はシル トおよびピー ト質シル ト

や砂、砂礫などで構成されている。調査地区が広範囲に及び、かつ多年度にわたる調査のため、全ての調

査区の土層断面について共通の分層や記録は実施されていない。従って、幾つかの地′点での土層区分やテ

ストピット、地質ボーリング柱状図を照合して、共通する土層名を設定した。また、弥生時代後期～古墳

時代検出面以下の土層にっいては資料が少ないため、各検出面のレベルを参考として図示した (第 7図 )。

I層

IA層

IB層

IC層

ID層

Ⅱ 層

Ⅲ 層
Ⅳ 層

:現耕作土および弥生時代後期～近世の遺物 ,遺構の包含層で、 4層に分層される。
:層厚15～ 40cm、 黄褐色～暗褐色の砂質シル トを主体 とした現耕作土である。

:にぶい黄褐色シル トを主体とし、近世の遺物を包含する調査区もあるが、耕作による撹乱を

うけ、調査範囲全体には連続しない。層厚10～ 20cmで、遺構はほとんど検出されていない。

:褐灰色～黒褐色シル トを主体とし、下位層のくぼみにレンズ状に堆積する。連続性はなく、

地区により色調、土質が変化している。酸化鉄の集積が顕著で、固結度は低い。調査地区に

よっては奈良 0平安時代の遺物を包含するが、本層は面的にはほとんどとらえられていない。

:褐灰色～暗褐色の砂質シル トを主体とし、酸化鉄の集積が顕著で堅 く締まっている。層厚は

10～ 30cmで、弥生時代後期～中世の遺物が包含されている。本層上面を検出面としたが、遺

構覆土が褐灰色土のため検出は困難で、調査地区によっては弥生時代後期～中世の遺構を同

一面で検出する結果となった。ほぼ遺跡全体を覆っているが、①-6地区の一部で本層は欠
落している。

:灰色～灰白色の均質な砂層で、粘性は少なく、下位はグライ化して青灰色を呈する。ほぼ遺

跡全体を覆っており、SG3以 南の②地区では本層中に弥生時代後期の住居址が検出されて
いる。

:ピー ト質シル トニ細砂で構成される無遺物層。

:オ リーブ～暗オリーブ色の砂質シルトを主体とし、本層上面が弥生時代中期の検出面となる。

IB層～ID層は断面観察では分層されているが、色調、土質とも類似しており面的にとらえることは
困難であった。従って、現耕作土直下を検出面として ID層ないしⅡ層に落ち込む遺構を検出した。
調査区のほぼ中央を分断する河川址 (1日河道)SG3の 北と南では、様相をやや異にしている。SG3
以南では、シルトおよびピート質シルトが厚く堆積し、GL-28m以深まで礫層が確認されておらず旧河道
の存在が窺われる。弥生時代中期面は、旧河道が埋積する過程で形成された微高地上に展開したものと考

えられ′る。

②-3,4地区以南は、ピート質シルトや砂層が繰り返し堆積する不安定な低湿地である。土坑や溝以
外、該期の遺構が検出されていないことからも、居住域として適さない地域であったと言えよう。③-1
地区の珪藻分析結果による陸生珪藻と水生珪藻との比率から推測すると、弥生時代中期形成面は基本的に

は乾燥していたが、しばしば洪水の影響を受けていたようである。

③-3,4,5地区は山地に近接しており、旧河道による浸食をうけなかったためか検出面の標高は高い。
そのため弥生時代中期～後期までの遺構が同一面で検出されているが、後背湿地でもあり、湧水も多く、

常に湿地状の地帯であるため、居住域としての利用度は低かったと考えられる。
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第Ⅱ章 榎田遺跡周辺の環境

一方、 SG3以 北では弥生時代中期の包含層が存在せず、GL-1。 5m付近には砂礫層が分布する。 SG

3が居住域の北限となっていたか、もしくは中期から後期への堆積過程において、洪水が当時の表層を掃

流した可能性も考えられよう。その後、Ⅱ層が遺跡一帯を被覆し、起伏のあった地形をほぼ平坦にした結

果、居住・生活空間を拡大させたものと思われる。②-3,5地区ではSG3に向かって緩やかに傾斜し

てⅡ層が堆積する。SG3の形成時期は、覆土にⅡ層の堆積がみられないことから、弥生時代後期にはす

でに流路として存在していたものと考えられる。

①-1,2,3地 区はかつての自然堤防である微高地で、現耕作土下の包含層が薄く、弥生時代後期～中

世までの遺構がほぼ同一面で検出されている。
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第Ⅱ章 榎田遺跡周辺の環境

第 4節 周辺の遺跡

長野市若穂綿内地区には千曲川右岸の自然堤防上と旧河道の中州である微高地上に幾つかの遺跡が存在

し、綿内遺跡群 として把握されており (第 8図 1,15～ 17,19～ 21)、 榎田遺跡 (1)も この遺跡群に含まれる。

近年、周辺地域では発掘調査が進んでおり、遺跡間の関係も明らかになりつつある。

本節では榎田遺跡と関連する時期で、発掘調査が行われた遺跡を中心に概観したい (第 8図 )。

縄文時代 本遺跡では縄文時代中期の土器片が数片出土したのみである。周辺では、保科扇状地において

縄文時代後期～晩期の集落遺跡である宮崎遺跡 (33)が調査されている。

弥生時代中期 本遺跡では約40軒の住居址が調査され、大型蛤刃石斧の未製品と製作関連址、そして大形

溝に囲まれた環濠集落が発見されている。周辺では遺跡南方の尾根の反対側にある春山B遺跡 (29)で、

12軒の住居址が発見され、鉄石英を用いた管玉の未製品が出土した。また焼失住居である 1号住居からは

大型蛤刃石斧 8点、扁平片刃石斧 2点などと共に鉄斧が出土している。やや離れた松代においても松原遺

跡が調査され、住居址300軒以上にも及ぶ中期の大環濠集落が発見されている。ここでも大型蛤刃石斧な

どが出土している。この他に川田条里遺跡 (32)では水田遺構も調査されている。

弥生時代後期 本遺跡では100軒以上の住居址と円形周溝墓を含む墓域が発見されている。周辺の綿内地

区では高野遺跡 (19)で 40軒以上、春山B遺跡 (29)では35軒の住居址が調査されている。川田条里遺跡

(32)では水田も調査された。この他に、金口遺跡 (12)、 大柳遺跡 (23)、 岩崎遺跡 (20)、 長池遺跡 (30)

においても該期の遺物が確認されている。

古墳時代 本遺跡では、前期後半に遺構が激減する段階を経て、中期以降に住居址が爆発的に増加し、中

期～後期を通して500軒以上が存在したと考えられる。近接した高野遺跡 (19)で約10軒 の住居址が調査

されている。他は、古町遺跡 (15)、 金口遺跡 (12)、 塚本遺跡などで該期の遺構が確認されているものの、

周辺地区における集落の調査は進んでいない。本田遺跡は川田条里遺跡 (32)で調査されているが、綿内

地区では不明な部分が多い。

古墳は榎田遺跡に近接して、大柳古墳群 (24)と 清水古墳群 (25)が確認されている。いずれも積石塚

の円墳で、直刀・金環・玉類・埴輪・須恵器などが出土している。時期的に最も関連性が深いと推測され

るが、明確な記録は存在せず詳細は不明である。

一方、豪族や首長級の古墳 (群)は榎田遺跡からやや離れた地域に存在する。遺跡から北へ約 3～ 5 km

離れた須坂市の鮎川と百々川流域の扇状地においては多数の積石塚古墳が発見されている。まず鎧塚 1号

墳 (4)は前期後半の築造と推測され、当古墳群の中でも最古に属している。続 く天神 1号墳 (6)。 は中

期後半の築造と推測され、円筒埴輪や形象埴輪 (家形埴輪や椅子形埴輪など)が出土している。榎田遺跡

では高床式建物と思われる建築部材が出土しており、建物の構造を推測する際に本古墳出土の家形埴輪を

参考としている。鎧塚 2号墳 (4)は 中期後半の築造と推測されている。出土品の中ではalT子噛文の帯金

具・鈴杏葉など大陸系の影響も見られる。この地域の積石塚古墳は中期に盛行し、後期古墳は少ない。後

述の地域 とは対照的であり、榎田遺跡の集落の消長と関連して興味深い。

つぎに遺跡から南へ約 5 km離れた保科および川田地区に目を向けたい。ここでは丘陵部と扇状地に多数

の古墳群が存在しており、北信地域の中でも有数な古墳密集地である。和田東山古墳群 (38)は 尾根上に

3基の前方後円墳と2基の円墳があり、前期から中期にかけて築造されたと推測され、当地域の首長系列

を示すと思われる。本古墳群の西方の尾根には大星山古墳群 (40)が存在する。この古墳群は前期後葉

～中期中葉の間に 3号墳 (円墳)→ 1号墳 (方墳)→ 4号墳 (方墳)→ 2号墳 (方墳)の順で築造されて
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第 4節 周辺の遺跡

第 8図 周辺遺跡分布図
1榎田遺跡 2高 梨氏居館推定地 3須 田城址 4鎧 塚古墳群 5米 持遺跡 6天 神 1号墳 7福 島城推定地 8東 畑遺跡 9藤 山古墳 10竹の
城址 11井上氏居館址 12金口遺跡 13十九ヶ塙城址 14城の峯城址 15古 町遺跡 16南条遺跡 17島遺跡 18小柳井上氏居館址 19高野遺跡
20岩崎遺跡 21菱田遺跡 22前山田遺跡 23大柳遺跡 24大柳古墳群 25清水古墳群 26Jヒの脇遺跡 27春山城址 28春山遺跡 29春山B遺跡
30長池遺跡 31川 田氏居館址 32り |1田条里遺跡 33宮崎遺跡 34長原古墳群 35霜台城址 36須釜古墳群 37高下古墳群 38和 田東山古墳群 39
片山祭祀遺跡 40大星山古墳群 41大室古墳群 (北山支群) 42大室古墳群 (大室谷支群)

いる。このうち 4号墳は積石塚古墳である。大星山古墳群と東山古墳群の間には人面土器を出土した片山

遺跡 (39)が存在する。若穂地区にはこの他にも多くの古墳群が見られる。特に扇状地部には積石塚古墳

である長原古墳群 (34)が後期中葉以降継続して作られてゆく。また和田東山・大星山の位置する尾根の

先端と反対側には長野県最大の積石塚古墳の集中地域である大室古墳群 (41,42)が存在する。

奈良時代～平安時代 榎田遺跡においては奈良時代中期の住居址が数軒存在するものの、住居数が増加す
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第Ⅱ章 榎田遺跡周辺の環境

るのは平安時代 (9世紀中葉～後半)に入ってからで、約30軒確認されている。近接地では南条遺跡

(16)で平安時代以降を主体とする100軒以上の住居址、高野遺跡 (19)に おいても奈良時代
～平安時代の

住居址100軒以上、岩崎遺跡 (20)で も平安時代の住居址が数軒発見されている。これらの遺跡は現在発

掘中であり、今後調査が進む中で当地の古代の様相はより明らかにされて行 くだろう。

中世 本遺跡ではL字状の溝に囲まれた掘立柱建物群が発見されている。遺物は14～ 15世紀代の陶磁器片

が少量出土している。同時期に須坂～綿内周辺には井上氏が勢力を有 しており、須坂市井上の居館址

(11)以外にも綿内の小柳にも分家が存在したとされ (10、 榎田遺跡で発見された遺構とも密接に関連し

た可能性がある。遺跡周辺の北側丘陵上では城の峯城址 (14)、 南の峰には春山城址 (27)が存在する。ま

た前山田遺跡 (22)や北の脇遺跡 (26)の調査も行われ、掘立柱建物群が発見されており、周辺の資料も

次第に蓄積されつつある。
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周辺遺跡の情報については長野市埋蔵文化財センターの皆様から御教示をいただいた。記して謝意を表したい。
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第 1節 遺構の概要

第Ⅲ章 調査成果

第 1節 遺構の概要

榎田遺跡の調査範囲は全長約930m、 幅約55m(一部約35m区間を含む)に及び、北から①～③区に調査区
を大別し、更にその中を作業工程に合わせて細分して発掘を行った。遺構が検出されたのは、基本層序の

ID～ Ⅱ層とⅣ層の 2面である (第Ⅱ章第3節 )。 調査時の所見では若干 IC層でも奈良時代～平安時代の
遺構が検出したとされるが、詳細は不明である。

ID層は調査区の全体に広がり、ほぼ全面を調査している。この層は弥生時代後期～古墳時代前期、古
墳時代中期～後期、奈良時代～平安時代、中世、近世までの遺構・遺物を包含し、その数は住居址約1000

軒、掘立柱建物址約110棟、溝址約230条、土坑2000基以上を数える。

これらの中で、中世遺構は黒色土層を覆土に持つことから分離することが可能であったが、弥生時代後

期～平安時代までの遺構は、覆土も類似し、検出面を分離することが不可能なため、ほぼ同時に調査が行

われた。また、遺構数が非常に多く、密集度も高いために、切り合い関係で時期を判別する事も困難な状

況であった。よって遺構の時期については、遺構覆土から該期の遺物が一定量出土した場合、もしくは遺

構の形態から確実に該期と判断できた場合のみ認定を行った。そのため覆土内の遺物量が少量であったり、

切 り合いが激しく、遺構の形状が不明な場合は時期を認定することには無理があり、時期不明と判断した

遺構は相当数に上る。特に掘立柱建物址については、複数の遺構との切 り合い関係に関する調査時での判

断と、個々の遺構の時期とに矛盾があり、明確に時期が認定できた例は極めて少ない。このように ID層
の検出遺構は時期を明確にできたものもあるが、時期を判断しがたい遺構も多数あり、各時期における詳

細な集落変遷や構造の解明には限界がある。

Ⅱ層は調査区全面に広がるものの、調査区中央部のSG3以 南において弥生時代後期～古墳時代前期の
遺構が若干検出されたのみである。しかしこれらの遺構は ID層から掘 り込まれており、Ⅱ層独自に遺構
を抽出することは出来ない。

Ⅳ層は、調査区中央部の②-3A地 区、②-4地区、②-5地区以南において部分的に堆積しており、
弥生時代中期の遺構・遺物のみが包含され、その数は住居址43軒、掘立柱建物址 1棟、溝址25条、土坑
100基 を数える。本層はⅡ層との間に無遺物層を介在させることから、該期の集落の様相を把握すること

が出来た。

遺構分布図と遺構記号・番号と遺構の記述方法については第 I章第 2節 1を参照。
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第Ⅲ章 調査成果

第 9図 遺構分布図 弥生時代中期  (1)
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第 1節 遺構の概要

第10図 遺構分布図行図 弥生時代中期  (2)
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第Ⅲ章 調査成果

弥生時代中期  (3)第11図 遺構分布図



第 1節 遺構の概要

第12図 遺構分布図 弥生時代 中期  (4)
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第Ⅲ章 調査成果

⑩

第13図 遺構分布図 弥生時代中期 (5)
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第 1節 遺構の概要

0    (1 :400)   10m

第14図 遺構分布図 弥生時代中期 (6)
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第Ⅲ章 調査成果

第15図 遺構分布図 弥生時代後期～平安時代 (1)
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第16図 遺構分布図 弥生時代後期～平安時代 (2)
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第Ⅲ章 調査成果
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第17図 遺構分布図 弥生時代後期～平安時代  (3)



第 1節 遺構の概要

第18図 遺構分布図 弥生時代後期～平安時代 (4)
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第Ⅲ章 調査成果

第19図 遺構分布図 弥生時代後期～平安時代 (5)



第 1節 遺構の概要

第20図 遺構分布図 弥生時代後期～平安時代 (6)
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第Ⅲ章 調査成果

第21図 遺構分布図 弥生時代後期～平安時代 (7)
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第 1節 遺構の概要

第22図 遺構分布図 弥生時代後期 ～平安時代  (8)

一- 37 -―



第Ⅲ章 調査成果

第23図 遺構分布図

o   (1 :400)  10m

弥生時代後期～平安時代  (9)

- 38 -



第 1節 遺構の概要

第24図 遺構分布図 弥生時代後期～平安時代 (10)
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第25図 遺構赤布図 中世 (1)

―- 40 -―



第 1節 遺構の概要

0   (1 :400)  lom

第26図 遺構分布図 中世  (2)
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第Ⅲ章 調査成果

第27図 遺構分布図 中世  (3)
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第 2節 弥生時代中期

第 2節 弥生時代中期

1 概要 (第 9～ 14図 )

弥生時代中期の遺構は、②～③地区で検出され、平成 2～ 4年度に調査が実施された。諸般の事情から、

年度毎に各地区を細分した分割調査 となったが、遺構の状況は一様ではなく、弥生時代中期の集落像を把

握するにあたって良好な成果を得ている。以下、各地区の調査状況を簡単に述べ、様相を整理しておく。

本遺跡では、②-3A、 ②-4～ 5地区と、③-3～ 4地区で集落址が確認されたが、その性格は大き
く異なる。②-3A地区は、平成 2年度に調査が行われ、竪穴住居址16軒、溝址 4条、土坑約10基が検出
された。平成 4年度には、②-3A地区の東側に接する②-4～ 5地区で竪穴住居址19軒、平地式住居址
1軒、溝址21条、掘立柱建物址 1棟、土坑約90基が調査され、遺構が連続して分布する状況から、両地区

に跨って集落址が存在する事が判明した。遺構の検出面は、基本土層の第Ⅳ層オリーブ～暗オリーブ色土

で、第 I層褐灰色土層および、第Ⅱ層灰色土を検出面とする、弥生時代後期以降の検出面とは明確な差異

が認められた。このため、遺物での時期判定が不可能な遺構も、第Ⅳ層で検出されれば、弥生時代中期所

属の遺構と認識している。

②-3～ 5地区の集落址は、竪穴住居址、平地式住居址、掘立柱建物址、溝址、土坑で構成される。遺
構間の重複が激しい地区であり、特に、②-4～ 5地区に集中する傾向が見受けられる。しかし、②-3
A地区は、②-4～ 5地区から連続する溝址が検出されない等撹乱の影響を受けており、遺構分布にこう
した状況がある程度反映していると思われる。遺構の主体は、竪穴住居址で、後述するとおり平面形態、

柱穴配置、付属施設等に多様性があり、また、近年、中野市栗林遺跡 (中島1997)や長野市松原遺跡 (青木

1996)で報告された平地式住居址が 1軒確認され、竪穴住居址と併存する。竪穴住居址の遺物は、質、量

ともに豊富であり、栗林式後半期に所属する良好な土器の一括資料が得られた他、磨製石斧の製作を示す

資料が出土した。磨製石斧は、大型蛤刃石斧の未製品や原石が多数見られ、製作工程の復元およびそれら

を保有する集落の性格が注目されよう。調査範囲の限界から、集落域および全体の集落構成は明らかでな

いが、②-5地区を横切る河川址SG3以北では、該期の遺構、遺物が検出されず、検出面となった基本
土層の第Ⅳ層自体が存在しない。また、SG3の南岸では、侵食を受けた竪穴住居址 S B841、 843が存在
するため、河道が集落北端を流れ、これが北限になった可能性が高い。また、南限は、②-3A地区に近
接する②-lA地区北端で溝址 S D 318が検出されており、S D318か ら南側のS D319に 至る範囲は、遺
構、遺物がほとんど検出されていない事から、S D318付近が集落の南限と推定されよう。なお、S D318

では、土器および礫の投棄がなされている。

平成 2年度調査の③-3～ 4地区では、住居址群を大形溝で囲む環濠集落が検出されている。調査区の
西側には、沼地が大きく入り込み、その沼地をとりまく様に 7軒の竪穴住居址および約30基の土坑が確認

された。竪穴住居址と土坑は、東側を大形溝のS D81で囲まれ、また、S D81の 内側には小形溝のS D92、

94が併走する。S D81の外側は、約25mの距離を保ちながら更にS D97が巡り、S D81と S D97で構成さ

れる空間には竪穴住居址はなく、土坑、環状又は弧状の溝址のみで、住居址群とは一線を画している。S

D318南側の遺構空白域を置いて、 S D 319が位置するが、S D319か ら③-3～ 4地区の集落址までの空
間は、②-lA～ B、 ③-1～ 2地区の調査結果から、溝址及び土坑が占拠する事が判明している。上述
のとおり、居住域を囲むS D81の 外側にも溝址および土坑が配置されるが、両者が連続性を有するかどう

かは明らかではない。環濠集落の時期は、出土土器の様相から栗林式後半期に所属し、②-3Aお よび
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②-4～ 5地区に展開する集落址と同時期と判断される。しかし、③-3～ 4地区では、土坑のS K5495、

5497か ら住居址出土土器より若干古い栗林式前半期の土器が出土し、また、遺構外出土土器にも同様の資

料が見受けられ、本地区がやや先行して利用された状況が窺われよう。S K5495出 土土器は、蓋を持
つ無

頸壺であり、更に、女性の可能性が高い歯が出土した点から墓址の性格を帯びた遺構である。また、SK

5497お よび遺物が出土しなかった他の土坑についても、同様の性格を有する土坑が存在すると考えられ、

栗林式前半期は墓域が展開していた可能性が示唆される。

以上の様に、本遺跡では、栗林式前半期の墓域と、後半期に所属する環濠集落および環濠を持たな
い集

落が、約250mの距離を置いて同時に共存していた景観が看取されよう。

遺構は、竪穴住居址、平地式住居址、溝址、土坑、掘立柱建物址が調査されたが、残存状態が良好な遺

構を抽出して報告する。個別図を提示しない遺構についても、事実記載を行った遺構があり、この場合は、

全体図 (第 9～ 14図 )を参照されたい。また、竪穴住居址は、検出された全てに対し第 1表にデータを示し

た。

2 竪穴住居址

第113号住居址 S Bl13(第 28図 )

位   置 :③ -4 ⅥV-11

形態・規模 :IB  4。 9× 3.lm 床面積 13.70ぽ

主軸の方向 :N36W

新 旧 関 係 :な し

出 土 状 況 :住居内中央～周辺のほぼ床面直上から、壺、甕、台付甕、鉢が出土した。

床   面 :堅緻な部分や貼り床は認められず、全体に軟弱。

炉   t」L:検出されなかった。位置的にはP6付近と考えるが、P6の言己録がなく、詳細不明。

柱   穴 :4基の主柱穴を、長方形に配置する (Pl～ 4)。 また、中心軸線上にP5、 6を検出した

が、掘 り込みが浅 く性格不明。

第157号住居址 S B157(第 29図 )

位   置 :③ -3 Ⅵ R-14,15,19,20

形態 0規模 :IA  5。 8× 4.4m 床面積 23.46ぽ

主軸の方向 :N13E

新 旧 関 係 :な し

出 土 状 況 :土器は、炉址の北側に集中し、ほぼ床面直上から完形または完形に近い状態で壺、甕、鉢

が出土した。またt石器は、磨製石鏃が炭化材の下位より出土した。

床   面 :堅緻な部分や貼り床は認められず、全体に軟弱。全体に灰および炭化物が分布し、炭化材

は中央に向かってFllれた状態で出土。

炉   址 :中央よりやや北側に、径約40cmの地床炉を検出。浅い掘り込みを持ち、中央よりややずれ

た位置で火床を検出。

柱   穴 :北壁に 1基 (P4)、 南壁に 3基 (Pl～ 3)が検出されたが、全体の配置は不明。

備   考 :焼失住居。
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第 158号住居址  S B158(第 30図 )

位   置 :③ -3  Ⅵ R-23、 ⅥW-03
形態・規模 :IC  4.3× 2。 95m 床面積 (10。 61)が

主軸の方向 :N23E

新 旧 関 係 :な し

出 土 状 況 :な し

床   面 :堅緻な部分や貼り床は認められず、全体に軟弱。
炉   址 :撹乱を受けて不明。
柱   穴 :3基の主柱穴を検出した (Pl～ 3)。 撹乱を受けた範囲に 1基の柱穴が想定され、対称構

造の長方形配置と思われる。

第160号住居址 S B160(第 30図 )

位   置 :③ -3  Ⅵ R-18,19,23,24

形態・規模 :そ の他  4。 65× 2。 9m 床面積 10。 27m2
主軸の方向 :N58W

新 旧 関 係 :S B161を 切る。

出 土 状 況 :な し。

床   面 :堅級な部分や貼り床は認められず、全体に軟弱。
炉   址 :検出されなかった。
柱   穴 :検出されなかった。

第161号住居址 S B161(第 30図 )

位   置 :③ -3  ⅥR-18,23

形態・規模 :その他  5.65× 3.5m 床面積 (10。 53)m2

主軸の方向 :N12E

新 旧 関 係 :S B 160に 切られる。

出 土 状 況 :覆土中から、土器の小破片が若干出土した。

床   面 :堅緻な部分や貼り床は認められず、全体に軟弱。
炉   址 :検出されなかった。
柱   穴 :検出されなかった。

第457号住居址 S B457(第 31図 )

位   置 :② -3A  Ⅳ R-15、 Ⅳ S-11

形態・規模 :IA  7.3× 5。 6m 床面積 (37。 92)m2
主軸の方向 :N74W

新 旧 関 係 :S B 1481を 切る。

出 土 状 況 :土器は、ほぼ全体に分布するが西側に集中する傾向があり、床面直上から完形または完形

に近い状態で壺、台付甕、鉢等が出土した。また、石器は、東壁付近に集中して床面直上

より大型蛤刃石斧の素材および未製品Cl類 と扁平片刃石斧未製品El類が出土した。床面

直上～覆土上層の範囲で出土し、土器と石器の間で出土状況の差異が認められる。
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床   面 三床全面が堅緻で、良 く締まっている。全面に灰および炭化物が分布 し、炭化材は中央に向

かって倒れた状態で出土。

炉   址 三撹乱を受けて不明。

柱   穴 三1基の主柱穴 (P4)お よび、中心軸上に 2基の支柱穴 (Pl、 3)を検出した。

備   考 三焼失住居。

第458号住居址 S B458(第 32図 )

位   置 三②-3A  IV R-13,14,18,19

形態・規模 :IA  6.0× 4。 95m 床面積 (28.17)m2

主車由の方向 三N74W

新 旧 関 係 三なし。

出 土 状 況 三覆土中から、小破片の土器が若干出土した。

床   面 :堅緻な部分や貼 り床は認められず、全体に軟弱。全面に焼土、炭化物が分布し、炭化材は

中央に向かって倒れた状態で出土。

炉   址 三撹乱を受けて不明。

柱   穴 三4基の主柱穴を長方形に配置する (Pl～ 4)。

備   考 :焼失住居

第459号住居址 S B459(第 28図 )

位   置 三②-3A Ⅳ R-14,15,19,20

形態・規模 :IA  7.35× 4。 95m 床面積 33.5ゴ

主軸の方向 三N60W

新 旧 関 係 三なし。

出 土 状 況 三土器は、住居および柱穴 (P3、 6)の覆土から壺、甕、鉢または高不が出土したが、

個々の土器を出土位置に戻す事はできなかった。石器は、Plお よびP4付近の床面直上

から、磨製石鏃が出土した。

床   面 三堅緻で良く締まっており、全面に貼り床が認められる。

炉   址 :ほぼ中央に、径約40cmの地床炉を検出。浅い掘り込みを持ち、周縁部が焼ける。

柱   穴 三4基の主柱穴 (Pl～ 4)お よび、中心軸上に 1基の支柱穴 (P5)を検出した。また、P

3と P5の間に、性格不明のP6が存在する。

第460号住居址 S B460(第 32図 )

位   置 :②二3A Ⅳ S-01,02,06,07

形態・規模 三IB?  (6.8)× (3。 3)m 床面積 (21。 08)が

主軸の方向 :N59W

新 旧 関 係 :な し。

出土状況三南壁付近に集中して、床面直上から壺、甕、台付甕、鉢、蓋が完形または完形に近い状態

で出土した。

床   面 :地床炉およびPlを 結ぶ線から、東～南側の範囲で硬化面が確認され、堅緻で良く締まっ

ている。また、覆± 2層下の床面直上に、炭が薄 く堆積する。
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炉   址 :ほぼ中央に、径約60cmの 地床炉を検出。

柱   穴 :3基の主柱穴を検出したが (Pl～ 3)、 撹乱をうけた範囲にもう1基の主柱穴が予想され
る。

第837号住居址 S B837(第 33図 )

位   置 :② -5  ⅣO-06

形態・規模 :Ⅱ   (5。 3)× 5.2m 床面積 (20。 86)が

主軸の方向 :N66W

新 旧 関 係 :S B838、 S D225を切る。

出 土 状 況 :床面直上および覆土中から、多量の土器および石器が出土した。土器は、特に床面直上の

ものが多く、炉址の西側および南東付近に集中する。壺、甕、台付甕、鉢、蓋等があり、

完形または完形に近い個体が多い。石器は、磨製石斧製作に関係する資料 (大型蛤刃石斧の

素材・未製品D類・石杵)が、住居の南西部を除いてほぼ全体に分布し、床面直上付近で出土

した。

床   面 :堅緻な部分や貼り床は認められず、全体に軟弱。全面に、炭化物が分布する。
炉   址 :中央よりやや北側で、30× 40cmの地床炉を検出した。
柱   穴 :検出されなかった。
備   考 :焼失住居

第838号住居址 S B838(第 34図 )

位   置 :② -5  ⅣO-06,11

形態・規模 :不明  (1.8)× (5。 1)m 床面積 (7.51)が
主軸の方向 :不明

新 旧 関 係 :S B837に 切られる。

出 土 状 況 :床面直上～若干浮いた位置で、壺、甕、台付甕、鉢が出土した。

床   面 :堅緻な部分や貼り床は認められず、全体に軟弱。ほぼ全面に炭化物が認められ、炭化材は
中央に向かって倒れた状態で検出された。

炉   址 :調査範囲では、検出されなかった。
柱   穴 :主柱穴と考えられる位置に、 1基の柱穴を検出した (Pl)。
備   考 :焼失住居

第1468号住居址 S B1468(第 35図 )

位   置 :② -4  ⅣN-19,24,25

形態・規模 :IC  5.45× 4。 15m 床面積 18.67m2

主軸の方向 :N52E

新 旧 関 係 :S B 1470を 切る。

出 土 状 況 三土器は、炉址より北側に集中する傾向があり、床面直上および床から若干浮いた位置で、

壺、甕、台付甕、有孔鉢、鉢等が出土した。石器は、磨製石斧製作に関係する資料 (扁平

片刃石斧未製品El類・E2類)お よび争Jtt A類 などが、ほぼ床面直上で出土した。また P4、

5の間付近では炭化材の上に張り付 くように織物片が出土した (第Ⅵ章第8節 )。
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床   面 :ほぼ全面が堅緻で、良 く締まっている。床面直上には、炭化物が一面に分布 し、炭化材は

中央に向かって倒れた状態で出土した。

炉   址 :ほぼ中央で、長径 45cm、 短径30cmの 地床炉を検出した。

柱   穴 :6基の主柱穴を長方形に配置する (P2～ 7)。 また、中心軸上に 1基の支柱穴 (Pl)を 検

出した。 P4、 5に は、柱根が残存する。

備   考 :焼失住居

第1469号住居址 S B1469(第 36037図 )

位   置 :② -4  ⅣN-14,19

形態・規模 :IB  6。 7× 3。 85m 床面積 (21.62)m2

主軸の方向 :N24E

新 旧 関 係 :な し

出 土 状 況 :土器は、出土量が少なく、床面直上から壺、台付甕が出土した。石器の出土量は多く、磨

製石斧製作に関係する資料が住居全体に分布し、ほぼ床面直上で出土した。磨製石鏃未製

品、大形刃器、磨石、砥石、磨製石斧製作関連の景j片類、大型蛤刃石斧未製品B類・D類、

扁平片刃石斧およびその未製品B類・D類・E2類・E3類、小形の柱状片刃石斧などであ

る。

床   面 :ほぼ全面が堅緻で、良く締まっている。床面直上に炭化物が分布 し、炭化材は中央に向

かって倒れた状態で検出された。

炉   址 :中央よりやや北側の位置で、地床炉を検出した。

柱   穴 :4基の主柱穴を長方形に配置し (Pl～ 3、 7)、 中心軸上には 1基の支柱穴 (P6)が位置

する。また、P3の下方に、 P4、 5が存在するが、性格は不明。

備   考 :焼失住居。

第1470号住居址 S B1470(第 38図 )

位   置 :② -4  ⅣN-18,19,23,24

形態・規模 :不明  (2.5)× (4.5)m 床面積 (10.81)m2

主軸の方向 :N55W

新 旧 関 係 :S B 1468,1482に 切られる。

出 土 状 況 :出土量はわずかで、覆土全体から土器の小破片および磨製石斧に関係する資料が出土した。

床   面 :ほぼ全面が堅緻で、良く締まっている。炭化材が、中央に向かって倒れた状態で検出され

た。また、壁際に焼土の堆積が認められた。

炉   址 :住居西側が撹乱を受け、詳細不明だが、検出された位置は、住居のほぼ中央～若干北側に

位置すると思われる。径約50cmの地床炉で、浅い掘 り込みを持つ。

柱   穴 :4基検出されたが (Pl、 2、 4、 5)、 配置は不明。

備   考 :焼失住居。

第1471号住居址 S B1471(第 39図 )

位   置 :②-4  ⅣN-14

形態・規模 :不明  (1.7)× (3.8)m 床面積 (4。 31)m2
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主軸の方向 :N30W

新 旧 関 係 :S B 442,1480、 S K14711を 切る。隣接するS B 1487と の関係は不明。

出 土 状 況 :撹乱で住居のほとんどを壊されているが、南東～南壁付近に土器が集中する傾向を見せて

お り、ほぼ床面直上から、壺、甕、高不等が出土した。完形に近い個体が多い。

床   面 :堅緻な部分や、貼 り床は認められなかった。南東の壁際に、炭化物、焼土が堆積する。
炉   址 三検出されなかった。調査範囲外に存在すると思われる。
柱   穴 :2基の主柱穴が検出された (Pl、 2)。 両者に柱根が残存していた。
備   考 :焼失住居 ?

第1473号住居址 S B1473(第 39040図 )

位   置 :② -4  Ⅳ S-07
形態・規模 :IB  6.65× 4.95m 床面積 (28.83)が
主軸の方向 :N38W

新 旧 関 係 :な し

出 土 状 況 :土器は、住居内のほぼ全体に分布し、床面直上～覆± 2層 中で壺、台付甕、鉢が出土した。

石器は、磨製石斧の製作に関係する資料が住居中央～南東部分に比較的集中し、床面直上

～覆土上層に亘って出土した。特に磨製石斧製作用の原石、大型蛤刃石斧未製品C3類の

出土があるほか、磨製石鏃未製品、磨石、砥石などが出土している。

床   面 :ほぼ全面が堅緻で、良く締まっている。東壁付近では、床面直上に焼土、炭化物が堆積し、
,ま た、南西～南壁際では、床～壁にかけて著しく焼けた部分が見受けられる。炭化材は、

中央に向かって倒れた状態で検出された。

炉   址 :中央に、径約55cmの地床炉を検出。浅い掘り込みを持ち、底面がしっかりと焼けていた。
柱   穴 :主柱穴と係わる、 4基の柱穴を検出した (P6～ 9)。 また、南壁際中央に、 1基の土坑が

検出され (Pl)、 その北側に 4基の柱穴が 1列に並ぶ (P2～ 5)。

備   考 :焼失住居。

第1474号住居址 S B1474(第 41042図 )

位   置 :②-4  Ⅳ S-12,17
形態・規模 三IA  6。 3× 5。 35m 床面積 29.97m2
主軸の方向 :N35W

新 旧 関 係 :S D273を 切る。

出 土 状 況 三土器は、壺、甕 2点がほぼ床面直上で出土した。その他は、床面から若干浮いた位置での

出土だが、床面直上から堆積する炭化物、灰の範囲内に収まる。石器は、両方の壁短辺付

近に集中する傾向を見せ、大型蛤刃石斧の素材および未製品C3類、石杵、扁平片刃石斧、

小形の柱状片刃石斧未製品E2類、敲石などが出土している。

床   面 三ほぼ全面が堅緻で、良く締まっている。床面直上には、焼土、炭化物が分布し、炭化材は
中央に向かって倒れた状態で検出された。また、幅40cm、 深さ10cmの周溝が壁際の全周に

途切れなく認められるが、住居の掘 り方を含めて掘 り下げた可能性がある。

炉   址 :ほぼ中央に、長径約55cm、 短径約37cmの地床炉を検出。浅い掘 り込みを持つ。
柱   穴 :4基の主柱穴が長方形に配置され (Pl～ 4)、 中心軸上に 1基ずつの支柱穴が確認された。
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また、 P6下方の南壁際中央に 1基の土坑が検出された (P8)。 Pl、 2、 4、 6、 7に

は、柱根が残存する。

備   考 :焼失住居。

第1478号住居址 S B1478(第 42図 )

位   置 :② -4  ⅣN-25

形態・規模 :不明  (5.2)× (2.4)m 床面積 (9.25)m2

主軸の方向 :不明

新 旧 関 係 :S B 1483を 切る。

出 土 状 況 :高不は床面直上から、甕は床からやや浮いた位置で出土した。

床   面 :特に、堅緻な部分は認められず、全体に軟弱。炭化物が全面に広がり、炭化材は中央に向

かって倒れた状態で検出された。

炉   址 :検出されなかった。調査範囲外に、存在すると思われる。

柱   穴 :2基が検出されたが (Pl、 2)、 全体の配置は不明。

備   考 三焼失住居。

第1482号住居址 S B1482(第 43044図 )

位   置 :② -4  ⅣN-23,24、 Ⅳ S-03,04

形態・規模 :IC  6。 25× 3.7m 床面積 26.93m2

主軸の方向 :N48E

新 旧 関 係 三S B 1484、 S K14708,14726に 切られる。

出 土 状 況 :土器は、東壁を除いた壁際付近で出土する傾向があり、床面直上から壺、甕、高不、鉢等

が出土した。また、覆土出土の土器片も多い。石器は磨製石斧製作関連資料が多量に出土

した。大型蛤刃石斧未製品Btte cl・ C20C3類・D類・扁平片刃未製品A類・B類・E2

類・E3類、石杵、石支、敲石、磨石などが出土した。

床   面 三ほぼ全面が堅緻で良く堅く締まるが、壁際は硬化面がなく軟弱である。

炉   址 :ほぼ中央に、長径約65cm、 短径約50cmの地床炉を検出。炉周辺に、炭が分布する。

柱   穴 :4基の主柱穴が、長方形に配置され (Pl、 4、 5、 7)、 中心軸上に 1基ずつの支柱穴が

認められる (P3、 6)。 また、 Plと P3の ライン上に、P2が存在する。

第1483号住居址 S B1483(第 45図 )

位   置 三②-4  ⅣN-24,25、 IV S-04

形態 0規模 三不明  (5.7)× (2.8)m 床面積 (11.94)m2

主軸の方向 三不明

新 旧 関 係 :S B 1478、 S K14708に切られる。

出 土 状 況 :床面直上から壺・鉢・甕等が破片で、また、紡錘車が 1点出±。大型蛤刃石斧未製品C3

類・D類、扁平片刃石斧未製品D類、磨製石斧製作関連の争J片類、石製指環等が出土した。

床   面 :特に堅緻な部分は認められない。コーナー付近を除いて不明確または軟弱。

炉   址 :焼土の集中は認められるが、炉址になるか不明。

柱   穴 三検出されなかった。
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第 1484号住居址  S B1484(第 46047図 )

位   置 :② -4  Ⅳ S-03,04
形態・規模 :IB  5。 35× 4.25m 床面積 19。 36r

主軸の方向 三EW

新 旧 関係 :S B 1482を 切る。

出 土 状況 :遺物の出土量は少ない。床面直上で、壺が出土した他は破片の状態で、覆土中からの出土

である。石器は、土器の出土量より圧倒的に多く、住居内のほぼ全体に分布し、床面直上

～覆土上部の位置で出土した。磨製石斧製作用の素材、大型蛤刃石斧未製品C2類、D類、
扁平片刃石斧およびその未製品El類、磨製石斧製作関連の最J片類、敲石、磨製石包丁、

磨製石鏃未製品などが出土した。

床   面 :堅緻な部分や貼 り床は認められず、軟弱。全面に、炭化物が分布 し、炭化材は中央に向
かって倒れた状態で検出された。

炉   址 :検出されなかった。
柱   穴 :4基の主柱穴が、長方形に配置されるが (Pl、 3、 5、 7)、 P3～ 5お よびPl～ 7の

ライン上に、P4と P8、 9がそれぞれ存在する。また、中心軸上に、 1基ずつの支柱穴
が見られ (P2、 6)、 更にP5の左方にP10が検出されている。

備   考 :焼失住居。

第1488号住居址 S B 1488(第 47図 )

位   置 :② -4  Ⅳ S-07,12
形態・規模 三Ⅱ  径 5。 4m  床面積 21.42が
主軸の方向 :不明

新 旧 関 係 :S K14684,14728,14741、 S D 277,278に切られる。

出 土 状 況 :全体的に、遺物の出土量は少ない。土器は小破片の状態で、東西の壁付近に分布するが、

床面直上のものはなく、覆土中からの出土である。

床   面 :堅級な部分や貼 り床は認められず、全体的に軟弱。東壁際では、床面直上に炭化物が堆積
する部分が認められる。

炉   址 :検出されなかった。
柱   穴 :3基の主柱穴が確認されたが (Pl～ 3)、 全体の配置は不明。

3 平地式住居址

第1481号住居址 S B1481(第 48図 )
位   置 :② -4 Ⅳ S-11,16
形態・規模 :Ⅱ   径6.8m 床面積 (34。 96)m2
主軸の方向 :不明

新 旧 関 係 :S B457に 切られる。

出 土 状 況 :住居の敷地内と想定される周溝の内側より出土した遺物を、本住居址出土の遺物と認定し

たが、出土量は少なく土器の小破片が若干出土したにすぎない。

床   面 :特に、堅緻な部分は認められなかった。
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炉   址 :中央のやや北側で、長径 72cm、 短径45cmの 地床炉を検出。約10cmの 掘 り込みを持つ。

柱   穴 :5基の主柱穴が検出された (Pl～ 5)。 撹乱の範囲にもう1基の主柱穴が存在すると思わ

れ、全体で多角形の柱穴配置が想定される。Pl、 3、 4には、板柱の柱根が残存。

4 溝址

第57号溝址 S D57(第 14図 )

位    置 :③ -4、 5  ⅥU-19～ 24、 ⅥV-14～ 19、 Ⅸ E-05、 XA-01

形態・規模 :全長87m、 幅40～ 180cm、 深さ25～ 45cm、 断面形態はV字～すり鉢状。

新 旧 関 係 :NRlに 切られる。

出土 状 況 :覆土から、土器の小破片が若千出±。

備   考 :S D92あ るいはS D94の 続きと思われるが、接点が撹舌Lを受けて不明。

第59号溝址 S D59(第 13図 )

位    置 :③ -3、 4  ⅥV-20、 VIW-11～ 13

形態・規模 :全長25。 5m、 幅100cm、 深さ30cm、 断面形態はV字状。

新 旧 関 係 :S D81を 切る。

出 土 状 況 :覆土から、土器の小破片が若干出±。

備   考 :S D97あ るいはS D98と繋がる可能性がある。

第81号溝址 S D81(第 13図 )

位    置 :③ -3  ⅥR-04～ 25、 Ⅵ S-06～ 21、 ⅥV-20,25、 VIW-04～ 13

規模・形態 :全長100m、 幅55～ 90cm(平均80cm)、 深さ30～ 55cm、 断面形態はV字～すり鉢状。

新 旧 関 係 :S D59に 切られる。   l
出 土 状 況 三覆土から、土器の小破片及び石器がわずかに出±。

備   考 :S B 156～ 161の住居群を囲む、環濠溝。

第92号溝址 S D92(第 13図 )

位   置 :③ -3  ⅥR-09,10,15,20,24,25、 ⅥW-03,04,07,08,12

規模・形態 :全長80m、 幅15～ 55cm、 深さ13～ 20cm、 断面形態は浅いU字状。

新 旧 関 係 :な し。

出 土 状 況 :覆土から、壺、甕、台付甕が出土したが、量は少ない。

備   考 :S D81の内側を、 S D94と共に併走する。5ヶ所の断絶が認められる。

第94号溝址 S D94(第 13図 )

位   置 :③-3  Ⅵ R-15,20,24,25、 ⅥW-03,04,07,08,12

規模・形態 三全長55m、 幅 6～ 15cm、 深さ 6～ 10cm、 断面形態はU字状。

新 旧 関 係 三なし。

出 土 状 況 :遺物出土なし。
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備   考 :S D81と S D92の中間に位置し、併走する。

第97号溝址 S D97(第 13図 )
位   置 :③ -3  ⅥM-20、 ⅥN-16,17,22,23、 Ⅵ S-03,08,09,14,19,24
規模・形態 :全長70m、 幅44～ 108cm、 深さ18～ 33cm、 断面形態は浅いすり鉢状。

新 旧 関 係 :S D98と 一部が重複するが、関係は不明。

出 土 状 況 :遺物出土なし。

備   考 :S D59と 繋がる可能性がある。

第98号溝址 S D98(第 13図 )
位   置 :③ -3  ⅥS-19

規模・形態 :全長5.5m、 幅32～ 48cm、 深さ1lcm、 断面形態はV字～すり鉢状。

新 旧 関 係 :S D97と 一部が重複するものの、関係は不明。

出 土 状 況 :遺物出土なし。

第99号溝址 S D99(第 13図)                1
位   置 :③ -3  Ⅵ S-22

規模・形態 :全長10m、 幅10～ 22cm、 深さ1lcm、 断面形態はV字～すり鉢状。

新 旧 関 係 :な し。

出 土 状 況 :遺物出土なし。

備   考 :全体の形状は、弧状を呈する。

第100号溝址 S D100(第 48図 )

位   置 :③ -3  Ⅵ S-12,17

形態・規模 :全長4。 5～ 5m、 幅15～ 25cm、 深さ 8 cm、 断面形態は舟底状。

新 旧 関 係 :14基の土坑 (SK5552、 5545、 5546、 5547、 5548、 5549、 5550、 5551、 5553、 5554、 5587、 5588、 5589、

5592)が、本溝の付属施設でなければ、重複関係にあると思われる。

出 土 状 況 :遺物出土なし。

備   考 :全体の形状が環状を呈し、 3ヶ所に断絶が認められる。上記SKと本溝址との関係は不明。
平地式住居址とは、柱穴配置、火処の有無等で異なる。

第318号溝址 S D318(第 49図 )

位   置 :② -lA、 lB ⅣW-08,09,10
形態・規模 :全長16m、 幅70～ 250cm、 深さ38～ 50cm、 断面形態はすり鉢～舟底状。

新 旧 関 係 :な し。

出 土 状 況 :遺物量が多く、壺、甕、鉢、台付鉢、高不、ミニチュア土器、石器類が出土した。Ⅳw―

10グ リッドでは、底面から浮いた状態で拳～人頭大の礫とともに土器が集中して出土する

が、ⅣW-08,09グ リッドにかかる部分は、完形個体の土器が存在せず、小破片の状態で

出土量も少ない。石器は、磨製石斧製作用の素材および景J片類、扁平片刃石斧未製品D
類 O El類が出土している。
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備   考 :② -3～ 5地区に展開する集落の南限となる溝址か ?

5 土坑

第3277号土坑 S K3277(第 50図 )

位   置 :② -3A  ⅣN-16

形態・規模 :円形 径約200cm、 最深部約175cm、 断面形態はロー ト状。

主軸の方向 :N73W

新 旧 関 係 :な し。

出 土 状 況 :多量の遺物が出土した。土器は、壺、甕、台付甕、鉢、有孔鉢、蓋が見られ、個体数の合

計は25個体以上を数える。底面および覆± 5層の出土土器はなく、覆± 3層以上の出土と

なる。完形または完形に近い状態の土器が多い。石器は、大型蛤刃石斧未製品El類、扁

平片刃石斧およびその未製品B類が出土した。

第5495号土坑 S K5495(第 50図 )

位   置 :③ -3  ⅥR-13

形態・規模 :不整楕円形  長径160cm、 短径120cm、 深さ約10cm、 断面形態は皿状。

主軸の方向 :N65E

新 旧 関 係 :な し。

出 土 状 況 :南壁際中央に接して、無頸壺および蓋が完形に近い状態で出土した。更に、覆土中より女

性の可能性が高い歯を検出しているが、詳細は不明である (第Ⅵ章第7節 )。

備   考 三墓址の可能性がある。

第5497号土坑 S K5497(第 50図 )

位   置 三③-3  Ⅵ S-01,02

形態・規模 三不整楕円形  長径150cm、 短径90cm、 最深部の深さ10cm程度、断面形態は皿状。

主軸の方向 :N25W

新 旧 関 係 三なし。

出 土 状 況 :南壁付近の底面直上から、 3個体分の壺底部あるいは胴下部～底部が出土した。

第6004号土坑 S K6004(第 50図 )

位   置三③-4 ⅥV-12
形態・規模 :不整楕円形 長径200cm、 短径140cm、 最深部の深さ約50cm、 断面形態はタライ状。

主車由の方向 三N53E

新 旧 関 係 :な し。

出 土 状 況 :土坑内中央部に、底面から浮いた状態で壺、甕、鉢、有孔鉢が出土した。また、壁に沿っ

て、あるいは壁に接して炭化した板材が出土した。

第14706号 土坑 S K14706(第 51図 )

位   置 三②-4 Ⅳ S-03
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形態 0規模 :楕円形 長径 176cm、 短径160cm、 深さ30γ 35cm、 断面形態は舟底状。
主軸の方向 :N33W

新 旧 関 係 :な し。

出 土 状 況 :東壁中央付近より、底面から浮いた状態で甕、高不等が出土した。

第14711号土坑 S K14711(第 51図 )

位   置 :② -4 ⅣN-14
形態・規模 :楕円形 ? 確認された長さは (220)× (200)cm、 深さ約 15cm、 断面形態は浅いタライ状。
主軸の方向 :不明

新 旧 関 係 :S B 1471に 切られ、 S B 1480を切る。

出 土 状 況 :遺物は南側に集中するが、ゴヒ側は S B 1471に切られて、あるいは撹舌Lを受けて不明。底面

直上の遺物は僅かで、壺、甕、台付甕、甑が覆土中位の位置で出土した。

第14726号土坑  S K14726(第 51図 )

位   置 :② -4  ⅣN-23,24
形態・規模 :楕円形 長径160cm、 短径125cm、 深さ約25cm、 断面形態は浅いタライ状。
主車由の方向 :N25W

新 旧 関 係 :S B 1482を 切る。

出 土 状 況 :覆土全体から、土器の破片が少量出土した。石器は、底面から大型蛤刃石斧未製品C3類

が出土した。

第14770号土坑 S K 14770(第 51図 )

位   置 :② -3A  ⅣR-20

形態・規模 :方形又は長方形 ? 確認された長さは160cm× (70)cm、 深さ20cm、 断面形態は浅いタライ状。
主軸の方向 :不明

新 旧 関 係 :な し。

出 土 状 況 :土器は、破片の状態で、覆土中～上位の位置で出土している。石器も同様に、覆土中～上

位の出土であり、大型蛤刃石斧未製品A類・C3類が出土した。

6 掘立柱建物址

第210号掘立柱建物址 S丁 210(第 52図 )

位   置 :② -4  Ⅳ S-16,17,21
形態・規模 :桁行 3間 ×梁行 1間   4。 8× 2.8m  面積13.44ぽ

桁行の柱間距離は平均1.7mで、柱穴の形状は円形を呈し、P3に は柱痕が認められた。

主軸の方向 :N59E

新 旧 関 係 :不明

出 土 状 況 :遺物出土なし。
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第 1表  弥生時代中期遺構観察表 (備考:弥生時代後期以降の観察表に準ずる。図版番号三個別遺構図または全体図番号を示す。)

遺構番号 グリッド 調査区 主軸方向 主軸 直交軸 面積 床標高 形態 炉位置 切 る 切られる 備考 図版番号

S B l13 ⅥVll ③-4 N36W 13.7 337.3

S B156 Ⅵ R24 ③-3 N30E 3.65 8.34 337.4

S B157 Ⅵ R14 ③-3 N13E 23.46 337.24 IA 中央北寄 り

S B 158 VIW 3 ③-3 N23E 2.95

S B159 VIW 2 ③-3 N23W 3.95 3.05 9.26

S B 160 Ⅵ R18 ③-3 N58W 4。 65 337.47 S B161

S B 161 Ⅵ R18 ③-3 N12E 5.65 (10.53) 337.48 S B160

S B 440 IVN ll ②-3A N43W 4.75 (14.9) 336.3 ほぼ中央 ? 3.11.12

S B 441 IVN 17 ②-3A N34E 7.05 4.75 (26。 76) 336.3

S B 442 IVN 14 ②-3A 336.2 S B 1471

S B 443 ⅣN23 ②-3A N50W (12.54) 336.1 ほぼ中央 ?

S B444 IVN 12 ②-3A 336。 35

S B 445 IVN21 ②-3A N59W 6.25 4.25 ) 336.3 ほぼ中央

S B 451 IVR/125 ②-4 (13.99) 336.6

S B 452 IVR/125 ②-4 (14.29) 336.6

S B 453 ⅣR5 ②-4 (3.6) (2.64) 336.4

S B454 ⅣR5 ②-4 ( 336.6

S B 456 ⅣR9 ②-4 N68E 336.3 ほぼ中央

S B457 Ⅳ R15 ②-3A N74W (37.92) 336.2 IA S B 1481

S B458 Ⅳ R14 ②-3A N74W 4.95 (28.17) 336.3 IA

S B 459 Ⅳ R15 ②-3A N60W 7.35 4.95 33.5 336.2 IA ほぼ中央
S B 460 IVS l ②-3A N59W (6.8) (3.3) (21.08) 336.3 ほぼ中央 ?

S B461 ⅣN22 ②-3A 336。 3

S B837 IV0 6 ②-5 N66W 5。 2 (20。 86) 336.1 中央北寄 り S B838 S D225 3,5,12

S B 838 Ⅳ011 ②-5 (1.8) (5.1) (7.51) 336.1 S B837

S B840 Ⅳ06 ②-5 (6.9) (3。 7) 336.1

S B841 IV0 1 ②-5 (

S B 1468 IVN24 ②-4 N52E 5。 45 4.15 18.67 336.1 ほぼ中央 S B 1470

S B 1469 IVN19 ②-4 N24E 3.85 (21.62) 336。 2 中央北寄り

S B 1470 IVN24 ②-4 N55W (10。 81) 336.2 ほぼ中央 ? S B 1468,1482

S B 1471 IVN 14 ②-4 N30W (1.7) (3.8) ( 336.2 S B 442,1480 S K14711

S B 1473 IVS 7 ②-4 N38W 6.65 4.95 (28。 83) 336.0 ほぼ中央

S B 1474 Ⅳ S17 ②-4 N35W 6.3 5。 35 29。 97 336.1 IA ほぼ中央 、S D273

S B 1478 IVN25 ②-4 (5。 2) (2.4) (9。 25) 336.1 S B 1483

S B 1480 IVN 14 ②-4 (0.89) 336。 2 S B1471,S K14711

S B 1481 IV S 16 ②-4 (34.96) 336.2 中央北寄り S B457

S B 1482 IVN23 ②-4 N48E 6。 25 336.2 ほぼ中央 S B 1470 SB1484 SK14708,14726

S B 1483 ⅣN24 ②-4 (2.8) 336.1 S B1478,S K14708

S B 1484 IVS 3 ②-4 EW 5。 35 4.25 336.1 S B 1482

S B 1485 IVS 4 ②-4 336.1

S B 1487 IVS 4 ②-4 (2.64) 336.1

S B 1488 IV S 12 ②-4 336.0 SK14684 SD277他

S B 1681 IVW 9 ②-lB N52W (3.4) (2.3) 336.2
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第 2節 弥生時代中期
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第Ⅲ章 調査成果

第 3節
‐
弥生時代後期～古墳時代前期

1 概要 (第 15～ 24図 )

弥生時代後期～古墳時代前期の遺構はID層 ～Ⅱ層上面で検出され、該期の遺構と明確に認定されたの

は住居址128軒、溝址28条、土坑 (含む焼土増 約50基を数える。また掘立柱建物址や時期不明遺構の中に

も該期の遺構が含まれる可能性もある (第 III章 第1節 )。

抽出した遺構の時期については、各遺構で一括出土した土器の様相を善光寺平北部編年 (第 V章第1節

2)に対応させて紹介する。しかし本遺跡では、明確に時期が決定できる遺構が少ないため、集落の変遷

を把握する際には北部編年 0段階以前～2段階をI期、北部編年 3～ 4段階をⅡ期、北部編年 5～ 7段階

をⅢ期に大別して紹介する。なお北部編年 0段階以前は弥生時代後期 (箱清水期)、 7段階は古墳時代前期

中葉を目安とする。以下この時期区分を用いて遺構の変遷について若干触れたい。

榎田遺跡では (弥生時代後期～古墳時代前期)I期の段階には、遺構が大きく2つの地区に分かれて存在す

る。まず遺跡南部では②-4～③-2地区を中心に約35軒の住居址が存在し、約40m南の③-3～③-5

地区には円形周溝墓や墓坑などが約12基存在する。これに対して遺跡北部では①-4A～①-5地区を中

心に、 7軒の住居址と土器を大量に出土した溝址 (S D 551)1条が存在し、約50m南には①-1地区を中

心に円形周溝墓や墓坑などが約12基存在する。

続くⅡ期の段階になると、遺跡南部では住居址約20軒、遺跡北部では住居址 3軒、墓坑 3基と、両地区

の遺構数は減少する。墓域についても円形周溝墓・墓坑などは調査区内でほとんど確認されない。しかし、

遺跡南部のS B 1447で は住居址内で人骨と玉類が出土している。

最後にⅢ期になると、遺跡南部では住居址 8軒 と遺跡南端の③-5地区で方形周溝墓 1基が確認された。

遺跡北部では住居址 1軒のみで、新たに遺跡中央部②-3B地区中心に4軒が確認された。

2 竪穴住居址

第72号住居址

位   置 :

形態・規模 :

主軸の方向 :

出 土 状 況 :

S B72 (第 53図 )

② -2C  IVW-03

方形 ?  4。 2× (3.8)m  床面積 (15。 96)m2

不明

床面及び覆土中から多量の土器が出土 した。床面から壺 (4、 6)、 台付甕 (7)な ど、完

形 または完形に近い個体 もあるが、破片が多い。覆土中か ら匙 (31)、 ミニチュア土器

(30)な ども出上している。

出水が著 しく、全体に軟弱。

調査区域内では検出されなかった。

5基検出されているが、不規貝Jに酉己列する。

0段階以前

S B81 (第 54図 )

:(3-2C  IVW-11,12

面

址

穴

期

床

炉

柱

時

第81号住居址

位   置
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第3節 弥生時代後期～古墳時代前期

形態・規模 :隅丸方形  2.95× 2.95m  床面積 8。 7ゴ

主軸の方向 :NS

出 土 状 況 :覆土中より土器破片が多量に出土したが、完形の個体は少ない (8、 12)。 特殊品としては

P2か ら鹿骨が出土。 ミニチュア土器 (14)、 勾玉 (9)、 鹿の歯が覆土中より出土 してい

る。

床   面 :非常に軟弱で、堅緻な部分は認められない。

炉   址 :検出されなかった。

柱   穴 :2基検出されているが、いずれも浅 く性格は不明。
時   期 :0段階以前

第85号住居址 S B85(第 55図 )
位   置 :② -2C ⅣV-10,14,15

形態・規模 :隅丸方形  5.7× 5.55m  床面積 31.64m2

主軸の方向 :N40W

出 土 状 況 :床面付近から多くの土器が完形または完形に近い状態で出土している (1、 2、 6、 9、 21)。

破片は復元可能な個体が多い。住居址中央付近から直径約30cmの石皿も出±。

床   面 :出水著しく、全体に軟弱。炭化物が床全面に分布し、炭化材が倒れた状態で出土。
炉   址 :2ヶ所に焼土が認められたが、焼失住居であるため、炉としての決め手に乏しい。
柱   穴 :7基検出されているが、酉己列は不規則である。 (土坑の可能性も考えられる)
時   期 :6段階
備   考 :焼失住居

第122号住居址 S B122(第 56図 )

位   置 :② -2C VⅡ B-01,02,06,07

形態・規模 :隅丸長方形  5.8× 5。 Om  床面積 29.Om2

主軸の方向 :N15W

出 土 状 況 :覆土および床面とも土器が破片で多量に出土している。炉 1内からは甕と高不 (6、 7、

8、 9、 11、 12)が破片で出土したが、周辺の床面出土の土器片とも接合する。炉 1西側の

床面からは壺、甕、高不などが破片で出土 (2、 10、 13、 14)。 炉 2内では甕と壺 (4、 15)

が破片で出土。壺破片 (3)は覆土からの出±。

床   面 三一部堅緻な部分もみられるが、全体に軟弱。炭化物が床面に分布し、特に炉周辺には集中
する。また、炭化材が一部倒れた状態で出土している。

炉   址 :2基の炉を検出。炉 1は しっがりとした掘 り込みがあり、炭化物や灰が集中する。炉 2は
掘り込みも浅 く、補助的な炉と考えられる。

柱   穴 :検出されなかった。
時   期 :0段階
備   考 :焼失住居の可能性が高い。

第124号住居址 S B124(第 56図 )

位   置 :② -2C ⅧB-11
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形態・規模 :隅丸長方形  4。 4× 3.25m  床面積 14.3m2

主軸の方向 :N12W

出 土 状 況 :覆土中より土器が破片で少量出土。 Plか ら壺 と鉢 (3、 5)、 P4か ら凸帯付鉢 と壺片

(1、 2、 9)が破片で出土している。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず、炭化物が一部に分布している。

炉   址 :Plは焼土ブロックや炭化物も多く、壺が埋設された状況で出土し、炉の可能性は高いが

壁際でありやや疑間が残る。

柱   穴 :4基検出されている。P4は 多くの土器が出土しており、貯蔵穴の可能性がある。

時   期 :4段階

第222号住居址 S B222(第 57図 )

位   置 三①-5  1L-09,10

形態・規模 :隅丸方形  5.1× 4.7m  床面積 23。 97m2

主軸の方向 :N12E

出 土 状 況 :土器は覆土中破片で出土しているが、完形となる個体が多い。特に住居址の中央北寄部と

北西コーナー部に集中している。

床   面 :特に堅緻な部分は認められないが、比較的締まっている。

炉   址 :中央部が撹乱されており、調査範囲では検出されなかった。

柱   穴 三4基検出されているがいずれも浅 く、配列も不規則である。

時   期 :3段階

第297号住居址 S B297(第 58図 )

位   置 三② -2C  VII B-02、 VIIV-22

形態・規模 :隅丸長方形 :4。 7× 4.2m  床面積 19.74m2

主軸の方向 三N78E

出 土 状 況 :炉西側の床面から完形または完形に近い土器が集中して出土 (1、 2、 4、 7)。

床   面 :やや堅 く締まっており、炉北側には炭化物が分布する。

炉   址 :中央よりやや北寄 りの位置に径約60cmの炉を検出。掘 り込みは浅 く焼土の分布は少ない。

柱   穴 三4基検出され、径20～30cmの柱穴がほぼ規則的に配列する。

時   期 :1段階 ?

第302号住居址 S B302 (第 58図 )

位   置 :②-2C ⅣR-19

形態・規模 三隅丸長方形 ?  6。 2× (4。 85)m  床面積 (30.07)が

主軸の方向 :N19W

出 土 状 況 三覆土中より土器が破片で多量に出±。

床   面 三特に堅緻な部分は認められず、北東側は特に軟弱で検出不可能であった。

炉   址 :中央よりやや北西寄 りの位置に径約70cmの炉を検出。西側は土坑によって切られる。

柱   穴 :3基検出され、 P2、 3が主柱穴と考えられよう。

時   期 三3～ 4段階
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第 478号住居址  S B478(第 59図 )

位   置 :② -3B Ⅳ J-01,02,07
形態 0規模 :隅丸方形  6.6× 6.15m  床面積 40。 59m2

主軸の方向 :N46E

出 土 状 況 :覆土中より土器が破片で多量に出土したが、接合可能な個体は少ない。覆土中よリミニ

チュア土器、床面では壺、高不の脚部などが出土した (1、 5、 6、 7)。

床   面 :比較的堅緻で良く締まっている。
炉   址 :検出されなかった。
柱   穴 :8基検出され、主柱穴 (Pl、 2、 3、 7)がやや不整な方形に配列される。
時   期 :7段階

第830号住居址 S B830(第 60図 )

位   置 :② -5  ⅣE-19

形態・規模 :西側が調査区境による撹乱をうけ、全体のプランは不明だが、隅丸方形と考えられる。

2。 55× (2.5)m  床面積 (6.38)m2

主軸の方向 :不明

出 土 状 況 :床面より完形に近い壺、甕 (2、 4、 5)が出±。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず、不明確。
炉   址 :検出されなかった。
柱   穴 :検出されなかった。

時   期 :4段階
備   考 :炉、柱穴を持たず、極めて小規模であり、住居以外の目的で使用された可能性がある。

S B 1090、 S B 1091と 同様の性格をもった施設と考えられる。

第1090号住居址 S B1090(第 60図 )

位   置 :① -4A ⅢA-19,20,24,25

形態・規模 :隅丸方形  2.55× 2。 3m  床面積 (5。 87)m2
主軸の方向 :N43E

出 土 状 況 三覆土および床面より、甕、壺などが破片で出土。

床   面 三堅緻な部分は認められず、全体に軟弱。
炉   址 :検出されなかった。
柱   穴 :検出されなかった。

時   期 :0段階以前
備   考 :S B830、 S B 1091と 同様の性格をもった施設と考えられる。

第1091号住居址 S B1091(第 61図 )

位   置 三①-4A ⅢA-20

形態・規模 :北東側をS B 1062に よって切られるため、全体のプランは不明だが隅丸方形と考えられる。

2.6× (1。 7)m  床面積 (4。 42)m2

主軸の方向 :不明
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出 土 状 況 :覆土中より壺、甕、高不が多量に出土したが、すべて破片で、西コ
ニナーに集中する。

床   面 :堅緻ゲ部分は認められず、全体に軟弱。

炉   址 :検出されなかった。

柱   穴 :検出されなかった。

時   期 :0段階以前

備   考 :S B830、 S B 1090と 同様の性格を持った施設と考えられる。大型の壺、甕等は破壊され

投棄されたものか ?

第1101号住居址 S Bl101(第 61図 )

位   置 :①-4A ⅢA-04,05,09

形態・規模 :隅丸長方形  4.0× 3.25m  床面積 13。 Om2

主軸の方向 :N43E

出 土 状 況 :炉内から壺 (2)が正位で出土。近接して壺 (1)が出土。

床   面 :比較的堅緻で良く締まっている。

炉   址 :中央よりやや北東寄 りに、長径80cm、 短径65cmの炉石を伴った炉を検出。土器敷炉の可能

性が考えられる。

柱   穴 :検出されなかった。

時   期 :0段階以前

備   考 :本址北側に位置するS B ll14と 類似している。

第‖02号住居址 S Bl102(第 62図 )

位   置 :①-4A ⅢA-14,19

形態・規模 :隅丸方形 (S B 1052の 掘 り方により中央部が撹乱されている)

3.9× 3.6m  床面積 (14.04)m2

主軸の方向 三N19E

出 土 状 況 :床面より、壺の口縁部、甕、高不などが多量に出土。すべて破片で、東側に集中する傾向

がみられる。

床   面 :比較的堅緻で良く締まっている。

炉   址 :検出されなかった。

柱   穴 :2基確認されているが、性格は不明。

時   期 :3段階

備   考 :やや規模は大きいが、 S B 1091と 同様の性格をもった施設と考えられる。

第1114号住居址 S Bll14 (第 62図 )

位   置 :①-4B  IU-24

形態・規模 :隅丸長方形  4。 4× 3.7m  床面積 (16.28)が

主軸の方向 :N4W

出 土 状 況 :覆土中より土器が破片で多量に出土するが、接合出来る個体はほとんどない。

床   面 三特に堅緻な部分は認められず、全体に軟弱。

炉   址 :中央よりやや南西寄 りの位置に、炉石を伴った炉を検出。床が若干焼けており、掘 り込み
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は認められない。

柱   穴 :検出されなかった。

備   考 :南側のS B l101と 類似 している。

第1185号住居址 S Bl185(第 63図 )

位   置 :① -4C  IL-16,17,21,22

形態・規模 :やや不整な方形  5。 6× 5。 5m  床面積 (30.8)m2
主車由の方向 :N24W

出 土 状 況 :覆土中から壺、甕、高不が破片で少量出土。また南東の壁際に長径15cm前後の石が集中し

て出土した。(こ も編み石か ?)

床   面 :堅緻な部分は認められず、不明確。
炉   址 :北側柱穴間に炉石を伴った炉を検出。掘 り込みはみられない。
柱   穴 :5基検出され、主柱穴 (Pl、 2、 4、 5)は、長径20～ 60cmでいずれも浅い。

第1188号住居址 S Bl188(第 63図 )

位   置 :① -4C  IQ-13,14,18,19

形態・規模 :隅丸方形  5.5× 5.3m  床面積 29.15m2
主軸の方向 :N80E

出 土 状 況 :全体に土器の出土量はわずかで、覆土および床面より、台付壺、甕、鉢、高不などが破片

で出±。炉東側のP2か らは完形のガヽ型壺 (1)が出土している。
床   面 :特に堅級な部分は認められず、不明確。
炉   址 :中央より北寄 りに炉石を伴った炉を検出。長径 110cm、 短径95cmで掘 り込みはみられず、

焼土、炭化物が周辺に分布する。

柱   穴 :5基検出されたが配置は不明。
時   期 :0～ 1段階

第1266号住居址 S B1266(第 64図 )

位   置 :① -6  1Q-19,24,25

形態・規模 :隅丸長方形  5。 75× 4.85m  床面積 (27。 89)m2
主軸の方向 三NS

出 土 状 況 :北西コーナー付近の、床面よりやや浮いた位置で、ほぼ完形の壺が出土 (3)。 覆土およ

び床面からは、壺、蓋、甕、高不が破片で出土している。また紡錘車が覆土中から出土し

ている。

床   面 :比較的堅緻で良く締まっている。
炉   址 :ほぼ中央に長径80cm、 短径70cmの掘 り込みのある炉を検出。
柱   穴 :8基検出されているが、比較的住居址の中心に集まり配列は不規則である。主柱穴はP2、

5、 7、 8が考えられよう。

時   期 三2段階

第1272号住居址 S B1272(第 64図 )
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位   置 :① -6  1Q-09,14

形態・規模 :隅丸長方形 ?  5.6× (4。 45)m  床面積 (24。 92)m2

主軸の方向 :NS

出 土 状 況 :覆土中より壺、甕、高不、鉢が破片で出土。P4か らは高不が 2個体出土している (5、

6)。

床   面 :比較的堅緻で良く締まっている。

炉   址 :北側の主柱穴間に炉石を伴う炉を検出。径50cmで、しっかりとした掘 り込みがあり、周辺

には炭化物や焼土が広がる。

柱   穴 :4基検出され、 Pl、 2、 4が主柱穴と考えられよう。 P3は入り口施設の可能性が高い。

備    考 :i西側は S B l174、  S D511に 切られる。

第1431号住居址 S B1431(第 65図 )

位   置 :② -4  Ⅳ S-12

形態・規模 :隅丸長方形  5。 45× 4.05m  床面積 (22。 07)m2

主軸の方向 :N17W

出 土 状 況 :床面から、壺、甕、高不が破片で出土し (1、 2、 3、 4、 5、 9)、 覆土上層からも土器片

が多量に出土している。

床   面 :ほぼ全面が堅緻で良く締まっており、炭化物が分布する。

炉   址 :北コーナー付近に壺底部 (1)を用いた土器敷炉を検出。周辺には炭、焼土が分布。

柱   穴 :14基検出され、 Pl、 2、 3、 11が主柱穴と考えられる。 P13、 14は床下検出で、径50

～75cmの 土坑状遺構である。

時   期 三3段階 ?

備   考 :覆土上層と床面のやや上部には炭化物が多く分布し、焼失住居の可能性が考えられる。

第1441号住居址 S B1441(第 66図 )

位   置 :② -4  Ⅳ S-11

形態・規模 :隅丸長方形か ?  (4.35)× 3.8m  床面積 (16.53)が

主軸の方向 :N62E

出 土 状 況 :床面から完形に近い甕、壺、高不、装飾器台くミニチュア等が出土 (1、 2、 4～ 9、 11)。

P3か らは小型の甕 (3)も 出土している。西側の床面より人骨 1体が、良好な残存状態

で出土している。頭位は東で、右横臥と思われ、膝は屈折する。人骨鑑定結果によると、

壮年以上の男性と推定されている (第Ⅵ章第7節 )。

床   面 :一部に炭化物が分布するが、特に堅緻な部分は認められず、不明確。

炉   址 :北寄 りの炭化物集中範囲に、炉の存在した可能性がある。

柱   穴 :南側に集中して 3基検出されたが、いずれも浅 く性格は不明。

時   期 三3段階

第1447号住居址 S B1447(第 66図 )

位   置 :②-4  Ⅳ S-08,09

形態・規模 :(5.3)× (3。 0)m  他の住居址や調査区外によって切られ、全体のプランは不明だが、長
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方形の可能性が考えられよう。

主軸の方向 :不明

出 土 状 況 :床面よりやや浮いた位置で、壺、高不、器台等が破片で出±。北西の壁際覆土中からは完

形の台付甕 (1)が出土し、床面からは 3体の人骨が出土した。 1号人骨は住居址の南に
位置し、頭位は南で、残存状態は悪いが左横臥と思われる。人骨鑑定によると成人男性の

可能性がある。 2号人骨は、頭位は西で頚骨付近から勾玉 1、 棗玉 1、 管玉 3、 ガラス玉
4な ど、多くの玉類が出土している (o、 7、 11、 12、 13、 21～ 24)。 鑑定によると女性の可

能性が高い。 3号人骨は頭位は北で、右横臥している。胴上半から管玉 2本が発見されて
いる (8、 14)。 残存状態が悪いため、性別は不明である。この他に本址南側の調査区境で

獣骨が出土している。

床   面 :全面堅緻で良く締まっている。
炉   址 :中央よりやや北寄 りの位置に炉を検出。炉北領1に石を検出したが炉石かどうか不明。炉は

しっかりと掘 り込まれており周辺には炭化物が分布している。

柱   穴 :2基検出され、いずれも浅いが、位置的に主柱穴と考えられよう。
時   期 :4段階
備   考 :榎田遺跡における弥生時代後期～古墳時代前期の中で、最も玉類を豊富に出土した遺構で

ある。

第1448号住居址 S B1448(第 67図 )

位   置 :②-4  Ⅳ S-16,21
形態・規模 :隅丸長方形  4.9× 4。 45m  床面積 21。 81m2
主車由の方向 :N81W

出 土 状 況 :床面および覆土中から、壺、甕、高不片が多量に出土し、完形の個体は少ない。床面より

浮いた位置で、ニホンジカの頭蓋骨やイノシシ足根骨が散在するが詳細は不明。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず、一部軟弱である。
炉   址 :北側主柱穴間に、壺の底部 (4)を用いた土器敷炉を検出。炉の周辺には間層を挟んだ 2

面の炭化物・灰層が分布する。

柱   穴 :中央やや北寄 りに径35cm、 深さ60cmの主柱穴を2基検出。
時   期 :0段階以前

第1453号住居址 S B1453(第 68図 )

位   置 :② -4  Ⅳ S-13,17,18
形態・規模 :隅丸長方形  5.05× 4。 3m   床面積 21.72m2
主軸の方向 :N63E

出 土 状 況 :西側の床面近 くに完形に近い壺 (4)、 甕 (1)、 高不 (7)が出土し、炉北東側床面からは

破片で、高不 (5、 6)、 甕 (3)が出土している。

床   面 :ほぼ全面が堅緻で良く締まっている。
炉   址 :ほぼ中央に炉石を伴った炉を検出。周辺には 2層の炭化物層が分布する。
柱   穴 :6基検出されているが配列は不規則。うち 2基は、南西壁と北東壁の相対する位置にあり、

棟持柱の存在も窺われる。
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時   期 :0段階以前

第1454号住居址 S B1454(第 68図 )

位   置 :② -4  1V S-16,17,21,22

形態・規模 :隅丸長方形  5。 5× 3.95m  床面積 (21.73)が

主車由の方向 :N8W

出 土 状 況 :床面からやや浮いた位置で、壺、甕、高不などが破片で出土。

床   面 :ほぼ全面堅緻で良く締まっている。

炉   址 :北側主柱穴間に、炉石を伴った炉を検出。

柱   穴 :6基検出され、主柱穴 (Pl、 2、 3、 4)が長方形に配列される。

時   期 :0段階以前

第1464号住居址 S B1464 (第 69図 )

位   置 三②-4  Ⅳ S-16

形態・規模 三他の住居址に切られて全体のプランは不明であるが、隅丸長方形と考えられる。

(5。 3)× 4.lm  床面積 (21。 73)m2

主軸の方向 :不明

出 土 状 況 :ほぼ床面から、壺、鉢、甕、高不が破片で出土している。全体に土器の出土量は少ない。

炉付近からガラス玉 (27)が割れた状態で出土している。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず、不明確。

炉   址 三中央より北寄 りの位置に炭化物が広 く分布し、径20cm位の焼土が認められた。石を伴うこ

とから炉と考えられるが、掘り込みは認められない。

柱   穴 :6基検出され、炉を挟んでほぼ等距離に 2基ずつが配列される。 P2、 3が主柱穴、 Pl、

4はネ甫助柱穴、または建て直しとも考えられる。

時   期 :0段階以前

第1625号住居址  S B1625(第 69図 )

位   置 :② -lA Ⅷ G-01,02,06,07

形態・規模 :不整な隅丸方形  5.3× (4.5)m  床面積 (23.85)m2

主軸の方向 :N55E

出 土 状 況 :床面および覆土より壺、甕、高不などが破片で出±。

床   面 :全面堅緻で良く締まっている。

炉   址 :中央より南寄 りの位置に炉を検出。浅い掘り込みを持ち、底部はレンガ状に焼結し、周辺

には炭化物が分布する。

柱   穴 :4基検出されたが、配列は不明。

時   期 三3～ 4段階

第1631号住居址 S B1631(第70図 )

位   置 :②-lB  ⅣW-17,18,22

形態・規模 :隅丸長方形か ?  5.9× 4。 7m  床面積 (27。 73)m2
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主軸の方向 :N29E

出 土 状 況 :床面より浮いた位置で、壺、甕、高不、甑が破片で多量に出土したが、完形 となる個体は

少ない。また、北側壁近 くから砥石、石皿が出土 している。 Plか ら鹿の足骨も出土 して
いる。

床   面 :ほぼ全面堅緻で良 く締まっている。
炉   址 :北側主柱穴間に壺の底部 (10を用いた土器敷炉を検出。北側に炭化物層が分布する。
柱    穴 :4基の主柱穴 (Pl、 2、 3、 4)を検出。 (南コーナー付近P4に切られる径170cm、 深さ30cmの土

坑が存在するが、遺物も出土せず、本址に付随するものか不明である)

時   期 :0段階以前

備   考 :覆土上面は、重機の移動による土圧がかか り、かなり凹凸が激しい。また、調査区境のた
め北東、南東コーナーは確認できなかった。

第1632号住居址 S B1632(第 71図 )
位   置 :②-lA ⅣW-13,14,18,19
形態・規模 :南東側は調査区外のため全体のプランは不明 7。 25× (3.3)m 床面積 (23.93)m2
主軸の方向 :不明

出 土 状 況 :床面より完形に近い壺 (1)、 高不 (12)が出±。覆土中からは、紡錘車や壺、甕、高不な

どが破片で多く出土している (4、 6、 14、 15、 16、 17、 19、 21、 22)。

床   面 :床直上に炭化物層があり、一部堅緻で締まった部分も認められた。
炉   址 :中央より西寄 りの位置に炉石を伴った地床炉を検出した。
柱   穴 :検出されなかった。
時   期 三1段階

第1650号住居址 S B1650(第 72図 )
位   置 :② -lB  Ⅷ B-09,10,14
形態・規模 :隅丸長方形  8。 3× 5.85m  床面積 48.56m2
主軸の方向 :N16E

出 土 状 況 :南側の床面から完形に近い壺、高不が出土し (1、 3、 5)、 覆土中からも壺、高不、甕な

どが破片で多く出土している。また北東ゴーナー付近から鹿角や、位置不明ではあるが、

ガラス玉 (28)、 紡錘車 (18)な ども覆土中から出土している。

床   面 :床全面に炭化物が分布し、炭化材が倒れた状態で出土しているが、出水が激しく非常に軟
弱である。

炉   址 :中央より北東寄 りの位置に炉石を伴った炉を検出。火床面に高不の不部 (7)が置かれて
おり、土器敷炉の可能性が考えられる。

柱   穴 :検出されなかった。
時   期 :0段階以前
備   考 :焼失住居の可能性が考えられる。

第1672号住居址 S B1672(第72073図 )
位   置 :② -lB ⅣW一 o8,09
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形態・規模 三隅丸長方形  4.6× 4.05m  床面積 18.63m2

主軸の方向 :N19W

出 土 状 況 :床面近 くから土器が破片で多量に出土したが、完形または完形に近い個体 となるものが多

い。特に南西側には、壺、高不、甕、鉢 (1、 9、 14、 15)な どが集中する。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず、やや軟弱。

炉   址 :北側主柱穴間に、 3ケ所の地床炉を検出。それぞれにレベル差、間層が認められた。炉 1,

炉 2は しっかりした掘 り込みをもち、北側に 2層の炭層が分布する。炉 3は浅い掘 り込み

を持ち、焼土化している。

柱   穴 :5基検出され、主柱穴 (Pl、 2、 3、 5)が長方形に配列される。

時   期 :0段階以前

第1801号住居址 S B1801(第 74図 )

位   置 :③ -l  ⅧK-01,02,06,07

形態・規模 :約半分が調査区外のため全体のプランは不明であるが、隅丸長方形と考えられる。

4.5× 3.15m  床面積 (14。 18)m2

主軸の方向 :不明

出 土 状 況 :覆土および床面とも、土器の出土量は少ない。

床   面 :炭化物、炭化材が床全面に分布するが、特に堅緻な部分は認められない。

炉   址 :北側の主柱穴間に浅い掘 り込みを持つ地床炉を検出した。

柱   穴 :深さ70～ 80cmの主柱穴を2基検出。いずれも上部は炭化物を多く含み底部には柱根が残存

した。

時   期 :2段階 ?

備   考 :炭化材は中心に向かって倒れており、柱根の残存状態からも焼失住居といえる。また壁線

に沿って、炭化材を含む径 5 cmのガヽ ピットが規貝J的に酉己夕Jさ れることから、垂木ピットの

存在が窺われ、住居の構造が推定される。

第1803号住居址 S B1803(第 75図 )

位   置 :③二l  ⅧK-01,02,06,07

形態・規模 三隅丸長方形  5.2× 4。 55m  床面積 (23.66)m2

主軸の方向 :N34W

出 土 状 況 三覆土から土器が破片で少量出土。

床   面 :一部焼土、炭が分布するが、特に堅緻な部分は認められず、不明確。

炉   址 三北側主柱穴間に浅い掘 り込みを持つ地床炉を検出。

柱   穴 :主柱穴 4基が長方形に配列される。

時   期 :2段階

第1804号住居址 S B1804(第 75図 )

位   置 :③ -l  ⅧK-05,06

形態・規模 :隅丸長方形  5.9× 3.7m  床面積 14。 84m2

主軸の方向 :N38W
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出 土 状 況 :土器の出土量は全体に少ない。破片は炉の南側に集中して出土。

床   面 :一部堅緻で明瞭。

炉   址 :北側主柱穴間に地床炉を検出。掘 り込みは認められなかった。
柱   穴 :4基の主柱穴が長方形に配列される。径、深さとも50cm前後で、柱痕が認められた。
時   期 :3～ 4段階

3 溝址

第62号溝址 S D62(第 76図 )
位   置 :③-5  ⅥU二 22,23,24、 XA T02,03,04
形態・規模 :北側をNR-1、 南側をS D58に切られる。東西長約13mの方形周溝墓で、主体部は肖J平さ

れ残存しない。周溝は幅40～ 110cm、 深さ20～ 40cmで、断面形状は南側V字状、東側は皿

状を呈する。

出土状 況 :南側周溝内と西側周溝外から高不 (3)な どが破片で出土。出土地点が明確な資料は少な

い。東側周溝内の角礫は、山偵Iか ら転落したもので、本址に伴うものではない。

時   期 :5～ 6段階
備   考 :③地区の墓域に位置し、遺跡最南端で確認されている。開口部は東側とも考えられるが明

確ではない。

第63号溝址 S D63(第 77図 )
位   置 :C)-4  ⅥU-25、 ⅥV-21,22、 XA-05、 XB-01
形態・規模 :東西径約14mの円形周溝墓で、北側をNR-1に よって切られる。主体部は削平され残存じ

ない。周溝は幅100～ 200cm、 深さ35～ 50cmで、断面形状はすり鉢状を呈する。南西開口部

は土橋の可能性が考えられる。

出土状 況 三周溝内の底部より浮いた位置で、完形または完形に近い甕、壺、高不が多量に出土してい

る。調査時の所見によると、これらは正位で設置された可能性が高い。また、出土地′点不

明ではあるが管玉 (18)も 出土している。

時   期 :1～ 2段階
備   考 :遺跡最南端に位置するS D62の東隣で確認されている。周溝南側の多量の角礫は山側から

転落したもので、本址に伴うものではない。

第77号溝址 S D77(第 78図 )
位   置 :③-3  ⅥR-15,20
形態・規模 :北西から南東方向に弧状を呈する。幅約100cm、 深さ約15cmで、断面形状は緩やかなすり

鉢状を呈する。

出土状 況 :南側の底部よりほぼ完形の壺や甕が出土 (1、 2、 4)。

時   期 :2段階 ?
備   考 :遺構の形状や、小型壺の出土状況から、③地区における円形周溝墓群の一部と思われる。

第88号溝址 S D88(第 78図 )
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位   置 :③-3  ⅥW‐ -02,03,07,08

形態・規模 :直径約10mの円形を呈し、円形周溝墓である可能性が高い。周溝の幅は50～ 120cm、 深さ

20～ 35cmで、断面形状は西側で皿状、東側でU字状を呈する。

出土状 況 :弥生時代中期及び後期の土器片が少量出±。

備   考 :検出時に残存したのは周溝の下部のみと思われる。プランの不規則な北東側が開口部かP

第89号溝址 S D89(第 78図 )

位   置 三③-3  ⅥW-06,07,11,12

形態・規模 :S D88の西側に位置し、遺構の西側は調査区外である。直径約10m、 周溝の幅100cm、 深

さ50cmで、断面形状は漏斗状を呈し、東側に開口部を有する。

出土状 況 :弥生土器片が少量出土

備   考 :③地区における円形周溝墓の一つである可能性が高い。

第91号溝址 S D91(第 78図 )

位   置 :③-3 ⅥR-20

形態・規模 :長径6.8m、 短径 6mでやや楕円状を呈する。幅約110cm、 深さ約10cmで断面形状は浅い皿

状を呈する。削平を受けて遺構の北部と東部に溝が途切れる部分がある。

出土状 況 :北側の周溝内外より高不など弥生土器が破片で出±。

時   期 :1～ 2段階
備   考 :③地区における円形周溝墓の一つと思われる。開口部は東側か ?

第115号溝址 S Dl15(第 76図 )

位   置 :③-4  ⅥV-22,23

形態・規模 :測量によるコンタ図や、写真から確認した。直径 7～ 8m、 溝幅50～ 100cmを 測るが、詳

細は不明。上部を削平され、痕跡のみの検出である。

出土状 況 :遺物は出土していない。

備   考 :③地区における円形周溝墓の一つである可能性が考えられる。

第136号溝址 S D136 (第 15図 )

位   置 :①-5 1L-10

形態・規模 :北東～南西方向に約 4m確認、幅約150cm、 深さ約10cmを測る。

出土状 況 :覆土中から甕・高不片が集中して出土 (1～ 4)。

時   期 :6段階
備   考 :弥生時代後期～古墳時代前期の遺構の中では最北端で検出されている。付近では本溝と同

時期の住居址 (S B 1268)も 存在する」

第161号溝址 S D161(第 79図 )

位   置 三①-lB2 ⅢK-19

形態・規模 :長さ約3.5m、 幅100cm、 深さ35cmで、ほぼ東西方向の溝である。周囲は遺構の切り合いが

激しく、本溝も部分的残存と思われる。
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出土状 況 :底部より高不が 2点出土している。

時   期 :0～ 2段階
備   考 :①地区では同規模・同形状の溝址が幾つか確認されており、円形周溝墓の一つである可能

性が高い。

第165号溝址 S D165(第 79図 )

位   置 :①-2  ⅢP-11,12,13
形態・規模 :北東～南西方向の弧状の溝で、北側はS B504に よって切られる。長さ7m、 幅120cm、 深

さ20～ 30cmで断面形状は皿状を呈する。

出土状 況 :底部より完形の小型壺 (1)な どが出土している。

時   期 :0～ 2段階
備   考 :遺構が弧状の形状であり、小型壺が出土している点から、①地区における円形周溝墓の可

育ヒ″性がある。

第169号溝址 S D169(第 79図 )

位   置 :①-lBl ⅢK-21,22
形態・規模 :北東～南方向の弧状の溝で、長さ5.5m、 幅50cm、 深さ10cmで、断面形状は皿状を呈する。

切り合い関係が激しく、本遺構も部分的残存と思われる。

出土状 況 :底部より小型壺 (1)が出土している。

時   期 :2段階
備   考 :①地区における円形周溝墓の可能性がある。

第173号溝址 S D173(第 79図 )

位   置 :①-lA ⅢP-03,04,07,08,13,14
形態・規模 :円形周溝墓と思われる。直径は13m。 主体部は削平され残存しない。周溝の幅120cm～ 200

cm、 深さ20～ 40cmで、断面形状は緩やかなすり鉢状を呈する。北狽]と 南側が開口している。

出土状 況 :西側覆土中より壺、高不が破片で出土。

時   期 :0～ 2段階
備   考 :①地区で円形周溝墓の形状が判明したのは本遺構のみである。

第183号溝址 S D183(第 17図 )

位   置 :①-lA  ⅢP-06
形態・規模 :東西方向約 4m、 幅約150cm、 深さ約20cmの不整形を呈する。

出土状 況 :覆土中より台付壺 (1)、 高不脚部など出土。

時   期 :2段階
備   考 :本址はS D 173の西側に接し、切り合い関係も不明である。しかし、本址で出土した台付

壺は住居址ではほとんど確認できない資料であり、祭祀性を有する資料と思われる。本址

も①地区の墓域の中に位置しており、付近の類似遺構との関連を検討する必要がある。

第185号溝址 S D185(第 80図 )
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位   置 三①-lB2  ⅢK-14,15

形態・規模 :北東～南西方向の溝で、北東側をS K4400に よって切られる。残存部はわずかであるが、

周溝の一部と考えられるも周溝の幅は70～ 80cm。 上部は削平され、明瞭な掘 り方は認めら

れない。

出 土 状 況 三完形に近い台付壺 (2)、 高不などが集中して出土している。ほとんどの個体が接合可能

である。

時   期 三1～ 2段階

備   考 :①地区における円形周溝墓の一部と思われる。付近には同様の出土状況を示すS D 190が

存在する。

第190号溝址 S D190(第 80図 )

位   置 三①-lBl ⅢK-13

形態・規模 :東～西方向の弧状の溝の一部。幅は270cmと 広いが、明瞭な掘 り方は認められない。東側

をSDlに切られ、西側は削平を受けて不明である。

出 土 状 況 :溝内の約 2m× lmの範囲に、完形に近い壺、高不が集中して出土し、復元可能イ団体が多

時   期 :0段階

備   考 :調査時はⅢKグ リッドの凹み部 として記録されていたが、周囲に S D 185な ど類似遺構が

見られるので、①地区における円形周溝墓の一部と判断したい。

第323号溝址 S D323(第 21図 )

位   置 :②-lB ⅧB-18

形態・規模 :ほぼ東～西方向の溝の一部。長さ約 6m、 幅約160cm、 深さ約15cmを検出。両端は調査区

外に展開する。

出 土 状 況 :覆土中から土器が破片で出±。完形となる個体は見られない。

時   期 :1段階

備   考 :S D 323周 辺は、同時期の S D311、 314な ど類似した溝が検出され、弥生時代後期～古墳

時代前期の住居址も確認されている。

第330号溝址 S D330 (第 21図 )

位   置 :②-lB Ⅷ F-09,10,14

形態・規模 :北東～南西方向の溝の一部。長さ約10m、 幅約100cm、 深さ約10cmで、北東側はSGlに

切られる。

出 土 状 況 :覆土中から土器が破片で出土。

備   考 :本溝もS D 323同様、弥生時代後期～古墳時代前期は小規模な流路であったのが古墳時代

前期以降、付近が滞水し、SGlな どの沼地が成立したようである。

第418号溝址 S D418(第 178図 )

位   置 :③-l ⅥO-13

形態・規模 :北西～南東方向の溝で、長さ約15m、 幅約2.5～ 4m、 深さ100～ 120cmを 測る。断面形状
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は底部の平坦なすり鉢状で、北西方向は自然消滅する。奈良・平安時代記載参照。

出 土 状 況 :古墳時代前期の土器が 2層 を中心に出±。 3層以下では弥生時代後期の土器片がわずかに

出±。

時   期 三6段階

備   考 :調査時の所見によると、本址は調査区を横断するS D33の 下部調査の過程で確認された。
l層から奈良・平安時代の遺物が出土し、続く2層の黒褐色層から、古墳時代前期の遺物

が出土したため、 S D418と して調査された。 S D418は 古墳時代前期までに堆積が進み、

それ以降奈良時代までに溝の範囲が広がり、沼状のS D33に移行したものと推定される。

第509号溝址 S D509(第 16図 )

位   置 :① -4B  IV-07,08,09

形態・規模 :ほぼ東西方向に延び、長さ約25m、 幅約150～ 200cm、 深さ約50cmで、断面形状はす り鉢状

を呈し、北側が緩やかに立ち上がる。溝の東端は調査区外に延び、西端は途中で検出不能

となる。

出 土 状 況 :覆土中から土器が破片で出±。

時   期 :2段階

備   考 :本溝の約16m北側には S D 551が位置する。 S D551は 南北方向の軸を持ち、多量の土器が

出土している。対照的に本址は遺物の出土量が少ない。

第551号溝址 S D551(第 81082図 )

位   置 :① -6  1L-20,25、  IQ-05,10,15,20,25、  IV-05
形態・規模 :調査区の北東端に位置し、南北に直線的に延び全長55mを測る。溝址の北端は撹舌Lに より

不明瞭となり、南端は南東方向に向きを変え、調査区外に延びる。幅150～ 220cm、 深さ30

～50cmで、断面形状はすり鉢状を呈する。

出 土 状 況 :底部より浮いた位置で、壺、甕、高不、台付甕など約100点が出土している。ほぼ完形に

近い個体も多いが大半は破片で出土している。遺物分布は他遺構と切 り合う部分以外では、

ほぼ均等に出土している。

時   期 :1～ 2段階

備   考 :本溝は弥生時代後期集落域の北東端で確認され、集落域の境界的性格が考えられる。

4 焼土址

第 6号焼土址 SF6 (第 83図 )

位   置 :② -2C  ⅣV-14

形態・規模 三長径110cm、 短径62cmの不定形な形状を呈する。深さ 2～ 3 cmと 浅いが、底部に 3ケ所の

凹穴が認められた。

出 土 状 況 :覆土中より銅鏃 (20が出土している。出土状況など詳細は不明。

第 7号焼土址 SF7 (第 83図 )

位   置 :② -2C ⅣV-18
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形態・規模 :長径140cm、 短径110cmの楕円形で、断面形状は深さ17cmの 皿状を呈する。 S B253の覆土

上面で検出されており、北西側は調査区外となる。上層は灰黄褐色土、下層は炭化物・灰

を多く含む褐灰色土で、火を使用した可能性が高い。

出 土 状 況 :底部から高不、鉢などの破片が出土している。

第303号焼土址 S F303(第 83図 )

位   置 :②-lA VIIG-02

形態 0規模 三長径 3m、 短径2.5mのやや不整な楕円形で、底部がほぼ平坦なすり鉢状を呈する。深さ

は30cm程度で、南北の壁は緩やかに立ち上がるが、西側はやや傾斜がきつい。炭化物層は

二層あり、褐灰色土を間層として挟む事から、埋没に時間差が考えられる。

出 土 状 況 :底部で壺、高不、甕、鉢などの破片と径10～ 30cm程の礫が出土している。

時   期 三1～ 2段階

備   考 :S F304と 近接し、出土状況も類似する。

第304号焼土址 S F304(第 83図 )

位   置 三②-lA VⅡ G-02

形態 。規模 :長径180cm、 短径150cmの楕円形で、断面形状はすり鉢状を呈する。深さは40cm程度で、底

部には炭化物が層状に堆積する。北西側は調査区外となる。

出 土 状 況 三底部から礫と弥生土器が破片で出土している。

備   考 :S F303と 近接し、出土状況も類似する。

5 土坑

第703号土坑 S K703(第 84図 )

位   置 :①-lB2 ⅢP-05

形態・規模 :長径90cm、 短径80cm、 深さ50cmの 円形土坑で、断面形状はU字状を呈する。

出 土 状 況 三覆土中より小型壺が出土している。

時   期 :0～ 2段階

備   考 :①地区における土坑墓の可能性が考えられる。

第2561号土坑 S K2561(第 84図 )

位   置 三②-2C  VII B-08

形態・規模 :長径250cm、 短径200cm、 深さ約65cmの楕円形の土坑で、断面形状は上面がやや広がったす

り鉢状を呈する。土層は 5層 に分かれ、下層ほど炭化物を多く混入する。

出 土 状 況 :覆土中より甕、壺、高不、鉢などが破片で出土している。

時   期 三0段階

第3781号土坑 S K3781(第 85図 )

位   置 三①-lA ⅢP-04

形態・規模 :長径170cm、 短径90cm、 深さ約30cmの 楕円形の土坑である。断面形状はタライ状を呈する。
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出 土 状 況 :底部より膝 を屈曲した人骨 と、土器片が少量出土 している。

備   考 :①地区における土坑墓である。人骨は成人と考えられるが残存状況が悪く、性別などは不
明 (第Ⅵ章第7節 )。

第3783号 土坑  S K3783 (第 85図 )

位   置 :①-lA ⅢP-04
形態・規模 :検出時に人骨が発見され、その範囲をプランとしている。規模は長径40cm、 短径20cmを測

る。

出 土 状 況 :残存状況が悪 く、人骨の年齢・性別などは不明。覆土からガラス玉 (32)が出土 した。

備   考 :①地区における土坑墓である。

第3875号土坑 S K3875 (第 85図 )

位   置 :①-lB2  ⅢK-19
形態・規模 :長径140cm、 短径90cm、 深さ28cmの楕円形の土坑で、断面形状はタライ状を呈する。

出土状 況 :床面で壺 (1、 2)が出土している。

時   期 :0段階
備   考 :①地区における土坑墓と思われる。

第4421号土坑 S K4421(第 85図 )

位   置 :①-lA ⅢP-14
形態・規模 :遺物分布や、周囲との土質の差をもってプランとした。長径120cm、 短径60cmの楕円形を

呈する。

出土状 況 :検出時から破片が確認され、底面より壺、小型壺 (1、 2)が出土した。

時   期 :0段階
備   考 :①地区における土坑墓と思われる。

第5331号土坑 S K5331(第 86図 )

位   置 :③-3  ⅥW-05
形態 0規模 :長径148cm、 短径80cm、 深さ34cmのやや不整な楕円形で、断面形状はタライ状を呈する。

出土状 況 :底面より壺、台付甕、高不などが出土している。

時   期 :0段階
備   考 :③地区における土坑墓と思われる。

第5340号土坑 S K 5340 (第 86図 )

位   置 :③-3 ⅥR-18
形態・規模 :直径45cm、 深さ15cmの円形で、断面形状はタライ状を呈する。

出土状 況 :底部より小型壺、台付甕、高不が出土している。

時   期 :1段階 ?
備   考 :小型であるが、③地区における土坑墓か ?
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第 5341号土坑  S K5341(第 86図 )

位   置 :③-3  ⅥR-18
形態・規模 :一辺約100cmの 隅丸方形状を呈するが、上部が削平されているため明確なプランは不明で

ある。深さ20cm程が残存し、断面形状は底部が平坦なすり鉢状を呈する。

出土状 況 :底部より壺、台付甕、高不などが出土している。

時   期 :1～ 2段階
備   考 :③地区における土坑墓か ?

第5343号土坑 S K5343(第 86図 )

位   置 :③-3  ⅥW・ -10

形態・規模 :長径約100cm、 短径55cmの東西に長い楕円形で、断面形状は深さ約20cmの タライ状を呈す

る。

出 土 状 況 :底部よりほぼ完形の小型壺や大型壺 (1、 2)が出土。

時   期 三0段階

備   考 :③地区における土坑墓と思われる。調査時の記録では、スカシを有する高不と中型の壺が

本遺構出土とされているが、遺構図、写真共に確認されていない。従って、遺構外遺物と

して紹介す る (図版86 VIW10-l VIW10-2)。

第 5345号土坑  S K5345(第 87図 )

位   置 :③-3  ⅥX-01,06
形態・規模 :長径200cm、 短径120cmの南北に長い楕円形。断面形状は深さ25～30cmの タライ状を呈する

が、南側は浅くテラス状となっている。

出土状 況 :覆土中より完形の小型甕と大型壺の口縁部が出土している。

時   期 :0段階
備   考 三③地区における墓坑の可能性がある。

第5367号土坑 S K5367(第87図 )

位   置 :③-3 ⅥR-22
形態・規模 :長径180cm、 短径110cm、 深さ15cmの不整な楕円形で、断面形状はタライ状を呈するが、南

西領Iの壁は緩やかに立ち上がる。

出土状 況 :覆土上部から、小型壺と大型壺が出土 (1、 2)。

時   期 :0段階
備   考 :③地区における土坑墓と思われる。

第5461号土坑 S K5461(第 87図 )

位   置 :③-3 ⅥR-14
形態 0規模 :長径100cm、 短径70cm、 深さ15cmの楕円形で、断面形状はタライ状を呈する②

出土状 況 三覆土中から小型壺と大型壺が破片で出土 (1、 2)。

時   期 :0段階
備   考 :③地区における土坑墓と思われる。
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第 5490号土坑  S K5490 (第 87図 )

位   置 :③ -3  ⅥW-03
形態・規模 :長径150cm、 短径120cmの楕円形で、断面形状は深さ20cmの緩やかなすり鉢状を呈する。

出土状 況 :底部より壺、高不、甕が破片で出±。接合可能な個体が多い。

時   期 :0段階
備   考 :③地区における土坑墓と思われる。

第7078号土坑 S K7078(第 88図 )

位   置 :①-lC ⅢL-21
形態・規模 :長径240cm、 短径95cmの東西に細長い楕円形で、断面形状は深さ20～ 30cmの底部が平坦な

すり鉢状を呈する。南西側はやや浅く、テラス状の部分が認められた。

出土状 況 :底部より完形の小型壺 (1)が出土している。

時   期 :0段階
備   考 :①地区における周溝墓の一部、もしくは土坑墓と考えられる。

第7147号土坑 S K7147(第 88図 )

位   置 :①-lC  ⅢL-21,22
形態・規模 :長径200cm、 短径140cmの東西に長い不整形で、深さ10cm弱の浅い皿状の遺構である。

出土状 況 :覆土中より径 9 cm程のミニチュア不 (1、 2)が完形で2点出土している。

時   期 :0段階
備   考 :①地区における土坑墓か ? S K7148に切られる。

第7148号土坑 S K7148(第 88図 )

位   置 :①-lC ⅢL-21,22
形態・規模 :長径75cm、 短径65cmの ほぼ円形の遺構で、断面形状は深さ25cmの U字状を呈する。東側は

やや浅くテラス状となっている。

出土状 況 :底部より甕が出土している。

時   期 :0～ 2段階
備   考 :S K7147を切る。

第7152号土坑 S K7152 (第 88図 )

位   置 :①-lC ⅢQ-11
形態・規模 :約 4mの北東～南方向に弧状に延びる遺構で、長径方向は緩やかに立ち上がる。最も広い

部分は幅120cm、 深さ35cmですり鉢状を呈する。

出土状 況 :覆土上部より高不の脚部が出土している。

時   期 :0段階
備   考 三土坑扱いではあるが、①地区における周溝墓の可能性が考えられる。

第7236号土坑 S K7236(第 88図 )

位   置 :①-lC ⅢQ-11,16
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形態・規模 :北東～南西方向に延びる長径 385cm、 短径100cmの 細長い遺構。断面形状は深さ15cmの皿状

を呈する。

出土状 況 :底部より甕が出土している。

時   期 三4段階 ?

備   考 :土坑扱いではあるが、①地区における周溝墓の可能性が考えられる。

第14557号 土坑

位   置 :

形態・規模 :

出 土 状 況 :

第16700号 土坑

位   置 :

形態・規模 :

出 土 状 況 :

第16712号 土坑

位   置 :

形態・規模 :

出 土 状 況 :

時   期 :

備   考 :

期

考

時

備

S K14557 (第 89図 )

② -4   1V S-03,08

長径200cm、 短径120cmの楕円形で、深さ20cmの タライ状を呈する。

底部より大型の台付壺、甕が破片で出土。

S K16700 (第 89図 )

②-lB ⅣW-13,18

本遺構は炭化米が半径 5m以上の範囲に分布する状態で検出され、精査の結果、一辺約2。

5mのほぼ正方形のプラン内に集中することが判明した。断面形状は深さ約50cmの タライ

状を呈するが、壁上部は緩やかに立ち上がり、特に南側では上部が漏斗状に広がっている。

北西の壁上部には径10～ 15cm、 深さ5～ 10cmの小ピットが斜め方向に確認される。南東側

にも同様のピットがテラス上に検出されていることから、上屋構造の存在が推定されよう。

土坑の壁面に火を受けた痕跡はない。

土器片と約63kgの炭化米が出土している。炭化米は検出面においても分布しているが、層

位毎の出土量を見ると、 1～ 4層 で約16kg、 5層が約41kgで、 6層からは出土していない。

残 りの約 6 kgは トレンチからの出土である。 5層が米の貯蔵層と考えられるが、米は粒状

で出土し、稲穂状のものは確認されていない。また、木片や繊維なども検出。されていない。

出土した炭化米は計量した結果、下層ほど重量があることから、洪水などによって、貯蔵

されていた米が添したものと考えられよう。炭化米層上部から破片で壺・甕 (1、 2、 4)

と鹿角が出土し、底部から鉢、高不、甕 (7、 8、 9、 10)な どが破片で出土している。

3～ 4段階

出土状況から米の貯蔵施設と考えられる。本遺構や、井戸の S K16712は ②地区の集落域

内で検出されている。

S K16712 (第 90図 )

②-lA ⅣW-22
調査区境に位置し、全体のほぼ1/4を検出した。検出面での掘り方の直径は約2。 5m、 底

部までの深さ約 lmで、逆台形を呈する。底部には直径約55cmの木枠が出土し、出土状況

から、 くり抜きの井戸枠が埋設されていたものと考えられる。井戸枠は幅2～ 8 cm、 最大

長51cmで、最深部は検出面から1.2mを測る。

井戸枠内より壺、高不、甕、 ミニチュア土器が出土している。
O段階

本遺構や、米貯蔵施設と思われるS K16700は②地区の集落域内で検出されている。
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6 沼址

第 2号沼址 SG2 (第 15図 )
位    置 :① -5  1K-01～ IL-03

形態・規模 :古墳時代中期～後期の事実記載を参照

時   期 :弥生時代後期～古墳時代前期・古墳 I～ V期 (Ⅱ期中心)
備   考 :SG2は 古墳 I期以降の遺物が主体的に出土するが、弥生時代後期～古墳時代前期の破片

も少量見られる。出、土層については詳細不明であるが、SG2は 弥生時代後期以降は流路
であったと推測される。

第 3号沼址 SG3 (第 93図～第108図 )
位   置 :② -3A・ 3B、 ②-5  1VI-18～ 25、 ⅣJ-08～ 23、 ⅣW-02～ 09、 ⅣO-01,02
形態・規模 :古墳時代中期～後期の事実記載を参照

出 土 状 況 :SG3は 古墳時代の遺物が主体的に出土しており、弥生時代後期の遺物はXV～ XⅥ層よ
り若干出土している。

備   考 :SG3の XV～ XⅥ層は砂層と粘土層が交互に堆積しており、該期には流路であったと思
われる。

7 不明遺構

第507号不明遺構 S X507(第 91図 )

位   置 三①-4C  IP-09、 14
形態・規模 :長径約 8m、 短径1.6mの南北に細長い範囲に遺物が集中して分布する。上部は削平され

たものと思われ、掘り方など明確なプランは認められなかった。

出 土 状 況 三検出面において壺、甕、高不、鉢などが破片で出土する。接合可能な破片が多い。

時   期 :1～ 2段階

第509号不明遺構 S X509(第 91図 )

位   置 :① -6  1L-25

形態・規模 :長径215cm、 短径 90cm、 深さ約20cmの楕円形で、断面形状はタライ状を呈するが、壁は比

較的緩やかに立ち上がる。底部には炭層が認められる。

出 土 状 況 :覆土中より高不脚部が出±。

時   期 :1～ 2段階

第510号不明遺構 S X510(第 91図 )

位   置 :① -6 1V-05

形態・規模 :長径120cm、 短径63cm、 深さ約25cmで、南東側をS D510に よって切られるが楕円形と思わ

れる。底部は北側に円形の落ち込みがみられる。

出 土 状 況 :覆土中より小型の甕片が出±。
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第 511号不明遺構  S X511(第 91図 )

位   置 :① -6  1V-04

形態・規模 :長径190cm、 短径100cm、 深さ約47cmの東西に長い楕円形で、断面形状は中央部が円形に落

ち込む漏斗状を呈する。

出土状 況 :覆土中より甕口縁部が出±。

時   期 :1～ 2段階

第513号不明遺構 S X513(第 92図 )

位   置 :① -lA ⅢP-02

形態・規模 三一辺約 5mの三角形に近い不整形で、底面には凹凸が見られる。深さは20～ 40cmで、壁面

は緩やかに立ち上がる。住居址の可能性もあるが、過年度調査時の撹乱により、当初のプ

ランは確認できなかった。小ピットが 4基検出されているが、本址に伴うものか不明であ

る。

出 王 状 況 三ほぼ床面から大小の壺 (2、 3、 4)、 甕 (5、 7)、 高不 (6)な どが破片で出土している。

時   期 :3～ 4段階

備   考 :①地区の墓域付近に位置し、遺物に小型壺が含まれるなど、墓域との関連が窺える。

第514号不明遺構 S X514 (第 92図 )

位   置 :②-4  ⅣS-12

形態・規模 :住居址に挟まれた検出面に遺物が破片で散在しているが、プランは確認できなかった。径

50cmの、炭化物を覆土とする落ち込みも認められたが、焼土は検出されていないι調査時

は住居址としたが、整理作業で不明遺構として扱うこととした。

出土状 況 :甕、高不、甑などが検出面より破片で出±。

時   期 三3～ 4段階

第516号不明遺構 S X516(第 17図 )

位   置 :①-lA ⅢP-01

形態・規模 三長さ約290cm、 幅は残存部で約80cmを 測る。北東～南西方向に延びる溝状遺構。南東部分

はS B637に切られる。深さは約20cm。

出土状 況 :覆土中より赤色塗彩された完形に近い大小の壺が出土 (1、 2)。

時   期 三3段階
備   考 :SXと して登録されているが、遺構の形状、遺物などから①地区における周溝墓の可能性

が考えられる。
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第 4節 古墳時代中期～後期

第 4節 古墳時代中期～後期

概 要  (第 15～ 24図 )

古墳時代中期～後期の遺構は現耕土直下の ID層～Ⅱ層上面で検出され、該期の遺構と明確に認定した

のは住居址261軒、溝址や沼址など流路は約10条、土坑 3基を数える。また覆土中の遺物より該期に属す

ると認定した住居址は260軒存在する。この他に覆土中で該期の遺物が少量出土した遺構も存在するもの

の、これらの遺構は形状や切り合い関係に不明な部分が多く、明確に該期に属すると判断出来ない状況に

ある。また掘立柱建物址や時期不明遺構の中にも該期の遺構が含まれる可能性もある(第ⅡI章第1節 )。

抽出した遺構の時期は、住居址で一括出土した土器の様相を、榎田遺跡における古墳時代中期～後期編

年 (I～ V期)に対応させて紹介する (第 V章第1節 3)。 なお遺構の変遷については、時期が明確に判明し

た資料のみを用いる。以下この時期区分を用いて遺構の時期的変遷について若干触れたい。

榎田遺跡においては、弥生時代後期～古墳時代前期まで続いた集落が一旦途切れ、調査区内で遺構が確

認できない時期が存在する。しかし古墳 I期になると調査区内で再び遺構が検出され始める。まずは遺跡

中央部に位置するSG3の両側で約10軒ほどの住居址が出現する。該期の遺構は、北限が②-5地区、南
限が②-1,2C地区北端までの約300mの範囲内に存在する。またSG3では I期以降、溝内の滞水が始
まる。続く古墳Ⅱ期になると住居址の軒数が70軒以上と急増し、大半の住居址にカマドが見られる。該期

の遺構は北限が①-4A地区、南限が②-1,2C地区までの約450mに広がる。特にSG3では土器や木
製品が大量に出土し、その周辺には多くの住居址が存在するなど、集落の中心部的様相を示す。古墳Ⅲ期

になると調査区内では住居址の軒数は約36軒 と減少する。特にSG3以南は住居址が 4軒ほどしか確認で
きない。古墳Ⅳ期になると住居址の軒数は40軒以上に増加し、続く古墳V期になると、100軒以上となり、

I～ V期の中では最も集落が発達する。遺構の確認範囲はⅣ～V期に最大となり、約700mに 広がる。集

落の北限は遺構の密集度が低く、流路であるSG2が存在する①-5地区と推測される。一方南限は遺構
の密集度が低く、SG4や S D33な どの流路が存在する③-1, 2地区と推測される。また同地区以南で
は古墳 I～ V期の遺構はほとんど検出されない。

榎田遺跡では古墳V期を過ぎると、奈良時代前葉まで、遺構の空白期間が存在する。

竪穴住居址

第42号住居址 S B42(第 109図 )

位   置 :② -2A  Ⅵ J-24,25、 ⅥO-04,05

形態・規模 :隅丸長方形  4.85× 5。 55m  床面積 26.92が

主軸の方向 :N23W

出 土 状 況 三土器は床面から多く出土している。カマ ド左側では不が 5イ固 (1、 2、 4、 6、 8)、 カマ ド

右側では不、鉢、甑 (3、 9、 11)、 南壁付近では甕、壺 (10、 12)と 鹿角、西壁付近から滑

石製の紡錘車2個 (51、 52)が出土した。

床   面 :炭化物、炭化材が床全面に広がり、東コーナー付近は堅緻で良く締まっている。
カ マ ド:北壁ほぼ中央に位置するものと思われ、袖、煙道は残存しないが、焼土、炭化物が集中し

て残存する。
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柱   穴 :8基検出され、 P2と P7が主柱穴 と考えられるが、相対する柱穴は検出されなかった。

P6に は柱根が残る。

時   期 :古墳Ⅳ期

備   考 :焼失住居。本住居址では不G類が 6点出土した。 G類は小型で ミニチュアに近い形態であ

る。この他、鹿角や紡錘車も出土してお り、何 らかの祭祀行為 を行った可能性 もある。

第50号住居址 S B50(第 109図 )

位   置 :② -2B VII F-01,02,06,07

形態・規模 :隅丸方形   (4.6)× 4.55m  床面積 (20。 93)「

主軸の方向 :N46W

出 土 状 況 :遺物はカマ ド右側に集中し、須恵器不 (6)や三枚重ねの不 (1、 3、 4)が出土した。

床   面 :軟弱。黒色土を床に貼った可能性も考えられる。

カ マ ド:北西壁ほぼ中央に位置し、煙道は調査区外か。火床は赤化しており、その上に天丼・袖の

崩れたものが広がって堆積。

柱  、穴 :6基検出され、 P2、 3、 5が主柱穴と考えられる。カマ ド左側のP6は貯蔵穴と考えら

11によう。

時   期 :古墳V期

第56号住居址 S B56(第 110図 )

位   置 :②-2B  Ⅷ F-07,08,12,13

形態・規模 :(隅丸方形) 二方を他の住居址と道路によって切られているため全体のプランは不明。

(5。 3)× (5.5)m

主軸の方向 :N60E

出 土 状 況 :カ マ ド付近に遺物集中。火床部分より大小の長胴甕 (21、 2幼 と不 (4)、 火床奥より、不、

甑 (12、 13)が出±。この他カマ ド両側より甕、甑などが集中して出±。いずれも完形に

近い個体が多い。覆土より鹿の尺骨も出土している。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず、不明確。

カ マ ド:北東壁ほぼ中央に位置するものと思われる。検出面における煙道は短 く、袖、天丼部は崩

落し、黄色土と焼土がブロック状に広がる。

柱   穴 三4基を検出したが、配列は不明。

時   期 :古墳Ⅳ期

第64号住居址 S B64(第 111図 )

位   置 :② -2C  VIIB-02,07

形態・規模 三隅丸方形 本址東側はS B61に よって切られる。

4.1× 3。 75m  床面積 15。 38m2

主軸の方向 :N40W

出 土 状 況 :火床では高不が逆位で出±。器面の荒れから転用支脚と考えられる。その上にほぼ同じ長

さの長胴甕 (10、 11)がつぶれて出土し、カマ ド外の破片とも接合 している。その他の土

器はカマ ド右側床面に集中し、カマ ド左側のPlでは小型甕 (6)が出土した。
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床   面 :炭化物が床全面に分布 し、堅緻で良 く締まっている。

カ マ ド :北西壁ほぼ中央に位置し、煙道、袖 も明確に確認された。燃焼部は良 く焼けて煉瓦状を呈

する。

柱   穴 :2基検出され、 Plは貯蔵穴と考えられる。

時   期 三古墳Ⅱ期

備   考 :焼失住居。

第69号住居址 S B69(第 112図 )

位   置 :② -2C ⅣW-01,02

形態・規模 :隅丸方形  5。 4× 5.4m  床面積 29.16が

主軸の方向 :N27W

出 土 状 況 :遺物はカマ ド付近に集中し、完形または完形に近い個体が多い。火床では支脚石の上に甕

(24)が置かれた状況で出土した。カマ ド左側には甑 (26)と 長胴甕 (23)、 右側には壺、甑、

不等が集中して出土。住居中央付近からミニチュア土器 (18)、 覆土中からは管玉が 2ケ

(50、 51)出土した。

床   面 :全体に軟弱で不明確。
カ マ ド三北西壁ほぼ中央に位置する。袖は地山で構築されているが、破壊されて燃焼部のみ残存。

火床より支脚石が出土。

柱   穴 :検出されなかった。

時   期 :古墳Ⅳ期

第73号住居址 S B73(第 113図 )

位   置 :② -2C  ⅣV-05,10、 ⅣW-06

形態・規模 :隅丸方形  5.35× 5。 65m  床面積 30.23が

主軸の方向 :N27W

出 土 状 況 三カマ ド内から高不 (22)が出±。器面の荒れから見て転用支脚と思われる。近接して長胴

甕 (28)が完形に近い状態で出土。この他にカマ ド右側と南東隅の 2カ所で、完形および

完形に近い土器が集中出土している。覆土からはミニチュア土器 (15)も 出土している。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず、不明確。
カ マ ド:北西壁ほぼ中央に位置する。煙道は検出できたが、袖は崩落し火床のみ確認できた。
柱   穴 三4基検出されたが、配列は不明である。Plは カマ ド左側にあり、貯蔵穴の可能性が考え

られる。

時   期 :古墳Ⅳ期

第75号住居址 S B75(第 113図 )

位   置 三②-2C ⅧA-15,20、 VII B-16

形態・規模 :隅丸長方形  3。 0× 3.55m  床面積 10。 65m2

主軸の方向 :N20E

出 土 状 況 :土器の出土量は全体に少ない。本址西側では馬の肛骨や歯が炭化物とともに出土している。

須恵器蓋 (1)は北東隅の床面より出±。
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床   面 :軟弱で、南側はグライ化 した青灰色土 と黒褐色土が分布する。

カ マ  ド :北東壁中央 と東寄 りに 2つのカマ ドが検出された。両カマ ドとも燃焼部には焼土が 2 cm程

堆積する。東側のカマ ドは袖のみで、煙道は検出されなかった。

柱   穴 :7基検出され、カマ ド東側のPlは貯蔵穴と考えられるが、主柱穴の酉げJは不明。

時   期 :古墳V期

第83号住居址 S B83(第 114図 )

位   置 :② -2C  ⅣV-15,20、 IVW-11,16

形態・規模 :隅丸方形  5.4× (5.8)m  床面積 31。 32m2

主軸の方向 :N35E

出 土 状 況 :土器の出土量は多いが、接合イ団体は少ない。カマ ド内では高不 (5、 8)が出土したが、

器面の荒れが少なく、支脚とは判断できない。カマ ド右側では甕片 (14、 16)が、南隅付

近床面では不、高不、壺、甕 (1、 6、 15、 17、 19)が破片で出土 した。覆土中からミニ

チュア土器 (4)が出土。

床   面 :本址中央部に広がる焼土の下は、やや堅緻で良く締まっている。

カ マ ド:北東壁中央に位置し、袖は地山の土で構築されたと考えられる。煙道は確認されなかった

が火床は明確で、焼土が全面に広がる。

柱   穴 :6基検出され、P2と P4に柱痕が認められた。位置的にはP5が主柱穴と考えられるが、

相対応するものは検出されていない。カマ ド左側のP4は貯蔵穴と考えられよう。P6は、

カマ ド脇の炭化物を切っておりSKの可能性が高い。

時   期 :古墳 I期

第118号住居址 S Bl18(第 114図 )

位   置 :② -2C IVV-24,25 VⅡ  B-04,05

形態・規模 :方形  7.1× 6.95m  床面積 49.35m2

主軸の方向 :N50E

出 土 状 況 :土器の出土量は比較的少ない。カマ ド内では高不 (3)が逆位で出土し、器面が荒れてい

ることから、転用支脚と思われる。カマ ド右側では壺 (9)、 P3付近では壺、甕 (6、

10)が出±。また、鹿角 (2)、 砥石が床面から出土している。

床   面 三カマ ド前面に炭化物が分布し、ほぼ全面が堅緻で良く締まっている。

カ マ ド:北東壁中央に位置し、袖は粘土で構築されている。

柱   穴 :12基検出され、 Pl、 6、 9、 10が横長の長方形に配列する。カマ ドの両脇にP5、 11が

位置し、東コーナー付近にピットが集中するが、性格は不明。

時   期 :古墳Ⅱ期

第126号住居址 S B126(第 ‖5図 )

位   置 :②-3A Ⅳ R-13,14,18,19

形態・規模 :隅丸方形  5。 2× 5。 5m  床面積 28.6m2

主軸の方向 :N44W

出 土 状 況 :土器の出土量は多いが、接合可能な個体は少ない。特殊遺物は、カマ ド右側床面より臼玉
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(97)、 北東覆土中から有孔円板 (189)が出土している。また床面から鹿の頭蓋骨 と指骨が

出土している。

床   面 :地下水の影響で出水が激しく軟弱ではあるが、明確。
カ マ ド:北西壁中央に位置し、右袖は トレンチにより破壊 されているが、地山の土で構築されたも

のと思われる。

柱   穴 :主柱穴 と思われる位置にPlを検出した。他は出水が激しく検出されなかった:
時   期 :古墳V期

第163号住居址 S B163 (第 115図 )

位   置 三②-2C IVV-13,14,18,19

形態・規模 :方形 ?  6。 1× 5。 95m  床面積 (36。 3)が
主軸の方向 三N43W

出 土 状 況 :カマ ド右側から完形の不と甕が集中して出土している (2、 3、 4、 6、 7、 11)。

中央床面で鹿角が、覆土中からミニチュア土器 (8)が出土した。

床   面 :一部堅緻な部分が認められ明確。貼り床の可能性も考えられる。
カ マ ド:北西壁中央に位置し、左袖は S B 162に よって切られる。火床はレンガ状を呈する。
柱   穴 :南西側に径30cm前後の浅いピットが集中しているが、性格は不明。
時   期 :古墳IV期

第164号住居址 S B164 (第 115図 )

位   置 :② -2C ⅣV-25

形態・規模 :不整な隅丸方形  2.7× 2.8m  床面積 7.56m2
主軸の方向 三N6E

出 土 状 況 :床面より土器片少量出土。

床   面 :焼± 0炭化物が一部に分布し、全面堅緻で良く締まっている。
カ マ ド三北壁中央に位置する。
柱   穴 :検出されなかった。

時   期 :古墳Ⅱ期

第167号住居址 S B167(第 116図 )

位   置 :②-3C ⅢU-17,18,22,23

形態・規模 三方形  7.1× 6。 7m  床面積 47。 57m2
主軸の方向 :N26W

出 土 状 況 :カ マ ド火床前方では、高不 (9)と 甕 (12)が出土している。高不は器面が荒れており、

転用支脚と思われる。カマ ド右側では不 (1)、 南壁中央付近では不 (4)、 甕 (11)が出土

している。全体に土器の出土量は少ない。

床   面 :軟弱であるが明確。
カ マ ド:北西壁中央に位置し、長い煙道を持つ。火床面より緩やかに傾斜し、煙道の天丼は崩れず

に、直径20cm程の煙道口、煙出口が確認された。

柱   穴 :検出されなかった。
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時   期 :古墳Ⅱ期

第171号住居址 S B171(第 116図 )

位   置 :② -3C  ⅢU-12,13,17,18

形態・規模 :隅丸方形  5。 6× 5。 25m  床面積 29。 4ぽ

主軸の方向 :N36W

出 土 状 況 :床面及び覆土中から土器片が少量出土、カマ ド右袖に集中する。覆土中から須恵器出土。

床   面 :一部堅緻な部分が認められた。

カ マ ド:北西壁やや北よりに位置し、袖は粘土で構築されている。煙道は長 く緩やかに傾斜し、煙

道口と煙出口が確認された。

柱   穴 :5基検出され、主柱穴 (Pl、 2、 3、 4)がほぼ方形に配列される。P5は 出入口に係わ

る施設と考えられる。

時   期 :古墳 I～ V期の間。

第172号住居址 S B172(第 1170118図 )

位   置 :② -3C  ⅢU-11,12,17

形態・規模 三方形  6。 25× 6.15m  床面積 38.44m2

主軸の方向 :N35W

出 土 状 況 三床面及び覆土中から土器破片で多く出土し、カマ ド付近と壁面に添った床面に集中する傾

向がある。カマ ド内からは高不 (22)が逆位で出土し、器面の荒れから転用支脚と思われ

る。覆土からミニチュア土器 (33、 34、 35)が出±。

床   面 三炭化物、焼土が分布し堅緻な部分もあるが、不明確。

カ マ ド三北西壁やや北寄りに位置し、粘土で構築された袖と煙道が確認された。

柱    穴 三主柱メこ(Pl、  2、  3、 4)がほIF文ガ形に酉己夕Jさ 才Lる 。

時   期 :古墳Ⅲ期

第180号住居址 S B180(第 119図 )

位   置 三②-3C  ⅢU-22,23、 VA-02,03

形態・規模 :方形  6.25× 6。 9m  床面積 43。 13が

主軸の方向 :N33W

出 土 状 況 :覆土中より土器が破片で少量出土し、カマ ド内からは不、高不、甕、壺 (2、 5、 10、 11)

などが破片で出土した。

床   面 三全体に軟弱であるが、明確。

カ マ ド:北西壁やや西寄 りに位置し、粘土で構築された袖 と煙道を検出した。残存する煙道は約

70cmで、 S B233の壁面で煙出口が確認された。

柱   穴 :3基の主柱穴が検出され、カマ ドに対し横長の長方形に配列されるものと思われる。

時   期 三古墳Ⅱ期

第181号住居址 S B181(第 119図 )

位    置 :② -3C  HY-25、 ⅢU-21、 Ⅳ E-05、 VA-01
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形態・規模 :隅丸方形  5.65× 5。 55m  床面積 31。 36m2

主軸の方向 :N155E

出 土 状 況 :カ マ ド周辺の床面より、長月同甕 2イ団体 (11、 12)、 不、甑などが出土。量的には少ないもの

の、いずれもほぼ完形の状態で出土している。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず、不明確。
カ マ ド:南東壁ほぼ中央に位置し、煙道と灰黄褐色砂質土で構築された袖を検出した。燃焼部には

炭層に挟まれた焼土が確認され、天丼部の崩落が考えられる。火床では支脚石が出土して

いる。

柱   穴 :検出されなかった。

時   期 :古墳 V期

第182号住居址 S B182(第 120図 )

位   置 :② -3C  VA-01

形態・規模 :隅丸長方形  3。 6× 3。 2m   床面積 11。 52m2
主軸の方向 :N32W

出 土 状 況 :大半の土器は床面出土で、住居址北西隅では不、甕、壺 (3、 12、 15)が、南西隅では鉢、

甕 (6、 11)が出土した。

床   面 :炭化材が住居址中央に向かって倒れた状態で出±。特に堅緻な部分は認められない。
カ マ ド:検出されなかった。
柱   穴 :3基検出されたが、いずれも径50～ 60cmで性格は不明。
時   期 :古墳Ⅱ期
備   考 :焼失住居

第183号住居址 S B183(第 120図 )

位   置 三②-3C VA-02,03

形態・規模 :隅丸方形か ?  5.9× (4。 9)m  床面積 (28。 91)m2
主車由の方向 :N66E

出 土 状 況 :カ マ ド内で高不 (7)が正位で出土しているが、器面の荒れが無 く、支脚とは判断できな

い。カマ ド左側で不 (1、 3)が出土している。

床   面 :軟弱であるが明確。
カ マ ド:北東壁ほぼ中央に位置するものと思われる。袖は粘土で構築され、燃焼部より上部の壁面

に煙道口が確認されている。

柱   穴 :2基検出されており、位置的に主柱穴と考えられる。
時   期 :古墳Ⅲ期

第186号住居址 S B186(第 120図 )

位   置 :② -3C  ⅢU-16,21、 II Y-20,25

形態・規模 :隅丸方形  4.95× 5.Om  床面積 24.75m2
主軸の方向 :N57E

出 土 状 況 :カマ ド内では小型甕 (1)が逆位で出土。支脚と思われる。カマ ドの右側に長胴甕 (6)、
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左側に小型甕 (2)が出土している。 P3東側で長胴甕 と壺 (8、 9)が出土している。

床   面 :特に堅緻な部分は認められなかったが、明確。炭化材が住居址の中心に向かって倒れた状

態で出土。

カ マ ド三北東壁中央に位置し、袖は粘土で構築される。

柱   穴 :主柱穴 4基が方形に配列する。 P3内からは土器片が出土。

時   期 :古墳V期

備   考 :焼失住居

第196号住居址 S B196(第 121図 )

位   置 三②-3B HY-23、 ⅣE-03

形態・規模 三隅丸方形  5。 0× 5。 2m  床面積 26.Om2

主軸の方向 三N42W

出 土 状 況 :覆土中から甕、不類が破片で出土している。カマ ド内では支脚石の上に、底部を欠いた鉢

(7)が出土している。須恵器不 (5)は カマ ドの左袖と壁の境で出±。住居址中央やや東

寄りに須恵器の大甕 (9)が出土したが、床面よりかなり浮いた状況で検出されている。

床   面 :地山の円礫の間に黄色土が散点し、貼り床の可能性が考えられる。

カ マ ド三北西壁中央に位置し、煙道と粘土で構築された袖を検出した。

柱   穴 :主柱穴 (Pl、 2、 3、 4)が方形に配列される。P5は 出入口に係わる施設と考えられる。

時   期三古墳V期

第201号住居址 S B201(第 121図 )

位   置 三②-3B ⅣE-07,08,12,13

形態・規模 :隅丸方形  6。 6× 6.05m  床面積 39.93m2

主軸の方向 :N31W

出 土 状 況 三カマ ド火床では支脚石に近接して長胴甕 (9)が出±。カマ ド右側には鉢と甕 (7、 11)、

カマ ド前方では高不と甕 (5、 8、 10)が出土し、いずれもほぼ完形に近い。また、住居西

コーナーでは円礫が集中して出土している。

床   面 三ほぼ全面堅緻で良く締まっており明確。

カ マ ド:北西壁中央に位置し、煙道と地山削りだしの袖を検出。支脚は円礫が使われている。

柱   穴 :6基検出されており、主柱穴 (Pl、 2、 3、 5)がほぼ方形に配列される。

時   期 :古墳V期

第316号住居址 S B316(第 122図 )

位   置 三②-3A Ⅳ S-06,07,11,12

形態・規模 :隅丸方形  7。 1× 6.5m  床面積 46.15ゴ

主軸の方向 :N49E

出 土 状 況 :壁際に沿って、完形または完形に近い土器が多数床面から出±。東コーナー付近では不類

(1、 2、 6、 7、 8、 10)、 南東壁では甕 (10が出土した。

床   面 :全面堅緻で良く締まっており、間層に厚さ10cmの粘土の貼床が認められた。

炉  :中 央やや北寄りに掘 り込みのある地床炉を検出した。
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柱   穴 :4基の主柱穴が検出され、いずれも柱根が残り、方形に配列される。
時   期 :古墳Ⅱ期
備   考 :北東壁から南東壁にかけて深さ約 5 cmの周溝が確認された。

第321号住居址 S B321(第 123図 )

位   置 :② -3B  ⅣE-22,23

形態・規模 :北西側をS B354に 切られ全体のプランは不明であるが隅丸方形の可能性が高い。

5.2× (4。 0)m  床面積 (20.8)m2
主軸の方向 :N43E

出 土 状 況 :カ マ ドから完形に近い不、高不、甕、鉢などが集中して出土した (1、 2、 4、 9、 10、 14)。

出土量が多く、カマ ド使用時に伴ったものか不明である。

床   面 :軟弱であるが明確。炭化物、炭化材が床全面に分布し、南ゴーナー付近にはムシロ状の炭
化物が出土している

カ マ ド:Jヒ東壁ほぼ中央に位置し、袖は粘土で構築されている。天丼部・煙道は検出されない。
柱   穴 :検出されなかった。
備   考 :床面の炭化材は中心に向かって倒れており焼失住居の可能性が考えられる。
時   期 :古墳Ⅱ期

第322号住居址 S B322 (第 124図 )

位   置 :② -3B  ⅣD-25、 ⅣE-21、 Ⅳ I-05、 Ⅳ J-01
形態・規模 :北西側は調査区外、南東側はS B380に よって切られているが、方形～長方形と考えられる。

10。 7× (7。 3)m  床面積 (78.11)m2
主軸の方向 :N34E

出 土 状 況 :土器はカマ ド周辺から中央部にかけての床面に集中し、ほぼ完形になる個体が多いが、大

半は破片で出土している。北西の覆土中より自玉 (100)が出±。

床   面 :一部に炭化物が分布するが、明確ではない。
カ マ ド:北東壁ほぼ中央にあると考えられる。破壊されており、煙道と火床が僅かに確認された。
柱   穴 :検出されなかった。
時   期 :古墳Ⅱ期
備   考 :付近には本址や S B380、 354な どの大型の住居が存在する。

第327号住居址 S B327 (第 125図 )

位   置 :② -3B Ⅳ E-13,14,18,19

形態・規模 :方形  6.1× 5.7m  床面積 34.77m2
主軸の方向 :N52E

出 土 状 況 :土器はカマ ド右側と南西壁付近の床面より出±。不類と須恵器魅 (12)は カマ ド右袖付近

で出土し、甑、壺 (17、 18)は カマ ドと対面する壁際から出土している。この他、床面に

長さ10～ 15cmの 円礫が少量検出され、こも編み石の可能性も考えられる。

床   面 :全体に軟弱であるが、明確。
カ マ ド:北東壁中央に位置し、やや湾曲した煙道と袖を検出した。
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柱    穴 :検出されなかった。

時   期 :古墳Ⅲ期

第341号住居址 S B341(第 126図 )

位   置 :② -3C ⅡY-18,19,23,24

規模・形態 :隅丸方形  5。 3× 5。 75m  床面積 30。 48m2

主軸の方向 :N45W

出 土 状 況 :土器はカマ ド左側の床面より出土し、完形に近い個体が多い。特にP4付近には不 (2、

3、 4、 7、 8)が集中している。

床   面 :一部堅緻な部分があり明確。

カ マ ド:北西壁中央に位置し、粘土で構築された左袖と煙道を検出した。

柱   穴 :4基の主柱穴がカマ ドに対して横長の長方形に配列される。

時   期 :古墳V期

第354号住居址 S B354(第 1270128図 )

位   置 :② -3B  Ⅳ E-16,17,21,22

形態 0規模 :隅丸方形  10。 15× 10.2m  床面積 103.53m2

主軸の方向 :N48E

出 土 状 況 :土器はカマ ド周辺と南西壁付近の床面から多量に出±。カマ ド内からは高不 (16)が逆位

で出土し、支脚の可能性も考えられる。カマ ド左側には甑、甕 (24、 27、 28)な どが集中す

る。右側には不類 (3、 4、 5、 7)が多量に出土し、完形または完形に近い個体が多い。

覆土中からは細い棒状の銅製品 (36)、 イヌ類と鳥類の骨も出±。

床   面 :カマ ド周辺部には炭化物や炭化材が分布し、床面は全体に軟弱。

カ マ ド:北東壁中央に位置し、袖は痕跡をとどめるのみであったがわずかに煙道を確認した。

柱   穴 :5基検出されておりPl、 2、 3、 4が主柱穴、P5は出入ロピットであろう。

時   期 :古墳H期

備   考 :該期の住居の中では最大クラス。付近にはS B322,380な ど同規模の住居が存在する。

第361号住居址 S B361(第 129図 )

位   置 :② -3A ⅣN-18,19,23,24

形態 0規模 :隅丸方形  8。 1× 8。 Om  床面積 64。 8m2

主軸の方向 :N19W

出 土 状 況 :土器は北壁付近の床面及び覆土中から完形または完形に近い不、高不、壺、甕 (1、 4、

6、 7、 13、 14、 17、 19、 20)な どが集中して出土した。NO.12は 弥生時代後期の北陸系土

器と思われる混入品である。

床   面 :部分的に堅緻な部分があるが不明確。

カ マ ド三住居址壁面ではカマ ドは検出されず、中央部も調査区境の撹乱により、炉の存在を証明す

ることは出来ない。

柱   穴 :15基検出されているが配列は不規則である。

時   期 :古墳 I期
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第 377号住居址  S B377(第 129図 )

位   置 :② -3C  ⅡY-03,04,08,09

形態・規模 :大半をS Dl13に よって切られているが、方形か ? 5.4× (5.6)m 床面積 (30.24)m2

主軸の方向 :N50E

出 土 状 況 :土器はカマ ド周辺の床面に集中して出土し、完形または完形に近い個体が多い。カマ ド内

では長胴甕 (9)が逆位で出土し、カマ ド両袖先端にも長胴甕 (10、 11)が逆位で固定され

ている。カマ ド左側では須恵器蓋 (4)、 右側では長胴甕 (12、 13)、 覆土からはミニチュア

土器が出土している。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず、不明確。
カ マ ド:北東壁中央に位置し、袖は粘土で構築され、先端には甕の上部が埋め込まれている。
柱   穴 :検出されなかった。
時   期 :古墳V期

第380号住居址 S B380(第 1300131図 )

位   置 :② -3B Ⅳ J-01,02,06,07
形態・規模 :西コーナーが張りだした不整形な隅丸方形。 8.9× 8.lm  床面積 72。 09m2
主軸の方向 :N58E

出 土 状 況 :土器は破片での出土が多く完形の個体は少ない。カマ ド内では不 (8)が伏せて置かれ、

中に粘土が詰まった状態で出土している。その隣では高不 (20)が正位で出土しているが、

器面が荒れており支脚であった可能性もある。カマ ド右袖付近では破片で、高不、甕 (19、

22、 26、 29)な どが出土している。住居址西コーナー付近の床面では、不、高不、甕 (1、

9、 23、 28)がくP6内からは壺、甕、 ミニチュア土器 (14、 16、 25、 32)な どが、いずれも
破片で出土している。

床   面 :軟弱であるが明確。
カ マ ド:北東壁やや北寄 りに位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。
柱   穴 :8基検出されたが配列は不明。 P3、 4は出入りロピットの可能性が考えられる。大型住

居でもあり6本柱も考えられよう。

時   期 :古墳Ⅱ期
備   考 :付近ではS B322、 354な ど同様の大型住居が確認されている。

第383号住居址 S B383(第 132図 )

位   置 :② -3B Ⅳ E-13,17,18,19,23

形態・規模 :隅丸方形  9。 05× 8.55m  床面積 77.38m2
主軸の方向 :N25W

出 土 状 況 :土器は破片で床面から多く出土し、集中箇所が見られる。住居址北西側で鉢と甕 (29、 32)、

不、高不、甑、 ミニチュア土器 (6、 19、 24、 30)が出土し、南壁付近では不、高不 (8、

13、 16、 20)が出土している。さらにPl内からも不、高不 (9、 12)が出土した。覆土中
からは臼玉 (109)が 出土し、住居址ゴL側ではムシロ状の炭化物が、ほぼ床面から出土して

いる。

床   面 :軟弱
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カ マ ド三検出されなかった。南東壁付近に焼土塊を検出したが炉の可能性は低い。

柱   穴 :2基検出されているが、性格は不明。

時   期 :古墳 H期

第450号住居址 S B450 (第 132図 )

位   置 :② -3C  HY-13,14,18,19

形態・規模 :周囲を他の住居址によって切られ全体のプランは不明。

主軸の方向 :不明。

出 土 状 況 :ほぼ完形の須恵器の壺と土師器の台付鉢 (1、 2)が床面よりやや浮いた位置で出土した

が、他は破片が多い。また、床面より自玉が21個 (113～ 13幼 出土した。北西壁際から獣

骨が出土したものの、残存状態が悪 く種別は不明。

床   面 :一部に炭化物が分布し、全面堅緻で良く締まっており明確。

カ ヤ ド:検出されなかった。

柱   穴 :検出されなかった。

時   期 :古墳V期か ?

備   考 :住居址で玉類が一定量出土する例は少なく、壺や獣骨も出土するなど、注目される。

第477号住居址 S B477(第 133図 )

位   置 :②-3B Ⅳ J-06,07

形態・規模 :やや不整形な隅丸方形  5。 0× 4.8m 床面積 24。 Om2

主軸の方向 :NS

出 土 状 況 :土器の出土量は全体に少なく、本址ではP5に おいて集中的に遺物が出土した。完形の魅

(5)(中 に炭化米を含む)が P5か ら出土し、覆土上部から小型壺 と甕、高不 (5、 6、 7、

8)、 自玉 (134)が出土している。本址北西側の覆土中からはモモの種が出±。

床   面 :一部に炭化物が分布し明確。

カ マ ド:カマ ドは検出されなかったが、北側の主柱穴間に炭化物が分布し、炉またはカマ ドが存在

した可能性が考えられる。

柱   穴 :7基検出され、主柱穴 (Pl、 2、 3、 4)が方形に配列される。 P5は一辺約90cmの 方形

で、深さは約40cmを測り、上部にテラス部を有する。貯蔵穴か、祭祀に関わるピットか性

格は不明。

時   期 :古墳Ⅱ期

第486号住居址 S B486(第 133図 )

位   置 :①-l  ⅢQ-01,02,06,07

形態・規模 :やや不整形な方形  4.1× 4.lm  床面積 16。 81m2

主軸の方向 :N20E

出 土 状 況 :土器はカマ ド右側の床面から少量出±。床面よりやや浮いた位置では馬の頭蓋骨や歯が出

土しているが詳細は不明。また、覆土から紡錘車 (26)が出土している。

床   面 :全体に軟弱であるが、黄色土を貼った貼り床を確認した。

カ マ ド:Jヒ東壁中央に位置し、地山の粘土で構築された袖と煙道を検出した。支脚は砥石を転用し
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ている。

柱   穴 :2基検出されたが、 P2は炭化物の多い覆土で、灰溜めピットと考えられる。
時   期 :古墳 V期

第526号住居址 S B526(第 134図 )

位   置 :① -2 ⅢP-16,21

形態・規模 :隅丸方形  4。 35× 4.85m  床面積 21.lm2

主軸の方向 :N13E.

出 土 状 況 :完形または完形に近い土器がカマ ド付近に集中する。カマ ド内には支脚石が残 り、長月同甕

(11)が正位で出土、焚口前方部でも長胴甕 (13)が出土している。カマ ド右袖付近では

長胴甕、不、甑、鉢などが集中して出土 (5、 12、 14、 16)。 回縁部に孔を有するミニチュ

ア土器 (9)が西壁付近の床面より出土。

床   面 :炭化物が一部に分布するが、不明確。
カ マ ド:北壁やや西寄 りに位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。支脚石には円礫が用い

られている。

柱   穴 :4基検出され、直交軸とは平行しないが主柱穴と考えられる。
時   期 :古墳V期

第531号住居址 S B531(第 135図 )

位   置 :① -2  ⅢP-16,17,21,22

形態・規模 :やや横長の隅丸長方形  3.95× 4.4m 床面積 17.38m2
主軸の方向 :N50E

出 土 状 況 :カマ ド内から長胴甕 (7)が出±。本址中央部に炭化物が分布 し、その範囲の床面から不、

紡錘車 (27)、 馬と鹿の歯などが集中して出土している。また、床面に長さ15cm前後の円

礫が多く′点在しており、こも編み石の可能性も考えられる。他の遺物と同時に廃棄された

とすれば何らかの意味付けが必要となろう。

床   面 :炭化物がほぼ全面に分布しており、明確。特に中央部は炭化物が厚く堆積する。
カ マ ド:北東壁北寄 りに位置し、地山で構築された袖と煙道を検出した。支脚は確認できない。
柱   穴 :検出されなかった。
時   期 :古墳V期

第542号住居址 S B542(第 135図 )

位   置 :① -2 Ⅲ P-23,24

形態・規模 :南半分を他の住居址等に切られているが方形か ?  6.2× (4」 5)m  床面積 (27.9)m2
主軸の方向 :N71E

出 土 状 況 :土器はカマ ド付近から完形に近い土器が多く出土した。カマド内では支脚石の上に小型甕

(6)が伏せられた状態で出土し、近接して鉢 (5)や長胴甕が二つ倒れた状態で出土し

ている (8、 10)。 カマ ド左袖先端部には長胴甕 (7)が逆位で、右袖先端部でも甕片が逆

位で埋め込まれている。また西コーナー付近の床面直上に長さ15cm前後の円礫が集中出土

している。こも編み石の可能性が高い。
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床   面 :一部に炭化物が分布するが、不明確。

カ マ ド :東壁ほぼ中央に位置する。地山の土で構築された袖 と煙道が検出された。

柱   穴 :検出されなかった。

時   期 :古墳V期

第578号住居址 S B578(第 136図 )

位   置 :① -lBl ⅢK-16,17,21,22

形態・規模 :隅丸方形  5.55× 5.65m 床面積 31.36m2

主軸の方向 :N52E

出 土 状 況 :カ マ ド内と、カマ ド左側の床面よりやや浮いた位置に不、長胴甕、甑が集中し、東コー

ナーからも長胴甕が 2点出土している。西コーナー付近の床面からは須恵器の聰 (14)が

出土した。覆土中、土器破片が小礫とともに多量に出土しているが、接合できる破片はほ

とんどない。

床   面 :中央部は、小礫が敷き詰められたように分布しており、明確。

カ マ ド:JL東壁中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。支脚には石が用いられている。

柱   穴 :5基検出され、主柱穴 (Pl、 2、 3、 4)が不整形な台形に配列されている。

時   期 :古墳Ⅳ期

第595号住居址 S B595(第 137図 )

位   置 :① -lB2 ⅢK-23,24、 ⅢP-03,04

形態・規模 :方形  4.65× 5.Om  床面積 23.25m2

主軸の方向 :N78E

出 土 状 況 :土器はカマ ド周辺と北西コーナー付近に集中している。床面からの出土は少なく、大半は

覆土中より破片で出±。カマ ド内においては高不 (9)が逆位で置かれているが、外面は

脚裾部が若干荒れているものの、脚部から胴部にかけてはミガキも明確に残る。カマ ド内

に埋設した状況も確認できず、支脚とは断言できない。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず、不明確。

カ マ ド:東壁中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。

柱   穴 :6基検出され、位置的にP2、 P4が主柱穴と考えられる。

時   期 :古墳Ⅲ期

第625号住居址 S B625(第 138図 )

位   置 :① -3A2  ⅢK-05

形態・規模 :隅丸長方形  4.2× 4.65m  床面積 19.53m2

主軸の方向 :N15W

出 土 状 況 :カマ ド内では大・ガヽの長胴甕と甑 (19、 20、 23)がつぶれた状態で出±。さらに高不の脚部

(13)が出土し、器面の様子から支脚の可能性が考えられる。北西コーナーではほぼ完形

の不、高不、壺 (3、 6、 10、 24)な どが集中し、P5か らは完形の高不と不 2点 (1、 4、

11)が出土している。須恵器不蓋 (16)は 西側覆土中より出±。覆土からはこぶし大の石

も一定量出土している。
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床   面 :炭化物が床全面に分布 し明確。炭化材や焼土が分布する部分 も認め、られた。
カ マ ド :ゴヒ壁やや西寄 りに位置し、粘土で構築された袖を検出した。支脚は高不の脚部が用いられ

た可能性がある。

柱   穴 :5基検出されているが、配列は不規則である。
時   期 :古墳Ⅲ期

備   考 :焼失住居の可能性あり。

第635号住居址 S B635 (第 139図 )

位    置 :C)-lA  ⅡT-05,10、 ⅢP-01
形態・規模 :隅丸方形  7.1× 7.05m   床面積 (49.35)m2
主軸の方向 :N28W

出 土 状 況 :土器はカマ ド周辺に集中する。火床では高不 (1の が逆位で出土し、脚部の器面が荒れて

いることから、支脚の可能性がある。カマ ド両側では完形に近い遺物も出土する。覆土中

の土器は破片が多い。

床   面 :炭化物が全面に分布し、堅級で良く締まっている。
カ マ ド:北西壁中央に位置し、粘土で構成された袖と煙道を検出した。側壁、天丼部は不明。
柱   穴 :6基検出され、主柱穴 (P2、 3、 5)が方形に配列されるものと思われる。
時   期 :古墳Ⅲ期
備   考 :焼失住居

第641号住居址 S B641(第 140図 )

位   置 :① -3Al ⅢK-10

形態 0規模 :隅丸方形  4.25× 4。 25m  床面積 18。 06ぽ
主軸の方向 :N23W

出 土 状 況 :土器は床面、覆土とも破片で多く出±。特にカマ ド周辺と南東壁付近に集中する。

床   面 :全体に締まりはよいが不明確。 S K4100に よって中央部分が切られる。
カ マ ド:北西壁中央に位置し、一部粘土が確認されてはいるが、袖は地山の砂質土で構築されたも

のと考えられる。煙道は確認されなかったが、土製の支脚 (4)を検出した。

柱   穴 三7基検出され、主柱穴 (Pl、 2、 7、 8)がほぼ方形に配列される。P3,P6は 主柱穴
の外側に配列され、P7と P8の建て直しまたは補助柱穴の可能性が考えられる。

時   期 :古墳Ⅱ期

第644号住居址 S B644(第 140図 )

位   置 :① -3Al  ⅢG-21、 ⅢL-01
形態・規模 :隅丸方形  6.1× 6。 05m  床面積 (36.91)m2
主軸の方向 :N18E

出 土 状 況 :土器は床面、覆土とも破片が多い。カマ ド内でほぼ完形の長胴甕 (10)がつぶれた状態で

出土。カマ ド左側にも甕類 (8、 11、 14)が集中して出土している。また、南領Jの床面より、

長さ15cm前後の円礫が集中して出土した。こも編み石の可能性が考えられる。

床   面 :全面堅緻で砂混じり粘性土の貼り床と考えられる。また、西壁際や中央部に炭化材やムシ

一- 159 -―



第Ⅲ章 調査成果

口状の炭化物が出土している。

カ マ ド :ゴヒ東壁中央に位置し、粘土 と砂質土で構築された袖を検出した。支脚には石が用いられて

いる。

柱   穴 :6基検出され、主柱穴 (P2,4,5)が 方形に配列されるものと思われる。 Pl、 P3は

補助柱穴、 P6は カマ ド脇の灰溜めピットと考えられる。

時   期 :古墳Ⅳ期

備   考 :焼失住居。

第645号住居址 S B645(第 141図 )

位   置 :① -3Al、 ①-lC  Ⅲ L-01,02,06,07

形態・規模 :隅丸方形  9.1× 9。 45m 床面積 (8630)が

主軸の方向 :N43E

出 土 状 況 :土器は覆土、床面とも破片が多い。カマ ド周辺に不、長胴甕が集中するが、完形の個体は

少なく、カマ ド内からも長胴甕 (11)が破片で出土している。また、カマ ド燃焼部手前の

P14に は、 2本の羽口 (1、 2)が口を合わせた状況で埋設されていた。覆土から紡錘車

(28)が出土し、こぶし大の礫も一定量出土している。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず、不明確。

カ マ ド:北東壁中央に位置し、粘土で構築された長い袖と煙道を検出した。煙道は 3本検出され、

残存するカマ ドは調査区外に煙出口が確認されている。他の 2本の煙道に伴う袖は検出さ

れていないが、火床が確認されており、作 り替えの可能性が考えられる。支脚は石を用い

ており、上に高不の脚部 (7)が伏せられた状態で検出された。

柱   穴 :16基検出され、主柱穴 (P2、 3、 5)が方形に配列するものと思われる。 P10、 P llは 灰

溜めピットであろう。西側の壁付近をめぐる柱穴については、発掘時の所見で本址の柱穴

とされていたが、次年度調査区で対応するピットは検出されていない。

時   期 :古墳V期

備   考 :P3の西側に幅、深さ約20cmの溝状の落ち込みが確認された。間仕切 りの可能性がある。

第663号住居址 S B663(第 142図 )

位   置 三①-3A2  ⅢK-02,03

形態・規模 :隅丸長方形。北側は調査区外。  3.85× (4.4)m  床面積 (16.94)m2

主軸の方向 :N58E

出 土 状 況 :カ マ ド内から大小の長胴甕が出土 (11、 12):カ マ ド左側では不、鉢類 (1、 2、 4、 9)、

右側では小型甕、甑 (8、 10)が、いずれも完形または完形に近い状態で出土している。

床   面 :全面堅緻で良く締まっている。

カ マ ド:JL東壁中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。支脚石が出±。

柱    穴 :7基検出されているが、壁にかかっているものもあり、酉己列は不規貝Jである。

時   期 :古墳V期

第685号住居址 S B685(第 142図 )

位   置 :① -lC ⅢL-12,13,17
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形態・規模 :東側を調査区外によって切られているが、隅丸方形と考えられる。

7.4× (6.85)m  床面積 (50.7)「

主軸の方向 :N28E

出 土 状 況 :カ マ ド内から小型の長胴甕 (12)が逆位で出土し、支脚と考えられる。カマ ド右袖先端で

は長胴甕 (11)、 左袖内には長胴甕 (10)の上半部が正位で埋設された状態で出土した。い

ずれも構築材への転用と思われる。この他に左袖付近で不、甕 (4、 5、 13)が出土。

床   面 :床全面に炭化物が分布し明確。炭化材がほとんど見られないことから焼失住居の可能性は
薄い。

カ マ ド:主柱穴の配列から推考すると、北東壁やや東寄 りに位置する。残存するカマ ドの北西側に
煙道のみを検出したが、中央部にあったカマ ドを東寄 りに作 り替えたものと思われる。ま

た、北西壁北寄 りに煙道のみを検出しており、カマ ドの作 り替えが推測される。

柱   穴 :8基検出され、主柱穴 (Pl、 2、 3)がほぼ方形に配列されるものと考えられる。 Plに
は柱根が残存した。

時   期 :古墳V期

第702号住居址 S B702(第 143図 )

位   置 :① -lC Ⅲ L-16,17,21,22

形態・規模 :隅丸方形  6.4× (6.4)m  床面積 (40。 96)が

主軸の方向 :N50E

出 土 状 況 :カマ ド内から高不 (8)が破片で出±。カマ ド左傾Iか ら北コーナーにかけては不類 (1、 3、

4、 7)が、いずれも床面から破片で出土している。覆土および床面からこぶし大の礫が

出土し、こも編み石の可能性も考えられる。覆土中から鹿の肩甲骨が出土。

床   面 :ほぼ全面が堅緻で良く締まっている。炭化物が床全面に分布し、炭化材が住居の中心に向
かって倒れた状態で出土している。

カ マ ド:Jヒ東壁やや北寄 りに位置するが、東側が調査区外のため右袖と煙道は検出されてない。
柱   穴 :検出されなかった。

時   期 :古墳Ⅲ期
備   考 :焼失住居の可能性有 り。

第742号住居址 S B742(第 143図 )

位   置 :① -lC ⅢU-09,10,15

形態・規模 :東側を調査区外によって切られているが、隅丸長方形と考えられる。

5.0× (4。 8)m  床面積 (24.0)m2
主軸の方向 :N48E

出 土 状 況 :住居址中央部から北西側にかけての床面及び覆土からこぶし大の礫 とともに土器がまと

まって出±。壺、甑、甕 (10、 12、 15、 16)な どはほぼ完形に近い。土器も礫も集中する傾

向があり、一括廃棄された可能性がある。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず軟弱である。
カ マ ド:調査区外のため検出されなかつたが、北東壁に存在する可能性が高い。
柱   穴 三3基検出され、 P2、 P3が主柱穴と考えられる。 Plは壁に近接し、性格不明である。
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時   期 :古墳Ⅳ期

第746号住居址 S B746(第 144図 )

位   置 :① -lC  Ⅲ P-15,20、 ⅢQ-11,16

形態・規模 :隅丸方形  5。 0× 5.25m  床面積 (26.25)が

主軸の方向 :N50E

出 土 状 況 :カ マ ド内より長胴甕 (6)、 カマ ド右側より、不、長胴甕、甑 (1、 2、 3、 4、 5、 7)が

出土している。また、Pl付近の覆土中より耳環 (2つ が出土している。

床   面 :全面堅級で良く締まっている。

カ マ ド:北東壁中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。支脚石が出±。

柱   穴 :2基検出されたが配列は不明。

時   期 :古墳V期

第752住居址 S B752(第 144図 )

位   置 :① -lC  Ⅲ P-19,20,24,25

形態・規模 :隅丸長方形  3.8× 4。 4m  床面積 16。 72m2

主軸の方向 :N12W

出 土 状 況 :カマ ド部分はS K7204に より破壊され詳細は不明。土器は特定の場所に集中せず、住居址

全体に広がり、完形に近い土器が床面より出土している。また、10～ 15cm前後の円礫も多

数出土している。中央部付近の床面からは、土製の紡錘車 (31)が出土している。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず不明確。床全面に炭化物が分布し、炭化材は中心に向かって

倒れた状態で出土した。中央付近 2ケ所に粘土の高まりが確認されている。

カ マ ド:北壁中央に煙道と火床の痕跡を検出したが、袖は確認されなかった。北東コーナーに粘土

で構築された袖と火床が検出され、中央にあったカマ ドの作 り替えと考えられる。

柱   穴 :検出されなかった。

時   期 :古墳V期

備   考 :焼失住居

第756号住居址 S B756(第 145図 )

位   置 :① -lC  Ⅲ P-25、 ⅢU-05

形態 0規模 :南西壁を他の住居址によって切られているため、全体のプランは不明であるが隅丸方形の

可能性が高い。   (3。 0)× 3.5m  床面積 (10.5)が

主軸の方向 :N58E     !

出 土 状 況 :カ マ ド火床より長胴甕 (4)が、カマ ド前方では鉢 (3)が出±。特殊遺物 としては床面

より子持ち勾主 (4"と 臼玉 (139～ 141)が出土している。

床   面 :全体に軟弱で不明確。

カ マ ド:北東壁中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。力,マ ド右袖の内側には甕の

破片が張り付けられたような状態で出土した。

柱   穴 :2基検出されたが、性格不明。

時   期 :古墳V期
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第803号住居址 S B803(第 145図 )

位    置 :② -5  Ⅳ N-10、 ⅣO-06

形態 。規模 :隅丸方形  5。 0× 4.9m  床面積 24.5m2

主軸の方向 :N170E

出 土 状 況 :土器は床面より破片が少量出土しているが、カマ ド左側に集中する傾向がある。また、床

面より石皿 (6)が、JL壁付近で臼玉 (142)が出土 した。覆土か らは紡錘車 (32)も 出土

している。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず、不明確。
カ マ ド:南壁西寄 りに位置するが、焼土の分布とわずかな袖の痕跡をとどめるにすぎない。
柱   穴 :4基の主柱穴がほぼ方形に配列される。P4には柱根が認められた。
備   考 :古墳V期

第806号住居址 S B806 (第 146図 )

位   置 :② -5 ⅣO-06,07

形態・規模 :本址の約半分が調査区外のため、全体のプランは不明であるが、柱穴の位置から推考する

と横長の隅丸長方形の可能性が高い。 (3.45)× 5。 55m  床面積 (19.15)m2
主軸の方向 :N40W

出 土 状 況 :遺物は全体に少ない。カマ ド内では土師器蓋 (5)が伏せた状態で検出。器面が荒れてお

り、転用支脚と思われる。その上には若干焼土が堆積し、高不 (7)が逆位で出土してい

るが、器面の荒れはみられない。カマ ド左側の炭化物集中範囲からは不 (1)、 カマ ド右

側では須恵器不身 (6)が出土している。また、カマ ド左側の床面から鹿骨 (椎骨、足根骨、

中手骨)が、南西壁付近では管玉 1′点 (62)が出土した。

床   面 :間層に炭化物、炭化材の集中する層があり、床面は堅緻で良く締まっている。
カ マ ド:北西壁中央に位置し、粘土で構築された袖を検出した。
柱   穴 :5基検出され、主柱穴 (Pl、 3、 4)が横長の長方形に配列されるものと考えられる。 P

5は カマ ド脇の灰溜めピットであろう。

時   期 :古墳Ⅱ期
備   考 :焼失住居。

第811号住居址 S B811(第 146図 )

位   置 :② -5 ⅣE-10

形態 0規模 :西側を調査区境によって切られ、全体のプランは不明だが隅丸長方形と考えられる。

5.6× (4。 1)m  床面積 (22.96)が
主軸の方向 :N38E

出 土 状 況 :カ マ ド内からは完形の不 (1)と 長胴甕 (11)が破片で出土した。カマ ド右側では不、甕、

鉢、甑など (4、 5、 6、 10、 12)、 左傾Iでは不、甕、壺 (2、 8、 9、 11、 13)が出土 してい

るが、いずれも完形または完形に近い個体が多い。また、管玉 (63)がカマ ド右袖付近の

覆土中より出土:

床   面 :全面堅緻で良く締まっている。
カ マ ド:北東壁東寄 りに位置し、粘土で構築された袖を検出した。右袖は左袖よりも長く、左袖の
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前面には炭化物や灰が厚 く分布する。カマ ド内からは支脚石が出土した。

柱   穴 :3基検出されたが、柱間間隔が狭 く性格不明。

時   期 :古墳V期

第813号住居址 S B813(第 147図 )

位   置 :C)-5  Ⅳ E-10、 VA-06

形態・規模 :隅丸方形  4。 85× 4.6m  床面積 22。 31m2

主軸の方向 :N90E

出 土 状 況 :東壁付近の床面から甑、甕、高不 (2、 3、 5、 6)な どが破片で出土。また、南壁際より

臼玉 (143)が出土している。

床   面 :炭化物が全面に分布し、明確。炭化材が倒れた状態で出土している。

炉  :中 央やや北よりに径約30cmの 地床炉を検出した。

柱   穴 三3基検出されたが、性格は不明。

時   期 :古墳Ⅱ期

備   考 :焼失住居。

第818号住居址 S B818(第 147図 )

位   置 :② -5 VA-06,11

形態・規模 :約半分が調査区外のため、全体のプランは不明であるが方形の可能性が高い。

(5.3)× 6.7m  床面積 (35.51)m2

主軸の方向 :N32W

出 土 状 況 三カマ ド内では不 (1)が伏せた状態で出土し、その上に高不 (4)が逆位で重なる。高不

は器面が荒れており、支脚に転用したと思われる。カマ ド右側では高不脚部 (5)、 左側

では高不、甕、壺 (6、 8、 9)が破片で出土している。特殊遺物としては覆土中より管玉

(64)、 臼玉 (14の が出土した。

床   面 :炭化物が床面に分布し、明確。

カ マ ド三北西壁中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。

柱   穴 :検出されなかった。

時   期 :古墳Ⅱ期

備   考 :壁に沿って、幅25～30cmの テラス状の施設が検出された。

第825号住居址 S B825(第 148図 )

位   置 :② -5 1V E-19,20

形態・規模 :隅丸方形  5。 65× 5.8m  床面積 32.77が

主車由の方向 :N14W

出 土 状 況 :住居址北側の炭化物集中範囲から、甕 0高不などが破片で出土し (16、 20、 26、 27、 。29)、 東

側には不が集中する傾向がある。また、北壁付近から臼玉が151点 (145～ 159)集中して出

土し、覆土からモモの種も出土した。

床   面 :炭化物が一部に分布し明確であったが、湧水が激しく床面は泥沼状態であった。

カ マ ド:北壁の西コーナー寄りにわずかに煙道を確認したが、袖、燃焼部は検出されなかった。土
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器集中部分の東側には土器を中心 とした炭化物の集中部分があり、地床炉が存在 した可能

性もある。

柱   穴 :検出されなかった。
時   期 :古墳Ⅱ期

第1006号住居址 S B1006(第 148図 )

位   置 :① -3B Ⅲ F-18,19,23,24

形態・規模 :隅丸方形   6.0× 6。 15m  床面積 36。 9ぽ
主軸の方向 :N22W

出 土 状 況 :カ マ ド内より高不 (7)が逆位で出±。器面の荒れが少なく支脚の可能性は低い。カマ ド

左側床面では完形に近い不、高不、甑などが集中して出土 (1、 4、 5、 6、 8、 9、 10、 12、

14)。

床   面 :比較的堅緻で良く締まっており明確。
カ マ ド:北壁ほぼ中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。
柱   穴 :7基検出されたが配列は不規則。
時   期 三古墳Ⅲ期

第1015号住居址 S B1015(第 149図 )

位   置 :① -4A  ⅢA-24,25、 ⅢF-04,05
形態・規模 :隅丸方形  4.5× 4.6m 床面積 20。 7m2
主軸の方向 :N36E

出 土 状 況 :カマ ド内から大小の長胴甕 (9、 11)が並列して出土し、煙道口付近より不 (1)も 出土し

ている。南東側の床面では不、壺、甕 (6、 8、 12、 14、 15)が破片で出±。

床   面 :全面堅緻で良く締まっており、明確。
カ マ ド:北東壁中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。支脚は確認できない。
柱   穴 :7基検出され、やや不規則な配置のPl、 3、 5、 7が主柱穴と考えられるが、その他の

ピットの性格は不明である。

時   期 :古墳V期

第1023号住居址 S B1023(第 149図 )

位   置 :① -4A ⅢG-01,02,03
形態・規模 :隅丸方形  6.0× 6.6m  床面積 (39.6)m2
主軸の方向 :N37E

出 土 状 況 :カ マ ド内からはミニチュア土器 (4)、 小型甕 (6)が出土しているが、全体に破片が多い。

特殊遺物としては覆土中より紡錘車 (33)、 管玉 (65)、 土製支脚 (19)が出土している。

床   面 :全面堅緻で良く締まっており、明確。
カ マ ド:北東壁中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。
柱   穴 :7基検出され、主柱穴 (Pl、 2、 4、 5)は すべて柱根が残存じ、ほぼ方形に配列される。
時   期 :古墳V期
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第1027号住居址 S B1027(第 150図 )

位    置 :① -4A  Ⅲ B-21,22、 ⅢG-02

形態・規模 :隅丸長方形  5。 1× 4。 3m  床面積 21.93m2

主軸の方向 :N40E

出 土 状 況 :カ マ ド内から完形の鉢 (10)が 1点出土。この他に土器はカマ ド両脇のコーナー付近の床

面に集中して出土。

床   面 :全面堅緻で良 く締まってお り、明確。

カ マ ド :北東壁中央に位置し、粘土で構築された袖 と煙道を検出した。左袖は S K8124に よって切

られている。

柱   穴 :4基検出され、径30cm前後の主柱穴 (Pl、 2、 3、 4)がほぼ方形に配列される。

時   期 :古墳Ⅱ期

備   考 :北東 と南東壁の一部を除き、壁に沿って、深さ15cm前後の周溝が検出されている。

第1032号住居址 S B1032(第 151図 )

位   置 :① -3B ⅢG-06,07,11,12

形態・規模 :方形   6。 35× 6。 15m  床面積 39.05ぽ

主軸の方向 :N29E

出 土 状 況 :カマ ド内から高不が出土し、器面の荒れから転用支脚と思われる。須恵器甕 (12)は カマ

ド内と北西コーナーで出土したものが接合する。カマ ド右側では長胴甕 (10、 11)が 2点

出±。 ミニチュア土器 (2)は覆土中からの出土。

床   面 :一部堅緻な部分があり、明確。

カ マ ド:北東壁中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。

柱   穴 :8基検出され、主柱穴 (P2、 3、 5、 7)が方形に配列される。P5に は柱根が 2本残存

し、 Pl、 4、 6は建て直しの可能性も考えられる。 P2、 3覆土は間層に炭化物を挟む。

時   期 :古墳V期

第1034号住居址 S B1034(第 151図 )

位   置 :① -3B ⅢG-06,11

形態・規模 :やや不整形な隅丸方形  4。 5× 5.Om  床面積 (22。 5)m2

主軸の方向 三N45W

出 土 状 況 :住居址中央部付近の床面よりやや浮いた位置から不、甕、甑などの土器が破片で多量に出

土 (2、 3、 8～ 20)。 接合によりほぼ完形になる個体が多い。土器の他にこぶし大の礫が

多く出土し、共に廃棄されたものと思われる。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず、明確ではない。

カ マ ド:北西壁ほぼ中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。支脚には石が用いられ

ている。

柱   穴 :検出されなかった。

時   期 :古墳Ⅳ期

第1044号住居址 S B1044(第 152図 )
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位    置 :① -4A  ⅢA-22,23、 Ⅲ F-02,03

形態・規模 :隅丸方形  4。 0× (4。 0)m  床面積 (16。 0)が
主軸の方向 :N29W

出 土 状 況 :土器は全体 に少な く、住居址中央の床面から甕 (4)、 北 コーナーか ら不、甑 (1、 2、

5)が出土 している。特殊遺物 としては、北西壁付近の覆土中から、羽口 2本 (4、 5)と

椀形滓 ?(12)が出土している。羽回の周囲には炭化物や焼土の広が りは見 られず、鍛冶

遺構の可能性は低い。羽口が本址に伴うか、廃棄されたのかは不明である。

床   面 :構築時の排土を用い床を貼っているが、特に堅緻な部分は認められず不明確。
カ マ ド:検出されなかった。
柱   穴 :方形に配列された主柱穴が4基検出された。
時   期 :古墳V期

第1065号住居址 S B1065(第 152図 )

位   置 :① -4A ⅢB-11,12,16,17

形態・規模 :隅丸方形  7.1× 7.lm  床面積 50.41ゴ
主軸の方向 :N72E

出 土 状 況 :住居西壁で不 (1、 2)が出土している以外は、カマ ド側壁面に集中する傾向がある。
P4南側では長胴甕 (5、 6、 7)、 Pl、 P5の北側では甕、壺、鉢 (4、 8、 10)が出土
したが、カマ ド内から土器は出土していない。

床   面 :特に堅緻な部分はみられないが明確。
カ マ ド:北東壁中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出。燃焼部からは土製支脚 (17)が

出±。

柱   穴 :5基検出され、主柱穴 (Pl、 2、 3、 4)が方形に配列される。P5は貯蔵穴と考えられ
る。

時   期 :古墳Ⅳ～V期

第1086号住居址 S B1086(第 153図 )

位   置 :① -4A ⅢB-17,18

形態・規模 :隅丸方形  4.2× 4.5m 床面積 18.9ぽ
主軸の方向 :N45E

出 土 状 況 :カ マ ド内から完形の甕 (4)や不、鉢 (3、 6)が出±。カマ ド右側では甕、壺 (5、 7)

が出土し、カマ ド左領Iでは甑 (8)が出土している。

床   面 :全面堅緻で良く締まっており、明確。
カ マ ド:北東壁中央に位置する。支脚は検出されなかった。
柱   穴 :7基検出されたが、配列は不規貝J。
時   期 :古墳V期

第1087号住居址 S B1087(第 153図 )

位   置 :① -4A ⅢB-07,12,13
形態 0規模 :隅丸長方形  3。 4× 3。 75m 床面積 12.75m2
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主軸の方向 :N20E

出 土 状 況 :カ マ ド火床には不 と壺 (7、 13)が出±。カマ ド左側には甕 (9)が、住居址東 コーナーで

は不 (2、 4、 6)が、中央部では壺 (12、 15)が、いずれも床面において破片で出土して

いる。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず不明確。

カ マ ド:北壁中央に位置し、地山の砂質土で構築された袖と煙道を検出した。支脚には石が用いら

れている。

柱   穴 :1基検出したが性格は不明。

時   期 :古墳V期

第1093号住居址 S B1093(第 1540155図 )

位   置 三①-4A  ⅢA-09,10,14,15

形態・規模 :隅丸方形  8.85× 8.65m  床面積 76.55m2

主軸の方向 :N32W

出 土 状 況 :カマ ド内では高不、甕 (17、 27、 31)がつぶれた状態で出±。特に高不 (1つ は器面が荒れ

ており、転用支脚と思われる。この他の土器はカマ ド両側と住居壁面沿いの床面で出土し、

全体に破片での出土が多い。カマ ド左側 P7では甕、壺 (29、 32)がほぼ完形の状態で出

土している。須恵器砲口縁部 (25)は 覆土中より出±。また、南東壁中央部の覆土中から

ニホンジカの骨や歯も出土した。

床   面 :特に堅緻な部分は認められずやや不明確。南東側は礫が床面に露出しており、カマ ドに近

くなるほど床面レベルは深くなる傾向がある。

カ マ ド:北西壁中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。また、発掘時の所見で煙道

が 2本の可能性を示唆しているが、断面図のみで明らかではない。

柱   穴 :7基検出し、 6基の主柱穴が方形に配列され、Plに は柱根が残存する。P7は炭化物、

灰が集中し、甕、壺が出土している。

時   期 三古墳Ⅱ期

第1131号住居址 S Bl131(第 156図 )

位   置 :①-4B  IU-13,14,18,19

形態・規模 :西側を調査区外によって切られているが隅丸方形と考えられる。

7.7× (6。 2)m  床面積 (47.74)m2

主軸の方向 :N17E

出 土 状 況 :カマ ド内では長胴甕 (7)が出土。カマ ド左側では甕、甑、壺 (2、 3、 4、 5、 6)な どが

完形または完形に近い状態で出土。P4南では完形に近い甕 (8)が破片で出±。

床   面 :堅緻な部分もあり明確。北東コーナーには炭化物が集中し、中央部にはオレンジ色に焼結

した焼土が塊状で検出された。また、Pl南側には粘土が5～ 10cmの厚さで広がる。

カ マ ド:北東壁中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。また、左袖西側には焼土が

集中し、壁に接した位置に内側がチョコレー ト色に焼けたピットを有することから、カマ

ドの作 り替えが考えられる。支脚には石が用いられている。

柱   穴 :6基検出され、主柱穴 (Pl、 3、 4、 6)が方形に配列される。P2は灰溜めピットと考
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えられる。

時   期 :古墳V期

第1144号住居址 S Bl144(第 157図 )

位   置 :① -4B  IQ-22、  IV-02,03
形態・規模 :隅丸長方形  6。 1× 5.35m  床面積 (32.64)が
主軸の方向 :N21W

出土 状 況 :カ マ ド内からは不 (3)が出土し、近接してほぼ完形の長胴甕が出土した。カマ ド左側の

P8か らは甕が 2点 (6、 7)、 カマ ド右側では甑 と壺がいずれもほぼ完形の状態で出±。
また、東側の床面からは砥石 (31)が出土している。

床   面 :特に堅級な部分は認められず、不明確。
カ マ ド :北西壁やや西側に位置し、粘土で構築された袖 を確認 したが、煙道は不明。土製支脚

(1)が出±。

柱   穴 :7基検出され、主柱穴 (Pl、 3、 5)が方形に配列される。
時   期 :古墳V期

第1151号住居址 SB‖ 51(第 157図 )
位   置 :① -4C  IQ-23

形態・規模 :横長の隅丸長方形  3.5× 4.6m  床面積 16。 1ぽ
主車由の方向 :N64E

出 土 状 況 :甕、壺などが南領Iの床面から破片で出土している (5、 6、 7)。 また、南西壁中央付近に

円礫が集中して出土し、こも編み石の可能性が高い。

床   面 :全面堅級で良く締まっており明確。
カ マ ド:北東壁中央に位置し、粘土で構築された袖を検出したが、煙道、支脚は検出されなかった。
柱   穴 :12基検出され、主柱穴と考えられる柱穴が不規則に配列される。P6以外は補助柱穴を伴

うものと考えられる。南側に小さなピットが集中するが、性格は不明。

時   期 三古墳V期

第1159号住居址 S Bl159(第 158図 )

位   置 :① -4C  IQ-08,13

形態・規模 :横長の隅丸長方形  3.7× 5。 2m  床面積 19。 24m2
主軸の方向 :N76E

出 土 状 況 :カ マ ド内ではほぼ完形の長胴甕 (7)が出土し、カマ ド奥ではミニチュア土器 (3)も 出

土している。カマ ド左側には完形の壺、甑 (8、 9)、 右側の南東コーナーには、完形の鉢、

不と甕、甑 (1、 5、 6、 10)が出土した。西側の床面からは長さ10～ 15cmの 円礫が多数出

土している。

床   面 :全面堅緻で良く締まっており明確。
カ マ ド:東壁やや南に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。支脚石が出±。
柱   穴 :11基検出されたがいずれも浅 く、配rllは不規則である。
時   期 :古墳V期
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備   考 :近接するS B l151も 、本址 と同様に横長の隅丸長方形を呈 し、多くの柱穴が不規則に配列

されている。

第1165号住居址 S Bl165(第 158図 )

位   置 :① -4C  IQ-01,02

形態・規模 :横長の隅丸長方形  3.5× 4.6m  床面積 16.lm2

主車由の方向 :N31W

出 土 状 況 :カ マ ド内では、完形に近い大小の甕 (4、 8)が並列 して出±。カマ ド右側では長胴甕

(7)が、左側では不、高不 (1、 2、 3)が出土している。

床   面 :比較的締まっており明確。

カ マ ド:北西壁中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道をわずかに検出した。支脚石も出±。

柱   穴 :6基検出されているが、配列は不規則である。

時   期 :古墳V期

備   考 :S B l151、 S B l159と 類似した形態を持つ。

第1212号住居址 S B1212(第 159図 )

位   置 :① -6  ⅢB-23,24、 ⅢG-03,04

形態 。規模 :隅丸方形  5。 85× 5.5m  床面積 32.18m2

主軸の方向 :N22W

出 土 状 況 :カマ ド内では不や球胴甕が破片で出土 (10、 20、 25)。 住居址東側では不、高不が、西側に

は甕、甑が集中して出土しているが、完形または完形に近い個体が多い。

床   面 :床全面に炭化物が分布し、炭化材が中心に向かって倒れた状態で出土している。また、西

壁から北壁に沿って周溝が検出されている。

カ マ ド:北西壁中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道をわずかに検出した。支脚は不明。

柱   穴 :7基検出され、主柱穴 (P2、 4、 6、 7)が方形に配列され、P3は貯蔵穴と考えられる。

時   期 :古墳Ⅱ期

備   考 :焼失住居

第1219号住居址 S B1219(第 160図 )

位   置 :① -6 ⅢB-09,10

形態・規模 :隅丸長方形  3。 1× 4。 Om  床面積 12.4m2

主軸の方向 :N28E

出 土 状 況 三カマ ド周辺に完形または完形に近い土器が集中して出±。カマ ド内では不と壺 (1、 2、

22、 24)が出土している。住居址中央床面より、頭位を南東に向け、下肢は伸展状態の人

骨 1体が出土した。人骨の北側には、平行して板材が出土しているが、右腕が板材の外側

に伸びており、棺の一部かどうかは不明である。胸部では朱が検出されているが、玉類は

出土していない。さらに覆土中、人骨直上や周辺からこぶし大の礫が多量に出土している

性別は男性であると推測される (第Ⅵ章第7節 )。

床   面 :比較的堅緻で締まっており明確。

カ マ ド:北東壁やや北寄りに位置し、地山の土で構築された袖と煙道を検出した。支脚石も出土。
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柱   穴 :人骨北側に 2基検出したが、人骨取 り上げを優先させたため調査されなかった。
時   期 :古墳V期

備   考 :遺物や人骨の出土状況から見て家屋墓 と思われる。本遺跡では本址 とS B 1262で確認され
ている。

第1262号住居址 S B1262(第 161図 )

位   置 :① -6  1Q-19,20

形態・規模 :隅丸方形  3.1× 3.15m 床面積 9。 77m2

主軸の方向 :N43W

出 土 状 況 :カマ ド内からは不、鉢、甕 (1、 2、 3、 8)が出土し、住居壁際から不、甑、壺などがほ

ぼ完形の状態で出土。床面からは人骨が少なくとも3体以上出土している。最も残存状況

の良い人骨は頭位を南東に向け、伸展状態で出土している。その他は残存状態が悪 く、詳

細は不明である。 (第Ⅵ章第7節 )。 人骨の上部では若干のレベル差を有して、こぶし大の礫

が多量に検出されている。また、西コーナー付近の壁際より朱が集中して出土している。

床   面 :比較的堅緻で締まっており明確。
カ マ ド:北西壁北寄 りに位置し、煙道と支脚石を検出した。
柱   穴 :3基検出したが、人骨取り上げを優先させたため調査されなかった。
備   考 :遺物や人骨の出土状況から見て家屋墓と思われる。家屋墓はS B 1219と 本址で確認されて

いるが、両者には若干の時期差があり、遺物の出土傾向も異なる。

第1263号住居址 S B1263(第 162図 )
位   置 :① -6  1Q-24,25

形態・規模 :隅丸方形  5.1× 5.Om  床面積 25。 5m2
主軸の方向 :N12W

出 土 状 況 :土器はカマ ド内では出土していない。カマ ド右側及び住居址南東偵Iの床面よりやや浮いた

位置に集中して出土している。また、土器とほぼ同位置にこぶし大の礫が分布する事から、

土器廃棄時に投げ込まれたと考えられる。

床   面 :比較的堅緻で締まっており明確。西側の壁に沿って深さ 5 cm前後の周溝が検出された。
カ マ ド:北壁ほぼ中央に位置し、地山で構築された袖と煙道を検出した。
柱   穴 :5基検出され、主柱穴 (Pl、 2、 3、 5)が方形に配列される。
時   期 :古墳V期

第1264号住居址 S B1264(第 163図 )
位   置 :① -6  1Q-10,15

形態 0規模 :隅丸方形  5.35× 5.15m 床面積 27。 55m2

主軸の方向 :N33E

出 土 状 況 :カ マ ド内からは長胴甕底部 (7)が出±。カマ ド両脇の床面近 くから、完形または完形に

近い長胴甕、甑、不、鉢が出土。P5覆土上部からは小型壺 (8)が出土している。
床   面 :比較的堅緻で良く締まっており明確。
カ マ ド:北東壁中央に位置し、地山で構築された袖と煙道を検出した。支脚は検出されていない。
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柱   穴 三5基検出され、主柱穴 (Pl、 2、 3、 4)が方形に配列される。 P5は灰溜め ピットまた

は貯蔵穴 と考えられる。

時   期 三古墳V期

第1401号住居址 S B1401(第 164図 )

位   置 :② -4  1V S-12,17

形態・規模 :隅丸長方形  5.6× 5.Om 床面積 (28。 0)m2

主軸の方向 :N40E

出 土 状 況 :カマ ド内からは小型甕 (7)が逆位で出土し、器面の荒れから支脚と考えられる。近接し

て長胴甕と円筒型土器 (10、 12)がほぼ完形で出±。またカマ ド右では完形に近い甕、壺、

甑 (5、 8、 9、 11、 13、 16、 17)が出土している。また、覆土中より横櫛 (128)が出土した

が、上部に撹乱が存在するため、本遺構に伴わない可能性がある。この他、覆土中でこぶ

し大の礫が多数出土している。

床   面 :一部炭化物が分布するが不明確。

カ マ ド:Jヒ東壁中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。

柱   穴 :検出されなかった。

時   期 :古墳V期

第1427号住居址 S B1427(第 165図 )

位   置 :② -4 ⅣS-08

形態・規模 :隅丸方形  4.25× 4.55m  床面積 19。 34m2

主車由の方向 :N5E

出 土 状 況 三床面及び床面よりやや浮いた位置から、多量の土器が破片で出±。規則性はなくピット内

からも多く出土している。カマ ド内では甕と高不が破片で出土 (8、 22)。 特殊遺物ではカ

マ ド右側の土器片集中部分から勾玉 (40)が出土している。南壁付近から骨片が出土した

が、残存状態が悪 く詳細は不明。

床   面 :特に堅緻な部分は認められず不明確。一部炭化物の広がる範囲が見られる。

カ マ ド:北壁中央に位置し、袖は破壊され床面に痕跡のみを確認した。煙道はS K 14092に より壊

されている。

柱   穴 :9基検出され、主柱穴 (P4、 6、 7、 10)が方形に配列される。 Pl、 P2は貯蔵ピット、

P9は周囲がやや方形に落ち込んでおり、出入りロピットが考えられる。

時   期 :古墳Ⅱ期

第1608号住居址 S B1608(第 166図 )

位   置 :② -lA ⅣW-14,18,19

形態・規模 :東側半分が調査区外で、全体のプランは不明。隅丸方形か ?

5。 2× (2。 5)m  床面積 (13。 0)m2

主軸の方向 :N38E

出 土 状 況 :床面及び床面よりやや浮いた位置から高不、丸底壺が破片で出土している。また西コー

ナー付近には、こぶし大の礫が集中し、祗石 (41)も 出土している。
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床   面 :一部に炭化物が分布するが不明確。
カ マ ド:調査範囲では検出されなかった。
柱   穴 :2基の主柱穴が検出された。
時   期 :古墳 I期

第1611号住居址 S B1611(第 166図 )
位   置 :② -lA VⅡ  B-10,15

形態・規模 :南東側をS D301に切られて全体のプランは不明。4.1× (1.8)m 床面積 (7.38)が
主軸の方向 :N53W

出 土 状 況 :カマ ド内から高不 (5)が逆位で出土し、器面の荒れから支脚の可能性が高い。カマ ド周
辺と北東壁周辺には土器破片が集中する。カマ ド左側覆土中からは勾玉 (41)が出土した。

床   面 :軟弱であるが、床全面に炭化物が薄 く分布し明確であり、黒色の土を貼った貼床が認めら
れた。

カ マ ド:Jヒ西壁中央に位置し、粘土で構築された袖と煙道を検出した。煙道の先端は撹乱により検
出されなかった。

柱   穴 :カ マ ド右側に灰溜ピットを確認した。
時   期 :古墳Ⅲ期

第1627号住居址 S B1627(第 167図 )
位   置 :② -lA  ⅣW-08,13,14
形態・規模 :隅丸方形  6.2× 6.lm  床面積 37。 82m2
主軸の方向 :N81E

出 土 状 況 :土器は覆土上面と床面よりやや浮いた位置から破片で多量に出±。特に高不の脚部t丸底
壺の出土が多い。ミニチュア土器 (42)、 臼玉 (160な ども覆土中からの出土である。遺

物の分布は 2層に分かれている。

床   面 :遺構の集中地区で、多くのSKに切られているものの、炉周辺に炭化物の分布がみられ明
確。

炉  :中 央から東寄 りに炉を検出。中心は床面が焼けており、周辺には炭化物が厚 く広がる。
柱   穴 :5基検出され、主柱穴 (Pl、 2、 3、 5)が方形に配列される。

時   期 :古墳 I期

備   考 :調査時は同位置の 2軒の住居と判断していたが、遺物や炭化物の分布状況からみて 1軒 と
判断した。

第1644号住居址 S B1644(第 168図 )
位   置 :② -lB ⅣW-21、 Ⅷ B-05、 ⅧC-01
形態・規模 :やや不整形な隅丸長方形  5.05× 5.9m 床面積 29.8が
主軸の方向 :N33E

出 土 状 況 三カマ ド内から高不 (5)が逆位で出土し、器面の荒れから支脚に転用と思われる。カマ ド

前方には土器破片が集中し、西コーナー付近から出土した破片とも接合する。また、覆土

中からミニチュア土器、管玉 (67)が出土している。北コーナー付近の覆土中から鹿の上
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第Ⅲ章 調査成果

腕骨が出土している。

床   面 三床全面に炭化物が分布するが明確ではない。北西壁から南西壁にかけての床面に溝状の掘

り方を検出した。

カ マ  ド :北東壁東寄 りに粘土で構築された袖を検出したが、煙道は S D85に切 られ不明。

柱   穴 :検出されなかった。

時   期 三古墳Ⅱ期

3 溝址

第30号溝址 S D30(第 20図 )

位   置 :② -lA,lB、 ②-2C  ⅣW-01,06,12,17,18

形態・規模 :調査区を北西一南東方向に横断し、長さ約40mに わたって確認された。幅約 100cm、 深さ

約20cm。 断面形状はU字状を呈する。覆土下部には砂層が堆積する。

出 土 状 況 :覆土中から若干の土器片出土。

時   期 三古墳 I～ V期

備   考 三S D30に 近接してほぼ同方向の溝が複数存在しており (S D85な ど)、 古墳時代の一定期間

において本溝周辺に流路が存在した可能性がある。これらの溝は住居址とも切 り合うもの

の、新旧関係には不明な部分が多い。

第85号溝址 S D85(第 21図 )

位   置 :② -lA,lB、 ②-2C  IVV-14,2o、 IVW-21、 ⅥI C-01

形態 0規模 :調査区を北西―南東方向に横断し、長さ約35mに わたって確認された。幅約 150cm、 深さ

約20cm。 断面形状はU字状を呈する。覆土下部には砂層が堆積する。

出 土 状 況 :覆土中より不、高不、甕、甑などが破片で出土 (1～ 15)。 分布は特定の場所に偏らなぃ。

時   期 :古墳H期中心

備   考 :S D30に 類似した溝と思われる。

第122号溝址 S D122(第 19図 )

位   置 :② -3B Ⅳ J-02,03,06,07

形態・規模 :SG3北 側に位置する南西一北東方向の溝址で、約28mに わたって確認された。溝の両端

は調査区外で切られる。幅約70cm、 深さ約20cmで、断面形状は浅いU字状である。

出 土 状 況 :溝内では多くの植物遺体が検出され、用途不明の木製品 904、 222、 259)が出土している。

土器は少量出土する。

時   期 :古墳Ⅲ～V期 本址とほぼ並行するS D 123,125も 土器が少なく、時期を明確に出来ない。

備   考 :S D 122周 辺には類似した溝が幾つか検出されている (S D 121、 123、 124、 125、 126)。 いず

れもSG3と近接し、流路の軸も同方向である。また、本址延長上には木製品が出土した

S K10130、 S K10132な どの浅い土坑が点在し、本址の一部または同様の性格を持った遺

構と考えられる。SG3で は古墳H期に、流路の岸部まで堆積が進んでおり、周辺には同

時期の住居址が確認されている (S B 321、 322、 355、 380、 827)。 S D 122周 辺の溝はこれら

の住居址の上で検出されており、SG3が添水した後の流路の一部の可能性が推測される。
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第413号溝址 S D413 (第 22図 )

位   置 :③ -l  ⅥO-14

形態・規模 :北西―南東の方向で調査区を横断する。両端は調査区外で不明だが、長さ約15mを確認。

幅約100cm、 深さは約20cm、 断面形状は不明。

出 土 状 況 :古墳時代の土器片が少量出土。

時   期 :古墳 I～ V期

備   考 :周辺にはS D418(弥生時代後期～古墳時代前期)や S D33(奈良時代～平安時代)が存在 してお
り、付近一帯は弥生時代後期以降、流路が形成されやすい場所であったと思われる。

第511号溝址 S D511(第 169図 )

位   置 :① -4C,① -6  1K-20、  IL-16,21,22、  IQ-02,03,08,09,14,15
形態・規模 :北西―南東方向の溝址で、北西側はSG2に よって切られる。幅約150cm、 深さ約20cmで

底部が平坦な皿状を呈する。

出 土 状 況 :全体に遺物は少ないが、 IQ-02付近の底部から人骨と金環が 2点 (33、 3の 出土してい

る。人骨の頭位は南東方向であるが、上半身は残存状況が悪く詳細は不明。金環は頭骨に

近い部分から出土。壺底部とミニチュア土器 (1、 2)は脚部西側で出±。人骨鑑定結果

によると、性別は女性である可能性が高い。(第Ⅵ章第7節 )。

時   期 :古墳 I～ V期

4 土坑

第2936号土坑 S K2986(第 170図 )

位   置 :② -3C  HY-14

形態 0規模 :長径3.5m、 短径2.2m、 深さ 7～ 8 cmの不整な隅丸長方形で、底部は平坦な皿状を呈す。

出 土 状 況 :北東コーナーでは甕、甑 (1、 2)が出土し、西壁付近の底部から、鹿の頭蓋骨と歯が出
土した。東側中心にこぶし大の礫も出土している。

時   期 :長胴甕の形態からすると古墳Ⅲ～V期か。

第9048号土坑 S K9048(第 170図 )

位   置 :① -6 ⅢG-18

形態・規模 :長径94cm、 短径78cm、 深さ35cmの楕円形で、断面形状はタライ状を呈する。

出 土 状 況 :底部よりやや上部で不、高不、丸底壺 (1、 2、 3)な どが出土している。

時   期 :古墳 I～ Ⅱ期

第10132号土坑 S K10132(第 18図 )

位   置 :② -5  ⅣE-24

形態・規模 :長径 3m、 短径 2m、 深さ10cmの不整円形で、断面形状は不明。

出 土 状 況 :土坑内に植物遺体を多く含む。覆土中よリガラス玉 (33)が出土したが、本址に伴 うかは

不明。

時   期 :古墳 I～Ⅱ期
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備   考 :本址はSG3の 北側に近接 して位置する。 SG3流 路内の堆積が進んだ後に溝から浴れた

一部分より形成されたと推測される。近接するS K10102、 10104、 10114、 10130な ども同

様の遺構である。

5 沼址

第 1号沼址 SGl (第 21図 )

位   置 :② -lA、 ② -lB、 ②-2B  VII F-05～ ⅧG-01付近

形態・規模 :東西幅約14m、 南北幅約24mを測る。形態はピー ト質土の広がる範囲として把握しており

不整形。ピー ト質土は約90cmの厚さで堆積している。本址の北端は調査区内で途切れてお

り、北西方向のプランは不明である。

出 土 状 況 :ピー ト質土より古墳Ⅲ～Ⅳ期中心の遺物 (1～ 13)と 少量の弥生時代後期土器片が出±。

時   期 :弥生後期・古墳Ⅲ～Ⅳ期

備   考 :本址はS D22(近世)と SQl(奈 良時代)に切られ、弥生時代後期～古墳時代前期の遺構

を切っている。本址周辺には多くの流路が確認されており、古墳時代前期以降、生活に不

適切な場所だったと考えられる。

第 2号沼址 SG2 (第 15図 )

位   置 :①-5  1K-01～ IL-03

形態・規模 :遺跡の北端に位置し、南西一北東方向に約13mの幅で広がり、北西方向にも幾つかの流路

が確認できた。両岸に人為的痕跡は確認できず、かつては自然流路として機能したと考え

られる。またピー ト層の堆積状況から見ると、古墳時代以降に沼地化した可能性がある。

出 土 状 況 :土器・木製品が一定量出土する。出水が激しく出土状況の詳細は不明。土器は古墳 I～ Ⅱ

期の破片が中心で、若干Ⅲ～Ⅳ期の遺物も含まれる。また弥生時代後期～古墳時代前期の

破片も少量出土する。木製品は下駄 (119、 120)、 横槌 (77、 79)、 今J物容器 (136)、 有頭棒

状木製品 (184)、 杭 (271)な どが出土している。

時   期 :弥生後期～古墳前期、古墳 I～ V期 (Ⅱ期中心)

備   考 :本址は遺跡調査区の最北端に位置しており、南東側には弥生時代～古墳時代の住居が点在

する。しかし遺構の密集度が低 く、本遺跡における生活域の北端と推測される。

第 4号沼址 SG4 (第 21図 )

位   置 :② -lA、 ②-lB Ⅷ B-22,23,24

形態・規模 :東西幅約20m、 南北幅約 8mを測り、不整形。深さは推定50cm。

出 土 状 況 :古墳Ⅳ～V期の土器やこぶし大の礫が底部よりやや浮いた位置で多く出±。管玉 (73)、

土版 (9)、 紡錘車 (38)な ども出土した。

時   期 :古墳Ⅳ～V期、弱千奈良・平安時代の遺物も含む。

備   考 :SG4は 弥生時代後期の遺構 (S B 1620、 S D 323)を 切 り、その南西にも弥生時代後期～古

墳時代前期の遺構を切るSGlが 存在する。また近世の遺物を含むS D22も 近接している。

SG4周辺は弥生時代後期～古墳時代前期には住居が存在するものの、以後は流路が形成

されやすく、居住域として不適切な場所であったと推測される。
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第 3号沼址 (SG3)(第93～ 108図  P L37～ 39

置 :② -3A、 ②-3B、 ②-5  1V I-18～ 25、 IV J-8～ 23、 IVW-2～ 9、 IVO-1～ 2

(1)概要

SG3は榎田遺跡のほぼ中央に位置し、調査区内を南西～北東ラインで横断する。調査区内での長さは
約50m。 流路上端で幅約30m、 調査最終部分 との比高差は約 3m。 断面形状は南岸が急斜面、北岸が緩斜

面の非対称V字形を呈する。流水方向は南西→北東と推測され、主軸方向はN60Eを指す。

遺構内の堆積土から推測すると、古墳時代前期以前から存在した流路が、古墳時代中期以降に堆積が進

んでいたようである。遺構内ではⅣ～ⅥⅡ層から多くの遺物が出土しているが、分布の中心は流路南岸にあ

り、大量の土器・木製品や玉類・石製模造品・骨角器・金属製品・その他植物遺体が看取される。時期的

には古墳 I二 Ⅱ期 (5世紀代)を 中心とする。Ⅲ層以上では、習書木簡以外の遺物は出土していない。調

査時点に於いては沼址と考えられていたが、検討の結果、自然流路との認識に至っている。

(2)周囲の遺構との切合い関係

SG3南岸のⅣO-1グ リッドにおいては S B841、 843(共に弥生時代中期)を切って、 SG3の 側面が
確認されている。同様に② -3A地区の南北セクションにおいてはSG3覆 土が弥生時代中期面と弥生時
代後期～平安時代面の一部を切る形で堆積 している。SG3南 岸のⅡ層はS B 803(古 墳V期 )、 S B807
(古墳Ⅳ～V期)の上を覆う状態で検出されている。北岸では S B 321、 322、 355、 380、 827(古墳 I期～Ⅱ

期)な どを切る形でS D 121～ 126が検出されている。これら溝群はSG3と 並行 しており、古墳 I～ V期
の土器が若干出土している。またS D 122か らは木製品が出土しており、SG3と の関係がうかがわれる。
更にIV E-20,24,25グ リッドでは S K 10102、 10104、 10130、 10132が検出されている。これらはSD
122の東延長上に位置し、植物遺体を多く含み木製品も出土している。これらの SD、 SK群 とSG3と
の直接的切合い関係は把握できないものの、植物遺体を多く含み、SG3と並行している′点から、Ⅳ層堆
積後に沿水した際に取り残されたSG3の一部の可能性があろう。
一方、SG3に近接して住居址も多く検出されている。南岸では S B 806、 808(古墳Ⅱ期)、 北岸ではS
B355(I期)や S B 321、 322、 380、 827(古墳Ⅱ期)な どである。SG3Ⅳ ～VⅢ層の遺物の時期 も古墳 I
～Ⅱ期中心と考えられ、SG3が滞水する頃には周囲に幾つかの住居址が存在していたと考えられる。

(3)調査手順と記録方法

SG3は 、平成 4年度の②-3A・ ②-3B地区、平成 5年度の②-5地区に分割して調査が行われた。
その主要部が調査されたのは②-5地区においてであり、本報告の大部分は②-5地区の成果によるもの
である。② -3A地区では調査期間の制約と出水の激しさから、面的な精査は困難であり、土器集中範囲
と調査区の南北セクション図の記録のみが実施された。② -3B地区では北岸の一端がわずかに検出され

ている。②-5地区では、ⅣOグ リッドからⅣ Jグ リッドに広がる灰褐色の落ち込み部分を確認し、過年
度検出したSG3の一部として調査した。この際セクションを複数設定し、16枚の堆積土を確認、文化遺
物を包含する層毎に調査したが、流路の下部は安全面を考慮して調査範囲を縮小している (調査区東側境

界は用地外水田の護岸のために未調査の部分もある)。 また、出水が激しく各層の範囲と境界についても

不明な部分がある。

位
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遺物の取 り上げと記録は次のように行った。大量に出土した木製品は大部分の木を図化して取 り上げた

後に、遺物と自然木に分離した。土器や他の遺物は、識別できた個体は図化し、それ以外は遺物集中範囲

や、 8mグ リッド単位で出土位置を記録 している。また遺物集中区 (IV J-21,22、 IV O-1,2グ リッド)で

は 4mグ リッドに分害Jし て取 り上げている。

(4)②-5地区における基本土層

遺物の集中した南岸部は、遺構の中央部で発達していたV・ Ⅷ層がほとんど堆積せず、Ⅳ
oⅥ・ⅥⅡ層間

がほぼ接した状態となる。このため上層で取り上げた遺物が下層出土の遺物と接合するなど、層位間接合

の例が少なからず見られる。また出土地点が不明瞭な資料が多く、遺物の出土層や分布範囲の傾向を示す

場合にも限界がある。

I層 現耕土。
Ⅱ層 Ⅱ層はSG3埋 没過程の最後に堆積した層である。本地区では I～ Ⅱ層を削平中にSG3が検出

されており、 SG3南 岸ⅣO-6, 7グ リッド付近の古墳時代住居の上でわずかに検出されたの

みである。遺物は含まれない。

Ⅲ層 黒褐色シル ト層。南岸はⅣO-1, 2グ リッド付近、北岸ではⅣ J-13グ リッド付近まで確認さ

れた。IV層の上にレンズ状に堆積しているが、検出時に上部を削平されているので堆積当時の範

囲は不明。遺物はⅣO-1グ リッドより習書木簡が出土している。これ以外ではⅣ層の土器と接

合する破片が若千存在するのみである。本層はほとんど撹乱を受けていないので、遺物を大量出

土したⅣ層以下をほぼパックする様相を呈する。

Ⅳ層 暗褐色～茶黒褐色土層。本層検出時に大量の土器 (古墳Ⅱ期中心)、 木製品が出土し、ほぼ全面を

調査している。Ⅳ層はSG3の 落ち込み部の内外に堆積しており、Ⅳ層の落ち込みラインをもっ

てSG3の 流路範囲としている。南岸ではⅣ層がⅣO-1, 2グ リッドの流路外方まで堆積し、

下部は急激に落ち込んだ斜面に延びる。同様に北岸でもⅣ J-8, 9グ リッド付近で流路の落ち

込み部が確認され、Ⅳ層はこの落ち込み部上面のテラス部分にまで堆積している。また北岸では

I～Ⅲ層が削平されたためⅣ層からの調査 となる。 Ⅳ J-8, 9,12グ リッドでは、遺物の出

土量は少ない。

V層 黒褐色土層。多量の植物遺体を含み、Ⅳ層よりも黒みが強い。遺物は若干存在するのみである。

本層は南岸でIV J-22グ リッド、北岸でIV J-13～ 18グ リッドの範囲で確認されるが、曖味な部

分もある。遺物も若干出土しており、V層 として紹介しているが、整理段階ではⅣ層の一部と認

識して遺物出土状況図を作成した。

Ⅵ層 茶黒褐色粘土層。土器 (古墳 I期新相中心)・ 木製品を多く含む。本層も南岸でⅣN-5～ ⅣO―

2グ リッド、北岸ではⅣ J-12,13グ リッドまで広がる。ほぼ全範囲を調査している。Ⅳ J-8,

9,12グ リッドではⅣ層と同様に遺物の出土量が少ない。

Ⅶ層 灰褐色粘土層。遺物をほとんど含まない。詳細な範囲は不明。遺物が大量に出土した南岸では堆

積が薄 く、明確な分層が出来ない状況にある。整理段階ではⅥⅡ層の一部と認識している。

Ⅷ層 茶黒褐色粘土層。土器 (古墳 I期古相中心)・ 木製品を含む。本層の出土遺物は上部に集中し、Ⅵ

層からの流れ込みの可能性も指摘されている。本層の調査範囲はⅣ J-17,18,21,22、 ⅣN一

5、 IVO-1, 2グ リッドである。

Ⅸ層 砂層。遺物をほとんど含まない。南岸ではほとんど堆積がみられず、詳細な範囲は不明。

X層 黒褐色粘土層。少量の土器・木製品と植物遺体を含む。本層以下最終層までの調査範囲はⅣ J―

一- 178 -



第 4節 古墳時代中期～後期

21,22、 IVN-5、 IVO-1, 2グ リッドである。
XI層 青灰色砂層。炭化した植物遺体を少量含む。南岸ではほとんど堆積していない。詳細な範囲は不明。
XⅡ層 黒色ピー ト層。詳細な範囲は不明。古墳時代前期～中期の遺物をわずかに含む 。
XⅢ層 ピー ト層。古墳時代前期以降の土器片を含む最後の層。
XⅣ層 茶黒褐色粘土層。
XV層 青灰色砂層。弥生時代後期土器片を若干含む。SG3南 岸では本層の直下でXⅧ層となる。
XⅥ層 茶黒褐色±。粘土層 弥生時代後期土器片を若干含む。植物遺体をほとんど含まない。河床にわ

ずかに堆積する。 (北岸には存在しない?)

XⅦ層 礫層。流路上端から約 3m下にある。この礫層はSG3よ り北側では次第に地表に延びて行 くが、
Ⅳ J-21,22グ リッド付近から南側では急に落ち込み、最深部を確認することが出来ない。溝の

形状もⅥ層までは推定できるものの、最下層までの断面形状は不明である。

上記の所見を基に、SG3の堆積過程を検討したい。
まず礫層直上のXⅢ ～XⅥ層は、砂層と粘土層が交互に堆積し、植物遺体も少ないことから流水による

堆積作用によって形成されたものと推測される。堆積時期は溝の切り合い関係と出土遺物から見て弥生時

代中期～後期の間と思われる。

流水方向については、SG3自 体が千曲川の旧河道と考えられ (第 II章第2節 )、 現河道の流水方向が南
→北である点、 SG3の 南岸が急斜面で北岸が緩斜面という断面形状から、南岸に流水が強く当たってい
たと推測され、 SG3は 南西→北東に向かって流れていたものと考えられよう。
Ⅸ～XⅡ層は、薄く部分的に見られるものの、植物遺体を含む点から見て、滞水が始まったと推測され

る。堆積時期は古墳 I期頃までと思われる。出土土器は量的に少ないものの、ⅥⅡ層以上と同様の特徴を有

しており、ⅥⅡ層に近い時期に堆積した可能性がある。

Ⅳ～Ⅷ層はt厚 く、大量の植物遺体も含まれ、沼地化が進んだ時期と思われる。出土遺物からすると古
墳 I～ Ⅱ期を中心とする期間と推測される。

I～ Ⅲ層は、詳細不明の部分が多いものの、Ⅳ層が堆積 した後も付近に住居が存在 し、Ⅱ層が古墳Ⅳ

～V期の住居を覆って堆積している′点から見て、古墳V期以降に堆積したと考えられる。

(5)付属遺構

SG3で は、河川の改修や護岸工事を積極的に示す証拠は検出されていない。断面形状についても、Ⅳ
～Ⅵ層は全面を調査するものの、VII層以下では出水が激しく測量は行われていない。唯一出土遺物の垂直

分布図 (第 1070108図 )か ら推測すると、南岸が急傾斜で、北岸は緩やかに落ち込む傾向が読みとれる。

一方、関係は不明であるが、SG3内 において若干の遺構が検出されている。まず、Ⅳ J-12～ 14グ
リッド付近のⅢ～Ⅳ層境面において、倒木がまとまって検出されている (第 97図 )。 範囲は幅1.5mで、東

西方向は約10mの長さに及ぶ。この付近には杭が何本か不定間隔で打ち込まれており、倒木が木道として

機能した可能性が考えられる。杭はいずれも先端の検出であり、Ⅳ層に打ち込まれているのは確認できる。

しかし杭の打ち込み面は確認されておらず、検出状況にも不明な部分があるので、Ⅲ層以上に属する可能

性もある。

この他にも遺構内では不規貝Jな配置の杭が見られるが、SG3に おける性格は不明である。またⅣ J一
17,18グ リッド付近のⅥ層～ⅥⅡ層間では流路に直交する形で長さ約 8mの大木が 3本検出されている。し
かし加工痕などもなく、人為的に持ち込まれた可能性については検証できない。
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最後に、遺構 として検出できないものの、 SG3出 土の木製品の中には一定量の未製品が含まれてお り、

SG3の 周辺に木製品の製作所あるいは貯蔵場所が存在 した可能性が推測できる。

(6)遺物およびその出土状況

以下②-5地区における出土状況を遺物の種類別に紹介し、その中で分布範囲や層位毎の特徴に触れて

行きたい。なお出土層や位置が不明の資料についても各種遺物の項目 (第 V・ VI章)で角虫れたものもある。

A 弥生時代後期土器  (第 96図、図版217,NO.566～ 572)

SG3で はXⅢ～XⅥ層は流水に伴う堆積土層と推定されている。そのうちXV～ XⅥ層においては弥

生時代後期土器が若干出土しており、これにより流路の存在時期が推測される。

B 土師器 (第 93～ 96図、図版187～ 218、 P L85～ 95)

SG3出 土土器は、各層毎と層位間の接合を試み、約1/4以上残存している個体を実測し、器形が1/2以

上判明する個体を層位毎に図示した。層位間接合した個体は、上部に位置した土器が岸の下部へ落ちる

ケースが主体であり、またⅢ層以上は遺物がほとんど出土せず、撹乱も受けていないので、基本的に接合

関係中の最上層で紹介した。なおSG3出 土土師器の時期区分については第V章第 1節 3を参照されたい。

Ⅳ層 南岸のⅣN-5、 IVO-1, 2と Ⅳ J-22グ リッドにおいて集中的に発見されている6集中範囲

は東西約12m、 南北約4mを測り、岸に沿って広がる。集中範囲内の分布状況に明確な規則性は見られな

い。一方SG3中 央部や北岸では土師器の出土量が激減する。

Ⅳ層内においては、土器集中範囲が上部、木製品が下部に堆積し、いわば土器集中範囲が木製品をパ ソヽ

クするような状況が観察できる (第 107図 )。

約300個体を実測した。これ以外の破片がテン箱約40箱。不・高不・壺・甕・甑・壺などで遺跡全体の

組成と大差ないが、しかし住居址内であまり見られない器種も存在する。器種別に見ると、壺類は出土量

が多く住居内の組成比率よりも多い印象がある。これらは接合して略完形になる個体や胴上半部のみが復

元できる個体が目立ち、有段口縁の壺A類 (236、 241、 242、 245、 246、 247)な ども含まれる。この他に小型

丸底壺のK類が10点 (127～ 136)、 壺 L類 も6点 (137～ 142)出土した。不類はA・ B類が目立ち、黒色処理

された個体が一定量含まれる。高不類は屈折脚を有するA類が主体的に出土する。形態的には短脚化した

個体が目立つ。その他 B・ DOF類 なども出土する。しかし模倣高不類の出土は少なく (111～ 113)、 特に

調査区内では脚部に透かしを有する高不K類はほとんど出土しない。甕類はAOC・ D類が出土しており、

その中には内面に煮焦げ痕が確認できる個体もある (186、 188、 197、 198、 199、 200、 202、 204、 209、 211、 219)。

また長胴甕に伴う大型甑類も少量出土する (228～ 231)。

Ⅳ層出土土師器は、不AOB類 や、高不A類の量が多い点。球胴甕のA類や、壺A類が存在する点など、

土師器の器種組成から見ると古墳Ⅱ期を中心とした様相を示す。また小型丸底壺K類の存在など古墳 I期

的様相も若干見られる。一方Ⅳ層には、古墳Ⅲ期以降の資料も若干出土するものの、長胴甕D類が少量で

あり、Ⅲ期の示標となる模倣高不K類がほとんど確認できないなど、該期の様相が安定して見られず、Ⅱ

期の特徴を持つ土師器群とは出土傾向が異なる可能性がある。

Ⅳ層の土師器は古墳H期段階でSG3南岸に集中的に持ち込まれ、Ⅲ期以後は少量の土器が単発的に持

ち込まれたと推測する。

この他②-3A区 のⅣN-4, 9グ リッド付近でも土器集中範囲が確認されている (第 19図、図版219

～223,NO.1～ 84)。 出土状況や層位的な把握については詳細不明な部分が多い。規模は東西 4m、 南北2m

で岸と並行に広がる。実測数は約120個体。破片数はテン箱約15箱。時期的には古墳Ⅱ期中心の様相を示

し、②-5区の土器集中範囲と類似する。ここでも壺A類が 6点出土し (79～ 80、 ②-5地区では出土し
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なかった不蓋も6点出土するなど (48～ 53)、 住居址における通常の組成とは異なる様相が見られる。

V層 実測数は 6個体。破片数はテン箱 2箱。
Ⅵ層 ⅣO-1, 2、 Ⅳ J-22グ リッドを中心に分布する。Ⅵ層中では木製品が上部、土器類が下部に
堆積する。実測数は約300個体。これ以外の破片がテン箱約20箱。Ⅳ層と同様に、接合で略完形になる個

体も多い。器種別に見ると、不類はⅣ層に比べて出土量が少ない。特に不A類が目立ち、器形の個体差が
激しいのが特徴である。黒色処理の不類は少ない。この他に不A4類 (294)が出土している。SG3出 土
の不類の中で精製品はこの 1点のみである。高不類はA類を中心とする。Ⅳ層よりも出土量が多く、脚部
が若干長い個体が多い。模倣系の高不はほとんど発見されていない。甕類は球胴形が大半を占め、内面に

煮焦げ痕を有する個体 も見 られる (430、 433、 434、 442、 445、 446、 447、 448、 449、 450、 452、 457)。 大型甑は

ない。壺類は 6個体とⅣ層より少なく (459～ 460、 明確な有段口縁の壺は見られない。月ヽ型丸底壺K類は
約20個体出土した。

Ⅵ層出土土師器は、不類が少ない中でA類が目立つ′点、球胴甕が多く大型甑が出土していない点などか
らく古墳 I期新相を中心とする。しかし高不A類や壺K類が日立つなど、 I期古相的な様相も見ることが
できる。一方で不類についてはⅡ期以降の様相も若干含まれる:

ⅥI層 実測数は 7個体。破片数はわずかである。
Ⅷ層 ⅣO-1、 Ⅳ J-21,22グ リッドで出土する。分布に明確な傾向は見られない。層位的にはⅥ層
の土器と接する状況で出土しており、層位間接合も見られる。またⅥⅡ層では上層と異なり、土器と木製品

が混在して出土するのも特徴である。土師器の実測数は約80個体。破片数はテン箱約10箱。ⅥⅡ層では高不

A類 と小型丸底壺K類が主体的に出土する。不類や大型壺はほとんど出土しない。甕類は球胴甕のみ少量
出土。一部の甕 (546、 549に は内面に焦げ痕が見られる。

ⅥⅡ層出土土器の様相は、高不A類、小型丸底壺K類が主体的に出土しており、古墳 I期古相の様相を示
すと思われる。Ⅳ、Ⅵ層に比べて他時期の遺物を含まないのも特徴である。

X層 実測数は 4個体。破片数はわずかである。
XH層 調査範囲内で若干出土。実測数は15個体。破片数はテン箱 2箱。不 (554)や小型丸底壺 K類
(560～ 56幼 などを含み古墳 I～ Ⅱ期的な様相と思われる。しかし鉢 (555)な ど古墳時代前期的な様相も

含まれる。SG3の 調査においてはX層以下は作業の安全上、限定した範囲内で調査したため、セクショ
ンで確認された層との間に若干混乱が生じている。Ⅸ層以下の所見は基本土層で示した通 りであるが、

XOXⅡ 層出土遺物はⅥⅡ層の遺物との比高差がほとんど存在せず、土器様相もⅥⅡ層以上と類似する。X
～XⅡ層の遺物は出土記録に従い分離しておくが、ⅥⅡ層に近似した様相と認識している。

C 須恵器 (第 93図) (第 V章第1節 4)

識別可能な個体は破片を含めて紹介している。甕類は接合後に略完形になる個体も目立つ。接合後の破

片はSG3全体でテン箱 1箱のみ、土師器の破片数とは対照的である。層位毎の特徴を上げると、Ⅳ層で
は不 3′点 (155、 156、 157)、 高不 1′点 (158)、 壺甕類が破片を含めて13点出土している。この中で甕・横瓶

などの大型品はⅣ層のみで確認でき、土器集中区での出土が日立つ (255～ 258、 260、 261)。 これらのうち一

部の不・高不 (155,158)や、口縁端部直下に断面三角形の突帯を有する甕口縁片 (160)、 体部内面の当て

具痕の

「

部をスリ消して外面に沈線を施す甕 (259)な どは初期須恵器と推測される。一方で 4個体出土し

た横瓶 (255～ 258)は 古墳時代後期以降の様相を示し、住居址ではほとんど出土しない器種である。Ⅳ層

以下においてはⅥ層で不片 (309)と 高不片 (341)が出土するのみである。

D ミニチュア土器 (第 V章第1節 5)
口径約1lcm以 内に収まるか、一見してミニチュアと判断できる資料を抽出している。層位別に見るとⅣ
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層では11点出土、このうち南岸のⅣN-5とⅣO-1、 2グ リッド出土が 7点である。Ⅵ層では土器14点

と鏡形土製品 (414)1点が出土し、南岸から溝中央部まで広く分布する。Ⅷ層では4点出土。Ⅳ J-21,

22グリッドに集中する。XⅡ層では 1点出土 (563)。

E 木製品 (第 97・ 9801010102図、図版302二 348、 P L167～ 205) (第 V章第3節 )

SG3で は大量の木製品が出土している。南岸の流路落ち込み付近から中央部に向けて集中し、一部北

岸まで広がる。出土層位はⅣ・Ⅵ・ⅥⅡ層を中心とし、Ⅲ層以上ではほとんど出土しないのが特徴である。

また南岸のⅣ層においては上部に土器集中範囲があり、その下部に木製品が堆積しており、土器群がⅣ層

以下の木器をパックしたかの様相を示す (第 107図 )。 Ⅵ層では上部に木製品、下部に土器があって、Ⅳ層

とⅥ層の木製品は接するように堆積している。ⅥⅡ層においても木製品は出土するものの、Ⅳ
・Ⅵ層より少

ない。

SG3全体の実測個体数は、層位不明品を含めて工具 8、 農具72、 紡織具 8、 武具 14、 馬具 2、 容器23、

雑具 6、 建築 188、 杭 16、 祭祀具 6、 服飾具 9、 その他 1、 用途不明74、 木暦24を数える。また製品以外

に大量の自然木も出土している。

これら木製品の位置、層位等の出土状況には、下記のような特徴がある。

工具 斧柄はIV層 1点、Ⅵ層 4点、ⅥⅡ層 1点、層位不明 2点 出±。これらのうちⅣ層 1点 (8)、 Ⅵ層

2点 (3、 4)、 ⅥⅡ層 1点 (6)の合計 4点は未製品の可能性がある。何れも面的、層位的な分布傾向は見

られない。

農具 IV層 11点、V層 1点、Ⅵ層41点、VII層 1点、ⅥⅡ層 7点、XⅡ層 1点、層位不明10点 を数え、Ⅵ層

での出土が目立つ。IV、 Ⅵ層では南岸に中心が見られるものの、北岸まで広 く出土し、集中的に出土する

傾向はない。又、農具には製品と未製品が見られる。以下器種別に見たい。曲柄平鍬はⅣ層 2点、V層 1

点、Ⅵ層 9点、Ⅷ層 1点、ⅥⅡ層 1点、層位不明 2点 とⅥ層以上で目立つ。これら曲柄平鍬には、V層の 1

点 (16)を 除けば、総てU字形鍬鋤先の装着部を有する。曲柄又鍬はⅥ層で 3点、層位不明 1点出土する

ものの、V層以上では確認できない。このうち 2点 (28、 30)に は鉄刃が装着されていた可能性がある。

直柄横鍬は 5点が出土したが、この内 4点がVI層出土、 1点が出土層位不明となる。 4点中 3点は柄孔や

泥除け装置の装着孔を穿孔する直前段階の未製品であるが、出土位置や出土状況に特殊性は見られず、他

の木製品と混在した状況を呈している。竪杵はⅣ層 1′点、Ⅵ層 9′点、ⅥⅡ層 2点、層位不明 1′点でⅥ層出土

品が目立つが、出土地点はまとまらない。この中で未製品はⅥ層 (63、 64、 65)と VⅢ層 (66)の 4点である。

木錘はV層 1点、Ⅵ層 5点出土し、未製品 (85)は 1点。

この他の主な農具 として、泥除け (37)は Ⅵ層 1点。―木鋤はⅣ層 3点、ⅥⅡ層 1点。組み合わせ多又鋤

(47)はⅥⅡ層 1点。えぶり (38)はⅣ層で 1点。大足はⅣ層 2点、Ⅵ層 2点。横槌はⅣ層 1点、Ⅵ層 5点、

ⅥⅡ層 1点、XⅡ層 1点、層位不明 3点。鎌柄はIV、 Ⅵ、ⅥⅡ層で各 1点などが出土している。

紡織具 Ⅵ層 6′点、VⅢ層 1点、層位不明 1点を数える。瑞はⅣ～Ⅵ層より出土しているが、分布に傾向

は見られない。Ⅵ層では楕円形瑞が 2点 (93、 94)Ⅳ J-9グ リッド内で近接して出土。同一個体の可能

性も推測されるが、破断面が摩耗しており明言できない。この他VI層では 3点 (90、 91、 92)出土している。

株 (86)は Ⅵ層より出土。黒漆塗りの紡錘車 (88)はⅥⅡ層で出土。黒漆塗 りで線刻を有する抒 (87)の 出土

地点と層位は不明である。

武器 弓と剣鞘が出土している。弓はⅣ層 6点、V層 2点、Ⅵ層 3点を数える。分布については南岸か

ら遺構中央部にかけて広く出土する。唯一Ⅳ～V層のⅣ J-13グ リッドにおいて白木弓が 5点集中出土し

た (95、 97、 99、 100、 101)。 しかし同一層における他の弓は調査範囲の中で不規則に出土している (96、 98、
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106)。 この中で 5点 (95～ 100)は 欠損状態で出土 してお り、対応する部分は発見 されていない。またⅣ

J-18グ リッド出土の 1′点 (106)は 黒漆塗 りである。この弓は中央付近で 2本に分離 して、近接 した場所
で発見された。Ⅵ層においては 4点 (102、 103、 104、 105)出土するものの集中傾向は見られない。この中

で 2点 (102、 103)は 欠損状態で出土しており、対応する部分は発見されていない。N0103は 黒漆塗 りで

桜の皮も残存するが、握 り部のみ出土している。別の 2点 (104、 105)は Ⅳ J-9グ リッドにおいて近接
して出土した。何れも漆は施されていないものの、背部分に樋が彫られ、同一個体 と思われる。しかし弓

中央部の握 り部が存在せず、両者は接合しない。剣輸 (107、 100は 2枚の組み合わせ式で、鞘の内側に
は剣の形に溝が掘 り込まれている。Ⅵ層のⅣ J-22グ リッドでは 2枚が近接して出土しており、形状、材
質から見て同一個体 と判断した。しかし鞘の前後にはめ込む柄頭と鞘尻は出土しない。

馬具 IV層 では壺鐙 (110)が出土している。左足用で外面全面に黒漆を塗る完成品である。Ⅵ層では鞍
(109)が出土している。後輪の可能性があるものの、未製品である。両者は出土層位も異なり、位置的に

も②-5地区の南西端部で約 5m離れて出土している。
雑具 Ⅵ・VⅢ層のみで出土している。Ⅵ層では案 ?(113)、 腰掛け (114、 115)が出土している。この中
で腰推卜け (115)は 馬具の鞍 (109)と 近接して出土した。ⅥⅡ層ではⅣ J-22グ リッドで案 ?(112)、 腰掛け
(116)が近接して出土した。雑具全体では分布傾向は見られない。

服飾具 きぬがさはⅣ層で 4点出土している (124、 125、 126、 1カ )。 しかし分布傾向は見られない。この
中でN0127は IV J-13グ リッドにおいて白木弓の一群と近接して出±。N0124と 126は近接して出土し、

形状から同一個体 と判断した。下駄はⅣ層で 2点出土 (117、 118)。 木履はⅥ層で 1点 (121)、 VⅢ層で 2点

出土 (122、 123)。

容器 曲物はⅣ層で 8点、Ⅵ層で 2点層位不明で 2点出土している。Ⅳ層では沼全体に分布しており、
出土傾向は把握できない。いずれも底部のみ出±。春!物はⅣ層 2点、Ⅵ層 3点、VII層 1点、ⅥⅡ層 1点が出
土している。円筒状容器はV層 で 1点、杓子形はⅣ層とⅥ層で 1点ずつ出土。この他曲物 (155)と 挽物
(169)は形状から古墳時代の遺物とは判断できないがSG3内 において地点・層位不明で出土している。
祭祀具 剣形はⅥ層のⅣ J-18グ リッドで 1点出土 (174)。 刀形はⅣ層 2点、ⅥⅡ層 1点、層位不明 1点
が出±。出土状況に傾向は認められない。鳥形 (175)はⅣ層で出土しているが、形状から古墳時代の遺物

とは判断し得ない。

用途不明品・木居 SG3内 においては85点の用途不明品を図化している (178γ 262)。 これらの中には
有頭棒状木製品や製品であるが用途不明の例などが見られる。木暦はⅣ～ⅥⅡ層間から一定量発見されてい

る (281～ 305)。 これらは農具の未製品なども含めSG3周辺で製品の製作が行われた可能性を示している。

F 建築部材 (第 99～ 102図、図版349～ 373、 P L206～ 231) (第 V章第4節 )
建築部材についてはⅣ層48点、V層 5点、Ⅵ層96点、VII層 3点、ⅥⅡ層 5点、X層 2点、XⅡ層 1点、層
位不明28点が出土しており、Ⅳ～Ⅵ層に集中する傾向が見られる。分布としてはSG3南岸、特にⅣ J一
17,18,22グ リッドでの出土が目立つ。またⅥ層ではⅣ J-9,13,14グ リッドなどSG3北岸まで分布
範囲が広がるのに対し、Ⅳ層ではⅣ J-13,14グ リッド以北の出土例はほとんど見られない。これら部材
の用途については、性格が特定できた部材の大半が高床式建物の構成材であると分析された。一方でこれ

ら部材の多くには転用後の 2次加工痕が確認でき、SG3出 土の部材は建物を解体した直後の部材ではな
いことも明らかにされた。これら部材については分布についても一定の傾向が存在するとの所見も得られ

ている。

出土傾向の概要 として、推定材を含めて層位別に見ると、縦材はⅣ層 5点、V層で 4点、Ⅵ層で14′点、
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層位不明 6点 とⅥ層の出土量が目立つ。特にⅥ層ではIV J-13,17,18,22グ リッドでの出土が多い。横

架材はⅣ層35点、Ⅵ層49点、Ⅷ OⅥⅡ
O X O XⅡ 層で各 1点ずつ出土し、層位不明10点。Ⅳ・Ⅵ層における

出土量が多く、両層ともⅣ J-17,18,22グ リッドでの出土量が目立つ。屋根材はⅣ層 6点、V層 1点、

Ⅵ層21点、VII層 1点、ⅥⅡ層 2点、層位不明 9点 とⅥ層の出土量が目立つ。

特定の部材別ではⅥ層のⅣ J-13グ リッドでは扉板 (328)と 蹴放材 (327)の上に棟木 (333)が横たわっ

て出土。Ⅳ J-17グ リッドでは二重梁 (335)、 Ⅳ J-18グ リッドでは柱材 (386)、 Ⅷ層のⅣ J-17グ リッ

ドでは梯子 (330)が出土している。

G 習書木簡 (図版392、 P L245)(第 V章第8節 1)

Ⅲ層のⅣO-1グ リッドにおいて出土するものの、Ⅲ層においては遺物がほとんど出土せず、木簡の時

期を推測することは難しい。

H 玉類・石製模造品  (第 103～ 106図、図版374～ 378、 P L234)(第 V章第2節 2)

SG3で はふるいを用いた玉類の抽出は行われていない。調査時の所見でも玉類が集中出土した記録は

見られない。全体に量が少なく分布傾向は明確でない。

勾玉は 4点。出土地点に傾向はない。Ⅳ層ではSG3中 央部Ⅳ J-18グ リッドで土製の大型品 1点

(39)、 北岸のⅣ J-8グ リッドで石製 1点 (45)出 ±。Ⅵ層ではⅣN-5グ リッドで石製 1点 (43)出 土、

ⅥⅡ層ではⅣ J-17グ リッドで石製 1点 (44)が 出±。管玉は 4点。何れも南岸のⅣ O-1、 Ⅳ J-22グ

リッドで出土している。層位が明確なのはⅣ層の 2点 (69、 71)である。臼玉はⅥⅡ層Ⅳ J-22グ リッドで

1点 (167)出土。丸玉は土製品が 1点 (181)地点不明で出土。滑石製模造品は有孔円板がIV層 より2点出

土 (192、 193)。 192は北岸のⅣ J-9グ リッド出土。ガラス玉はXⅡ層のⅣ J-21で 1点 (31)と SG3に

近接するSK10132で 1点 (33)出 土。

! 紡錘車  (第 103～ 105図、図版379～ 382、 P L237)(第 V章第2節 3)

紡錘車は 8点 (土製 1、 石製7)出±。これらはSG3の 南北両岸での出土が目立つ。層位が判明した資

料はいづれも石製でⅣ層 3点 (67、 68、 71)、 Ⅵ層 1点 (70)である。この他ⅥⅡ層より黒漆塗 りの木製紡錘

車が出土している (第 V章第3節 )。

J 金属製品・製鉄関係  (第 106図、図版383～ 387、 P L238,239)(第 V章第6節 )

金属製品では銅釧がXⅡ層のⅣ J-22グ リッドで 1点 (37)出 土している。しかし出土レベル的にはⅥⅡ

層遺物との差は見られずⅥⅡ層に近似した時期に属する可能性がある(土師器X II層記載参照)。 この他、鉄片

がIV層のⅣ J-3グ リッドで 1点 (2)、 V層のⅣO-1グ リッドで 1点 (4)出土している。製鉄関連で

は高不の屈折脚を転用した羽口 (10)が層位不明のIVO-2グ リッドで出土している。

K 骨角器・鹿角切断品 (第 103～ 104図、図版389,390、 P L244)(第 V章第7節 )

骨角器はIV層のⅣ J-22グ リッドでヤス (7)、 ⅣO-1グ リッドで骨鏃 (8)が出土している。

鹿角切断品は19点確認され、出土層・地点に傾向が見られる。特にⅣ層出土の16点の大半はSG3南 岸

(IVN-5、 ⅣO-1グ リッド)に集中する。この中で 1点 (23)に は柄穴が彫 り込まれている。VI層 ではⅣ

J-22グ リッドで 2点確認されたのみである。

L 骨類  (第 103～ 105図 )(第Ⅵ章第7節 )

SG3出 土の骨類を鑑定した結果、ニホンジカ255点、アナグマ 4点、イヌ 4点、イノシシ16点、ウマ

56点、クマ 2点、タヌキ 7点、 トリ3点、不明18点が確認された。これは鑑定破片数であり、動物の個体

数を示す訳ではない。全体的にはニホンジカとウマの骨が多く、特定の部位に偏らない。分布にも傾向が

見られる。出土層判明破片はⅣ層で221点 ある。特に北岸のⅣ J-13グ リッドで124点、南岸のⅣO-1,

2と Ⅳ J-22グ リッド (土器集中範囲)で34点出土し、分布に若干傾向が見られる。Ⅵ層では33点 中32点が
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ⅣN-5、 Ⅳ O-1グ リッドで出土と、分布に中心がある。ⅥⅡ層は 1点出土している。発掘所見ではⅣ層
の骨は土器集中範囲と同じレベルで出土したとされる。

上記の骨類の中にはカットマーク (解体痕)が見 られる例が多い。しか し微小な傷であり、部位にも日

立った傾向はない。 SG3で は イノシシ 4点、ウマ 3点、クマ 1点、ニホンジカ51点から確認されてい
る。ちなみにSG3以 外で出土した骨類のカットマークを合計するとウマ 1点、シカ10点 となる。
M 種子 (第Ⅵ章第1節 )

SG3に おいては大量の植物遺体が出土 してお り、その中で種子について鑑定 を行 った。その結果、
ヒョウタン類が300片 以上、モモの種は270イ固以上、サルノコシカケ約200片 、オニグル ミ約 20イ固、クリ 2

個などが確認された、他にも幾つかの種が確認された。これらは調査時に発見された個体のみで、沼全体

の傾向を示 している訳ではない。数量も破片を含めての合計である。出土地′点は沼のほぼ全域に広がるが、

分布傾向については不明。

N その他

SG3で は握 り拳大の石 も一定量出土している。土器集中範囲にも見られるが詳細は不明。

(7)ま とめ

SG3は ⅥⅡ層の堆積以前は自然流路であり、流水方向は南西→北東 と推測される。本節では前段で検討
した遺物出土状況をふまえ、Ⅳ～XⅡ層間の遺物分布 と特徴をまとめておきたい。

②-5地区におけるSG3の 遺物出土状況は、南岸から北岸にかけて遺物が分布するものの、南岸にお
ける出土数が圧倒的に多い。南岸においては岸辺からの廃棄により堆積が進み、流路方向に広がった可能

性がある。一方北岸では遺物量も少なく、岸辺に集中する傾向は見られない。また遺物はⅣ層以下で出土

し、Ⅲ層以上ではほとんど見られない点から、Ⅳ層形成時まで継続した廃棄行為がⅢ層形成時点以降中絶

した。つまりSG3の 自然環境または周辺の土地利用が変化したものと思われる。
南岸における遺物分布を見ると、まずⅣ層内の上部ⅣO-1, 2と Ⅳ J-22グ リッド付近で、岸に沿っ
て土器の集中範囲が存在する。この集中範囲では古墳Ⅱ期の様相を示す土師器がまとまって出土する傾向

があり、接合して略完形になる個体も少なからず存在する。その中でも土師器壺類と須恵器不類、甕類は

住居址における組成比率より多い印象がある。特に土師器の壷は約20′点存在し、SG3で集中的に出土し
ている。その中には有段口縁部を有するA類 も含まれる。須恵器は接合後に略完形になる個体が多く、未

接合の破片量が少ないのが特徴であり、単純な廃棄とは考えにくい。若干ながら初期須恵器を含む′点も注

意される。上記の出土状況からは古墳Ⅱ期にSG3へ土器が集中的に持ち込まれた可能性が浮上する。一
方で土師器は細片が非常に多く、完形に近いものだけが持ち込まれたわけではない。また古墳Ⅲ期以降の

土器も若干含まれる点から、SG3で は古墳Ⅲ期以降も単発的に土器が持ち込まれたと思われる。
この他にも、Ⅳ層土器集中範囲においては、鹿角切断品や、馬や鹿などの獣骨が比較的集中して出土す

る。更に、レベル的には不明だが管玉も南岸での出土が目立つ。これら遺物もV層位下ではほとんど出土

しないため、Ⅳ層の遺物集中には単なる廃棄とは異なる性格が推測される。

上記の遺物は古墳H期の土師器を中心としてⅣ層下部の木製品の上に覆い被さるように堆積する。また

層位間接合も若千見られるものの、木製品の堆積範囲の中では土器の出土量は少なく、滞水していたとす

れば、同一堆積過程の中ではあっても、木製品が水没するまでの時間の経過の後に、土器が投棄されたこ

とになろう。また湿地状態であれば、一連の廃棄行為の中で、木製品→土器という順序が意図されたもの

であった可能性がある (第 107・ 108図 )。

つぎにⅣ層下～Ⅵ層における木製品の特徴と分布について触れたい。木製品はⅣ層内の下部に堆積する
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ものの、更にその下にはⅥ層の木製品が接するように堆積し、一部両者の間を貫 く木製品も存在する。出

土品の中では農具の点数が非常に多い。その中でもⅥ層以上で主体的に出土した曲柄平鍬の大半にU字形

鍬鋤先の装着痕が確認され、V層以下で出土した曲柄又鍬にも鉄刃が装着された可能性があるなど農具に

鉄刃が普及していたと考えられる。また袋状鉄斧の装着部を有する斧柄も出土している。

この他、竪杵や直柄横鍬など農具の中には加工途中の未製品や木暦などが出土しており、 SG3周 辺に

おいて木製品の製作が行われ、木暦などが廃棄された可能性がある。しかし分布に規則性は見られない。

一方、農具以外の製品では、量的には少ないものの特殊品の存在が特筆される。先述したように武具で

は弓が合計12本出土したが、単純に廃棄されたのか、意図的に折られて廃棄されたのかは不明である。馬

具については壺鐙と未製品の鞍、紡織具では瑞が 5′点出土、雑具においてはⅣ～ⅥⅡ層中で案 ?・ 腰掛けが

破片を含め 5点出土する。この他にきぬがさ、剣形、刀形なども数点出土した。

建築部材については、用途が特定できた部材はほとんど高床式建物の構成材という結果を得ている。し

かし部材の規格の分析から2棟分が混在する可能性があり、出土した部材の多くには 2次加工痕跡が残る

など、当初の形状が不明な材が多いのが特徴である。分布についてはⅥ層において扉、二重梁、垂木など

特定部材の周辺で部材が集中する傾向が存在する。

Ⅵ層以下では、Ⅳ層下部～Ⅵ層上部に堆積した木製品の下に再び土器の堆積範囲が確認できる。この層

の下には接するようにⅥⅡ層が堆積し、Ⅵ層土器との層位間接合も見られる。

Ⅵ層出土の土器の分布範囲はⅣ層とほぼ同位置である。しかし高不A類や壺K類が多く、不類や長胴甕

が少ない点などから、Ⅳ層出土土器群よりは古い I期新相を中心とする様相を示すと思われる。又、Ⅳ層

集中範囲と異なり、土器が特定範囲に集中せず、有段口縁壺も日立たない。また須恵器甕類が存在せず、

周囲に骨類の出土がわずかである。これらから判断するとⅥ層の土器はⅣ層より若干古く、分布の性格も

異なる姿が浮かんでくる。続くⅥⅡ層出土の土器については不類がほとんど出土しない点、高不A類 と壺K

類が多い点、長胴甕が見られない点などから I期古相を中心とする様相を示す。しかしⅥ層にも同様の特

徴が若干含まれており、Ⅵ・ⅥⅡ層が接している′点からも、時間差については微妙な部分が存在する。土器

の出土量はⅥ層よりは少なく、分布にも特定の傾向は見られない。

ⅥⅡ層においても若干の木製品が見られる。しかしく曲柄平鍬、曲柄又鍬、直柄横鍬と武具・馬具の大半

はⅥ層以上で出土しており、ⅥⅡ層ではほとんど見られない。

Ⅸ～XⅡ層間については先述したとおり、ⅥⅡ層に近接して少量堆積したため、面的調査において混乱が

生じた可能性が指摘されており、出土遺物についてもⅥⅡ層とほぼ同一レベルで取り上げている。特にXⅡ

層より銅釧が出土しており、共伴する土器はⅥⅡ層以上の様相と類似している。

この他 SG3全体では ミ́ニチュア土器、玉類、紡錘車などが少量出土するものの、分布に明確な傾向は

見いだすことは出来ない。またⅥⅡ層以下においては遺物の出土量自体も激減しており、SG3に おいては

Ⅳ～ⅥⅡ層間の遺物の堆積を一つのまとまりとして把握する事が出来る。

なお上記で触れたⅣ～ⅥⅡ層の堆積時期については本報告における古墳時代土器の年代観に合わせると、

ⅥⅡ層は古墳 I期古相 (5世紀第1四半期)中心、Ⅵ層は古墳 I期新相 (5世紀第2四半期)中心、Ⅳ層はⅡ期

(5世紀第3～ 4四半期)中心、となる。しかし間層が発達しない状況から判断して堆積時期が近接した可

能性もあり、Ⅳ～ⅥⅡ層の堆積期間を厳密に推測することは困難な状況にある。

ただしSG3出 土の木製品についてはⅣ層土器集中範囲の下部からⅥⅡ層までに堆積している点から、そ

の帰属時期を5世紀代に納めることが可能と思われる。

最後に上記の分布傾向をふまえてSG3の性格について触れてみたい。まずSG3のⅥⅡ～Ⅵ層出土の土

器様相は古墳 I期中心である。この時期はSG3の両側に数軒づつの住居址が出現する。榎田遺跡におい

一- 186 -一



第4節 古墳時代中期～後期

ては古墳 I期以前に集落が確認されない期間が存在し、SG3の VⅢ層以下でも遺物がほとんど出土しない
状況から見るとⅥⅡ～Ⅵ層土器の堆積時期は集落の出現期 と一致すると思われる。

続 くⅥ～Ⅳ層の時期においては集落が確実に定着 。増大し、特にSG3周 辺には大型住居が集中する傾
向がある。また住居址の大半にカマ ドが確実に登場する (第 IV章第3節 )。 一方SG3Ⅵ ～Ⅳ層における木
製品の中には工具・農耕具・建築材など多様な木製品が見られる、その中には鉄刃の装着部を有する耕作

具が数多く出土しており、これらの道具を用いて居住域、生産域の拡大が進められたと思われる。また木

製品の中に未製品や木暦がある点などから、 SG3周 辺に木製品を製作する集団が存在した可能性があり、
SG3に 製作時の木暦が廃棄されたと推測できる。また、建築部材の大半に転用された 2次加工痕が見ら
れ、解体した建物を2次転用後にSG3に廃棄、又は再度転用するために蓄積した可能性も推測できる。
この他木製品の中には、弓類・剣鞘・馬具 0き ぬがさ 0案 ?な ど通常の一般農民層が所有し得ない製品

も存在する。これら木製品には未製品も含まれており、SG3に持ち込まれた背景として、製作途中でS
G3に廃棄された、SG3に おける祭祀に用いられた、何らかの祭祀が行われた後にSG3に 廃棄された、
など複数の可能性が考えられる。何れにせよこれら特殊品の生産またはそれを用いた祭祀にかかわる有力

者層の存在が推測できる。

Ⅳ層上部に目を向けると、古墳Ⅱ期を中心とする土器の集中・玉類 0骨類の分布は、Ⅵ・VⅢ層における

出土状況とは異なる様相を示しており、単純な廃棄が行われたとは考えにくく、該期にSG3南 岸で何ら
かの祭祀行為が行われていた可能性がある。この他Ⅳ層では古墳Ⅲ期以降に属すると思われる横瓶が 4点

出土し、時期不明の′島形木製品なども出土している′点から、Ⅲ期以降にも祭祀的行為が行われた可能性も

ある。しかし、Ⅳ層土器集中範囲では細片の出土量も多く、土器の廃棄場所としての役割も果たしていた

と思われる。

以上のとおり、SG3に は大きく廃棄・祭祀という2つの性格と、周辺での木器製作集団の存在などが
浮かび上がる。しかしこれらの性格が特定の期間のみ存在したとは思われない。確かに祭祀的様相のうか

がえる遺物の出土状況は、面的に見るとⅣ層の土器集中範囲が中心と推測できるが、その下部に堆積する

Ⅳ～Ⅵ層の木製品の堆積時期が、それと一連のものであるかどうかは断言できない。武具・馬具などの特

殊品も同様である。またこれらをすべて祭祀行為の結果と見ることもできないように思われる。一方で、

鉄刃を装着した農具や、初期須恵器・武具・馬具など特殊品は一般農民層が容易に入手可能な製品ではな

く、背後に有力者層が存在したと思われる。榎田遺跡においては古墳 I期以降に有力者層の下で集落が発

展し、SG3は成立・定着期の集落の中心にあった。そこは集落において多様な機能を果たした場所で
あったと推測される。
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第96図 SG3 X～ XⅥ層土器出土状況
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